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東京都立大島高等学校



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力
70

ICT教材による視覚的情報共有

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む 合計

○ ○ ○

【知識及び技能】 調べ学習と発表を通して考えたこ
とをもとに、グローバル化につい
て話し合う。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

３

学

期

世界は、いま ・指導事項

〇 〇
【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他

評価賛否提案等考えを述べる

評価賛否提案等考えを述べる ・教材

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等

ICT教材による視覚的情報共有

コミュニティから見た日本 ・指導事項

〇 〇

意欲的に課題に取り組む ・その他

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

○

○ ○

18

【知識及び技能】 調べ学習と発表を通して考えたこ
とをもとに、グローバル化につい
て話し合う。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

評価賛否提案等考えを述べる

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

意欲的に課題に取り組む

○

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

○ ○

【知識及び技能】 本文中のあるグループについて、
存在意義を考え、説明する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

分かち合う社会 ・指導事項

〇 〇
評価賛否提案等考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

○

26

【知識及び技能】 「若者言葉」「特殊な方言」の例
を話し合う。グラフから読み取っ
たことを文章化する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

資料と比較し考えを深める

資料と比較し考えを深める ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

○ ○

【知識及び技能】
２

学

期

敬語への自覚、他者への自覚 ・指導事項

〇 〇 ○ ○

本文中のあるグループについて、
存在意義を考え、説明する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

スキーマと記憶 ・指導事項

〇 〇
評価賛否提案等考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

定期考査
○ ○

○

【知識及び技能】 客観的認識は原理的にあり得ない
のはなぜか説明できる。人間の定
義を話し合う。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

人工知能の可能性と罠 ・指導事項

〇 〇
評価賛否提案等考えを述べる

○

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 主張根拠の妥当性を考える

主張根拠の妥当性を考える ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

ICT教材による視覚的情報共有

○

○ ○

家族化するペット ・指導事項

〇 〇 ○

定期考査

○

【知識及び技能】 教科書のグラフを読み取り、推移
を理解し、言語化する。筆者の主
張を理解する。

 背景含意等本文理解の深化

○ ○

【知識及び技能】 筆者の主張する「手」が暗示する
ものを理解する。この像が手を失
うことの意味を理解する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 疑問点不明点を調査する

ミロのヴィーナス ・指導事項

〇 〇
疑問点不明点を調査する ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

評価賛否提案等考えを述べる

評価賛否提案等考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

思 態
配当
時数

１

学

期

世界を広げる「批評」の言葉 ・指導事項

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○

26

【知識及び技能】 筆者の主張する「書く、読む」力
を理解する。筆者の考える批評を
理解する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢
字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話す力を
活用し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対
する関心を深め、国語力向上と文化への理解
を図る。

論理国語

国語

【 知　識　及　び　技　能 】伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話す力を活用し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対する関心を深め、国語力向上と文化への理解を図る。

（　2組：下川　　　　）（　3組：市川　　　　）

国語 論理国語
国語 論理国語 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力
70ICT教材による視覚的情報共有

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む 合計

【知識及び技能】 登場人物の行動心情や敬語表現を理
解し説明する。日記文学への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

３

学

期

源氏物語　須磨 ・指導事項

〇 〇
【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他

文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等

ICT教材による視覚的情報共有

源氏物語　須磨 ・指導事項

〇 〇

意欲的に課題に取り組む ・その他

18

【知識及び技能】 登場人物の行動心情や敬語表現を理
解し説明する。物語文学への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

文化風習言語への考えを述べる

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

意欲的に課題に取り組む

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

26

【知識及び技能】 物語の特色を理解させる。読解内容
を踏まえて、敬語を現代語訳する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

【知識及び技能】

２

学

期

源氏物語　若紫 ・指導事項

〇 〇 1

登場人物の行動心情や比喩表現を理
解し説明する。漢文訓読への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

源氏物語　葵 ・指導事項

〇 〇文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

定期考査
〇 ○ ○

○

【知識及び技能】 筆者の主張と無常観を理解し説明す
る。読解内容を地図を用いて説明す
る。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

源氏物語　桐壺 ・指導事項

〇 〇文化風習言語への考えを述べる ○

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

ICT教材による視覚的情報共有

○

○ ○

人虎伝 ・指導事項

〇 〇 ○

定期考査
〇

○

【知識及び技能】 登場人物の行動心情や比喩表現を理
解し説明する。漢文訓読への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

○ ○

【知識及び技能】 和歌の内容と修辞法の効果を理解し
説明する。品詞分解を知り、理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

山月記 ・指導事項

〇 〇文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

思 態
配当
時数

１

学

期

山月記 ・指導事項

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○

26

【知識及び技能】 読解内容を地図を用いて説明する。
動詞形容詞への理解を深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化

古典探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢
字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話す力を活
用し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対
する関心を深め、国語力向上と文化への理解
を図る。

古典探究

国語

【 知　識　及　び　技　能 】伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話す力を活用し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対する関心を深め、国語力向上と文化への理解を図る。

（　A組：下川　　　　）（　B組：栗山　　　　）（　C組：市川　　　　）

国語 古典探究
国語 古典探究 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

合計

【学びに向かう力、人間性等】

70
国語の向上・社会生活の充実を図
る態度を養う

意欲的に取り組もうとしている

○ ○ ○

表現を楽しむ 随筆執筆等言語活動 表現の特色と役割の理解

【知識及び技能】 教材

正しい表記の理解・語彙を豊かに
する

教科書・準拠問題集

18

単元 指導事項

〇
【思考力、判断力、表現力等】 その他 伝えたいことを明確にし、表現の仕方に工

夫がされている伝え合う力・思考力・想像力を伸
ばす

１人１台端末の活用

○ ○

メディアの駆使 様々な通信方法の形式の理解 メディアの特色と役割の理解

【知識及び技能】 教材

正しい表記の理解・語彙を豊かに 教科書・準拠問題集

国語の向上・社会生活の充実を図
る態度を養う

意欲的に取り組もうとしている

○ ○

3

学

期

単元 指導事項

〇 ○

定期考査

２

学

期

【思考力、判断力、表現力等】 その他 伝えたいことを明確にし、表現の仕方に工

夫がされている伝え合う力・思考力・想像力を伸 １人１台端末の活用
【学びに向かう力、人間性等】

○

会議・発表 場面にふさわしい言葉選び、表現 表現の特色と役割の理解
【知識及び技能】 教材
正しい表記の理解・語彙を豊かに 教科書・準拠問題集
【思考力、判断力、表現力等】 その他

単元 指導事項

〇 ○ ○

伝えたいことを明確にし、表現の仕方に工

夫がされている
伝え合う力・思考力・想像力を伸
ばす

１人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】

国語の向上・社会生活の充実を図
る態度を養う

意欲的に取り組もうとしている

定期考査
○ ○

【思考力、判断力、表現力等】 その他 伝えたいことを明確にし、表現の仕方に工

夫がされている
伝え合う力・思考力・想像力を伸
ばす

１人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○

国語の向上・社会生活の充実を図
る態度を養う

意欲的に取り組もうとしている

定期考査

26

小論文 小論文の基本的な書き方の理解 表現の特色と役割の理解

【知識及び技能】 教材

正しい表記の理解・語彙を豊かに
する

教科書・準拠問題集

○ ○

単元 指導事項

〇 ○

26

○ ○

自己PRと面接 自己分析を通して把握した自己の
長所等を他者に分かりやすく伝え
る

表現の特色と役割の理解
【知識及び技能】

正しい表記の理解・語彙を豊かに
する

【思考力、判断力、表現力等】 教材
伝えたいことを明確にし、表現の仕方に工

夫がされている

単元 指導事項

〇 ○
伝え合う力・思考力・想像力を伸
ばす

教科書・準拠問題集

【学びに向かう力、人間性等】 その他

国語の向上・社会生活の充実を図
る態度を養う

１人１台端末の活用 意欲的に取り組もうとしている

意欲的に取り組もうとしている

○

伝える・伝え合う 表現の特色と役割についての理解 表現の特色と役割の理解

【知識及び技能】 教材

正しい表記の理解・語彙を豊かに
する

教科書・準拠問題集

【思考力、判断力、表現力等】 その他

○

○ ○

単元 指導事項

〇 ○ ○

定期考査

伝えたいことを明確にし、表現の仕方に工

夫がされている
伝え合う力・思考力・想像力を伸
ばす

１人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】

国語の向上・社会生活の充実を図
る態度を養う

単元 指導事項

〇
【思考力、判断力、表現力等】 その他

○ ○

言葉と出合う 文法事項の理解 語句の量を増し、語感を磨き語彙を豊かに
している

【知識及び技能】 教材

正しい表記の理解・語彙を豊かに
する

教科書・準拠問題集

伝えたいことを明確にし、表現の仕方に工

夫がされている
伝え合う力・思考力・想像力を伸
ばす

１人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】

国語の向上・社会生活の充実を図
る態度を養う

意欲的に取り組もうとしている

○

言葉で遊ぶ 様々な言葉遊び 語句の量を増し、語感を磨き語彙を豊かに
している

【知識及び技能】 教材

正しい表記の理解・語彙を豊かに
する

教科書・準拠問題集

国語の向上・社会生活の充実を図
る態度を養う

意欲的に取り組もうとしている

思 態 配当
時数

１

学

期

単元 指導事項

〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

【思考力、判断力、表現力等】 その他

伝えたいことを明確にしている伝え合う力・思考力・想像力を伸
ばす

１人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】

○

読解と表現

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

語彙を豊かにする・表記を正しく行う 伝え合う力・思考力・想像力を伸ばす 国語の向上・社会生活の充実を図る態度を養う

大修館書店『国語表現』

国語

【 知　識　及　び　技　能 】
 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことが
できるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や
想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の
担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度
を養う。

（　組：栗山　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

国語 読解と表現
国語 読解と表現 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力・人間性等

（　栗山　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）

国語 文学鑑賞
国語 文学鑑賞 2

文学鑑賞

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国
の言語文化に対する理解を深めることができる
ようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすととも
に，創造的に考える力を
養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思
いや考えを広げたり深め
たりすることができるようにする。

  言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を
　向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社
　会に関わろうとする態度を養う。

大修館書店『文学国語』

国語

【 知　識　及　び　技　能 】
 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことが
できるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や
想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の
担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度
を養う。

思 態
配当
時数

１

学

期

単元 指導事項

〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

【思考力、判断力、表現力等】 その他
「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえる １人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○

山椒魚 文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている

【知識及び技能】 教材
我が国の言語文化の特質について理解を深める 教科書・準拠問題集

自分の生き方について考えを深める 筆者のものの見方や考え方をとらえ、想像することや共感することをとおして、自分の生き方について考えを深めようとしている。

単元 指導事項

〇
【思考力、判断力、表現力等】 その他

○ ○

檸檬 文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている

【知識及び技能】 教材
我が国の言語文化の特質について理解を深める 教科書・準拠問題集

「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。
内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえる １人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】
自分の生き方について考えを深める 筆者のものの見方や考え方をとらえ、想像することや共感することをとおして、自分の生き方について考えを深めようとしている。

○

○ ○ ○

単元 指導事項

〇 ○ ○

読書レポート

「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。
内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえる １人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】
自分の生き方について考えを深める 筆者のものの見方や考え方をとらえ、想像することや共感することをとおして、自分の生き方について考えを深めようとしている。

○

美神 文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている

【知識及び技能】 教材
我が国の言語文化の特質について理解を深める 教科書・準拠問題集

【思考力、判断力、表現力等】 その他

○ ○

鍋セット 文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている

【知識及び技能】 教材
我が国の言語文化の特質について理解を深める 教科書・準拠問題集

【思考力、判断力、表現力等】

単元 指導事項

〇 ○
その他

「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。
内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえる １人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】
自分の生き方について考えを深める 筆者のものの見方や考え方をとらえ、想像することや共感することをとおして、自分の生き方について考えを深めようとしている。

読書レポート

26

こころ 文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている

【知識及び技能】 教材
我が国の言語文化の特質について理解を深める

○ ○ ○

単元 指導事項

〇

26

教科書・準拠問題集

○ ○ ○

【思考力、判断力、表現力等】 その他
「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。

内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえる １人１台端末の活用

○ ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】
自分の生き方について考えを深める 筆者のものの見方や考え方をとらえ、想像することや共感することをとおして、自分の生き方について考えを深めようとしている。

○ ○

○ ○

舞姫 文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている

【知識及び技能】 教材
我が国の言語文化の特質について理解を深める 教科書・準拠問題集

【思考力、判断力、表現力等】

自分の生き方について考えを深める 筆者のものの見方や考え方をとらえ、想像することや共感することをとおして、自分の生き方について考えを深めようとしている。

単元 指導事項

〇 ○
その他

「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。
内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえる

○

２

学

期

【思考力、判断力、表現力等】 その他
「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。

内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえる １人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】

読書レポート
○

１人１台端末の活用

【学びに向かう力、人間性等】

読書レポート

【知識及び技能】 教材
我が国の言語文化の特質について理解を深める 教科書・準拠問題集

自分の生き方について考えを深める 筆者のものの見方や考え方をとらえ、想像することや共感することをとおして、自分の生き方について考えを深めようとしている。

3

学

期

単元 指導事項

〇

読書レポート

合計

70

○ ○ ○

18

○ ○

伊豆の踊子 文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力
70ICT教材による視覚的情報共有

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む 合計

○ ○ ○

【知識及び技能】 登場人物の行動心情や敬語表現を理
解し説明する。日記文学への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

３

学

期

古事記　海幸山幸 ・指導事項

〇 〇
【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他

文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等

ICT教材による視覚的情報共有

源氏物語　須磨 ・指導事項

〇 〇

意欲的に課題に取り組む ・その他

○

○ ○

18

【知識及び技能】 登場人物の行動心情や敬語表現を理
解し説明する。物語文学への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

文化風習言語への考えを述べる

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

意欲的に課題に取り組む

○

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

○

26

【知識及び技能】 物語の特色を理解させる。読解内容
を踏まえて、敬語を現代語訳する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

○ ○

【知識及び技能】

２

学

期

蜻蛉日記 ・指導事項

〇 〇 ○ ○

登場人物の行動心情や比喩表現を理
解し説明する。漢文訓読への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

和泉式部日記 ・指導事項

〇 〇文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

定期考査
〇 ○ ○

○

【知識及び技能】 筆者の主張と無常観を理解し説明す
る。読解内容を地図を用いて説明す
る。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

大鏡　三船の才 ・指導事項

〇 〇文化風習言語への考えを述べる ○

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

ICT教材による視覚的情報共有

○

○ ○

堤中納言物語　虫めづる姫君 ・指導事項

〇 〇 ○

定期考査
〇

○

【知識及び技能】 登場人物の行動心情や比喩表現を理
解し説明する。漢文訓読への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

○ ○

【知識及び技能】 和歌の内容と修辞法の効果を理解し
説明する。品詞分解を知り、理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

随筆　枕草子　虫は　二月つごもり ・指導事項

〇 〇文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

思 態
配当
時数

１

学

期

随筆　枕草子　うれしきもの ・指導事項

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○

26

【知識及び技能】 読解内容を地図を用いて説明する。
動詞形容詞への理解を深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化

古典演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢
字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話す力を活用
し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対
する関心を深め、国語力向上と文化への理解
を図る。

古典演習

国語

【 知　識　及　び　技　能 】伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話す力を活用し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対する関心を深め、国語力向上と文化への理解を図る。

下川

国語 古典演習
国語 古典演習 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力
70

ICT教材による視覚的情報共有

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む 合計

○ ○ ○

【知識及び技能】 調べ学習と発表を通して考えたことをもとに、
グローバル化について話し合う。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

３

学

期

日本文化の三つの時間 ・指導事項

〇 〇
【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他

評価賛否提案等考えを述べる

評価賛否提案等考えを述べる ・教材

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等

ICT教材による視覚的情報共有

コミュニティから見た日本 ・指導事項

〇 〇

意欲的に課題に取り組む ・その他

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

○

○ ○

18

【知識及び技能】 調べ学習と発表を通して考えたことをもとに、
グローバル化について話し合う。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

評価賛否提案等考えを述べる

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

意欲的に課題に取り組む

○

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

○ ○

【知識及び技能】 本文中のあるグループについて、存在意義を考
え、説明する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

生物多様性の恩恵 ・指導事項

〇 〇
評価賛否提案等考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

○

26

【知識及び技能】 「若者言葉」「特殊な方言」の例を話し合う。
グラフから読み取ったことを文章化する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

資料と比較し考えを深める

資料と比較し考えを深める ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

○ ○

【知識及び技能】
２

学

期

民法の条文 ・指導事項

〇 〇 ○ ○

本文中のあるグループについて、存在意義を考
え、説明する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

日常に走る亀裂 ・指導事項

〇 〇
評価賛否提案等考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

定期考査
○ ○

○

【知識及び技能】 客観的認識は原理的にあり得ないのはなぜか説
明できる。人間の定義を話し合う。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

猫は後悔するか ・指導事項

〇 〇
評価賛否提案等考えを述べる

○

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 主張根拠の妥当性を考える

主張根拠の妥当性を考える ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

ICT教材による視覚的情報共有

○

○ ○

ポスト真実時代のジャーナリズム ・指導事項

〇 〇 ○

定期考査

○

【知識及び技能】 教科書のグラフを読み取り、推移を理解し、言
語化する。筆者の主張を理解する。

 背景含意等本文理解の深化

○ ○

【知識及び技能】 筆者の主張する「手」が暗示するものを理解す
る。この像が手を失うことの意味を理解する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 疑問点不明点を調査する

記号的メディアと物理的メディア ・指導事項

〇 〇
疑問点不明点を調査する ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

評価賛否提案等考えを述べる

評価賛否提案等考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

思 態
配当
時数

１

学

期

人はなぜ贈与するのか ・指導事項

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○

26

【知識及び技能】 筆者の主張する「書く、読む」力を理解する。
筆者の考える批評を理解する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化

現代文演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢
字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話す力を活用し、共有
する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対
する関心を深め、国語力向上と文化への理解
を図る。

現代文演習

国語

【 知　識　及　び　技　能 】伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話す力を活用し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対する関心を深め、国語力向上と文化への理解を図る。

下川

国語 現代文演習
国語 現代文演習 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

○ 17

定期考査
○ ○ 1

３

学

期

地域紛争の背景や影響，冷戦が各国
の政治に及ぼした影響などに着目し
て，地域紛争と冷戦の関係，第三世
界の国々の経済政策の特徴，欧米や
ソヴィエト連邦の政策転換などを多
面的・多角的に考察し，表現するこ
とを通して，国際政治の変容を理解
する。

「冷戦と世界経済」　　　　　　１
冷戦の拡大と第三勢力
２　キューバ危機と核兵器の管理
３　脱植民地化の進展と地域紛争
４　計画経済と開発

【知】脱植民地化とアジア・アフリカ諸国，冷戦下の地域紛争，先進国の政治
の動向，軍備拡張や核兵器の管理などを基に，諸資料から歴史に関するさまざ
まな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，国際政治の変容を理解している。
【思】　地域紛争の背景や影響，冷戦が各国の政治に及ぼした影響などに着目
して，主題を設定し，日本とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に関
連付けたりするなどして，地域紛争と冷戦の関係，第三世界の国々の経済政策
の特徴，欧米やソヴィエト連邦の政策転換の要因などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主】グローバル化の歴史に関わる諸事象について，見通しを持って学習に取
り組もうとし，学習を振り返りながら課題を追究しようとしている。

○ ○

6

定期考査
○ ○ 1

第二次世界大戦の推移と第二次世界大戦が大戦
後の世界に与えた影響，第二次世界大戦後の国
際秩序の形成が社会に及ぼした影響などに着目
して，第二次世界大戦の性格と惨禍，第二次世
界大戦下の社会状況や人々の生活，日本に対す
る占領政策と国際情勢との関係などを多面的・
多角的に考察し，表現することを通して，第二
次世界大戦後の国際秩序と日本の国際社会への
復帰を理解する。

「経済危機と第二次世界大戦」
５　第二次世界大戦の勃発
６　第二次世界大戦における連合国
と戦後構想　　　　　　　　　７
アジア太平洋戦争と日本の敗戦
８　連合国の占領政策と冷戦

【知】第二次世界大戦の展開，国際連合と国際経済体制，冷戦の始まりとアジ
ア諸国の動向，戦後改革と日本国憲法の制定，平和条約と日本の独立の回復な
どを基に，諸資料から歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べま
とめ，第二次世界大戦後の国際秩序と日本の国際社会への復帰を理解してい
る。
【思】　第二次世界大戦の推移と第二次世界大戦が大戦後の世界に与えた影
響，第二次世界大戦後の国際秩序の形成が社会に及ぼした影響などに着目し
て，主題を設定し，日本とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連
付けたりするなどして，第二次世界大戦の性格と惨禍，第二次世界大戦下の社
会状況や人々の生活，日本に対する占領政策と国際情勢との関係などを多面
的・多角的に考察し，表現している。

【主】国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸事象について，見通しを持っ
て学習に取り組もうとし，学習を振り返りながら課題を追究しようとしてい
る。

○ ○ ○

「経済危機と第二次世界大戦」
１　世界恐慌
２　アジア・アフリカと大衆社会
３　国際協調体制の崩壊
４　日中戦争と深刻化する世界の危
機

【知】世界恐慌，ファシズムの伸長，日本の対外政策などを基に，諸資料から
歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，国際協調体制の
動揺を理解している。
【思】経済危機の背景と影響，国際秩序や政治体制の変化などに着目して，主
題を設定し，日本とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けた
りするなどして，各国の世界恐慌への対応の特徴，国際協調体制の動揺の要因
などを多面的・多角的に考察し，表現している。
【主】国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸事象について，見通しを持っ
て学習に取り組もうとし，学習を振り返りながら課題を追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○

「第一次世界大戦と大衆社会」
５　アメリカ合衆国の台頭と大量消
費社会
６　アジアの経済成長と移動する
人々
７　反植民地主義の高揚と国際秩序
の変容
８　民主主義の拡大と社会変革の動
き

【知】大衆の政治参加と女性の地位向上，大正デモクラシーと政党政治，大量
消費社会と大衆文化，教育の普及とマスメディアの発達などを基に，諸資料か
ら歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，大衆社会の形
成と社会運動の広がりを理解している。
【思】第一次世界大戦前後の社会の変化などに着目して，主題を設定し，日本
とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けたりするなどして，
第一次世界大戦後の社会の変容と社会運動との関連などを多面的・多角的に考
察し，表現している。
【主】国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸事象について，見通しを持っ
て学習に取り組もうとし，学習を振り返りながら課題を追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

1

２

学

期

第一次世界大戦の推移と第一次世界
大戦が大戦後の世界に与えた影響，
日本の参戦の背景と影響などに着目
して，第一次世界大戦の性格と惨
禍，日本とアジアおよび太平洋地域
の関係や国際協調体制の特徴などを
多面的・多角的に考察し，表現する
ことを通して，総力戦と第一次世界
大戦後の国際協調体制を理解する。

「第一次世界大戦と大衆社会」
１　大衆社会の時代　　　　　　２
第一次世界大戦の展開　　　　３
国際協調体制の形成　　　４　ソ
ヴィエト連邦の成立と社会主義

【知】第一次世界大戦の展開，日本やアジアの経済成長，ソヴィエト連邦の成
立とアメリカ合衆国の台頭，ナショナリズムの動向と国際連盟の成立などを基
に，諸資料から歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，
総力戦と第一次世界大戦後の国際協調体制を理解している。
【思】　第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が大戦後の世界に与えた影
響，日本の参戦の背景と影響などに着目して，主題を設定し，日本とその他の
国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けたりするなどして，第一次世界
大戦の性格と惨禍，日本とアジアおよび太平洋地域の関係や国際協調体制の特
徴などを多面的・多角的に考察し，表現している。
【主】国際秩序の変化や大衆化の歴史に関わる諸事象について，見通しを持っ
て学習に取り組もうとし，学習を振り返りながら課題を追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

第一次世界大戦前後の社会の変化な
どに着目して，第一次世界大戦後の
社会の変容と社会運動との関連など
を多面的・多角的に考察し，表現す
ることを通して，大衆社会の形成と
社会運動の広がりを理解する。

定期考査
○ ○

1

経済危機の背景と影響，国際秩序や
政治体制の変化などに着目して，各
国の世界恐慌への対応の特徴，国際
協調体制の動揺の要因などを多面
的・多角的に考察し，表現すること
を通して，国際協調体制の動揺を理
解する。

産業革命の影響，中国の開港と日本
の開国の背景とその影響などに着目
して，アジア諸国と欧米諸国との関
係の変容などを多面的・多角的に考
察し，表現することを通して，工業
化と世界市場の形成を理解する。

「結び付く世界と日本の開国」
４　産業革命のはじまり　　　　５
世界市場の形成　　　　　６　東ア
ジア国際関係の変化と日本の開国
７　世界経済の変化と日本の産業革
命

【知】産業革命と交通・通信手段の革新，中国の開港と日本の開国などを基
に，諸資料から歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，
工業化と世界市場の形成を理解している。
【思】　産業革命の影響，中国の開港と日本の開国の背景とその影響などに着
目して，主題を設定し，アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較したり，
相互に関連付けたりするなどして，アジア諸国と欧米諸国との関係の変容など
を多面的・多角的に考察し，表現している。
【主】近代化の歴史に関わる諸事象について，見通しを持って学習に取り組も
うとし，中学校までの学習も振り返りながら課題を追究しようとしている。

○ ○ ○

6

帝国主義政策の背景，帝国主義政策
がアジア・アフリカに与えた影響な
どに着目して，帝国主義政策の特
徴，列強間の関係の変容などを多面
的・多角的に考察し表現することを
通して，列強の帝国主義政策とアジ
ア諸国の変容を理解する。

「国民国家と明治維新」　　　　５
立憲制の広まり　　　　　　６　帝
国主義と植民地　　　　　　７　日
清戦争と華夷秩序の解体
８　帝国主義諸国の競合と国際関係
９　植民地支配と植民地の近代

【知】列強の進出と植民地の形成，日清・日露戦争などを基に，諸資料から歴
史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめ，列強の帝国主義政
策とアジア諸国の変容を理解している。
【思】帝国主義政策の背景，帝国主義政策がアジア・アフリカに与えた影響な
どに着目して，主題を設定し，アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするなどして，帝国主義政策の特徴，列強間の関係
の変容などを多面的・多角的に考察し，表現している。
【主】近代化の歴史に関わる諸事象について，見通しを持って学習に取り組も
うとし，学習を振り返りながら課題を追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

国民国家の形成の背景や影響などに
着目して，政治変革の特徴，国民国
家の特徴や社会の変容などを多面
的・多角的に考察し，表現すること
を通して，立憲体制と国民国家の形
成を理解する。

「国民国家と明治維新」
１　市民革命と近代社会
２　自由主義とナショナリズム
３　アジアの諸国家とその変容
４　明治維新と東アジアの国際関係

【知】18世紀後半以降の欧米の市民革命や国民統合の動向，日本の明治維新や
大日本帝国憲法の制定などを基に，諸資料から歴史に関するさまざまな情報を
適切かつ効果的に調べまとめ，立憲体制と国民国家の形成を理解している。
【思】国民国家の形成の背景や影響などに着目して，主題を設定し，アジア諸
国とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けたりするなどし
て，政治変革の特徴，国民国家の特徴や社会の変容などを多面的・多角的に考
察し，表現している。
【主】近代化の歴史に関わる諸事象について，見通しを持って学習に取り組も
うとし，学習を振り返りながら課題を追究しようとしている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

18世紀のアジア諸国の経済が欧米諸
国に与えた影響などに着目して，18
世紀のアジア諸国における経済活動
の特徴，アジア各地域間の関係，ア
ジア諸国と欧米諸国との関係などを
多面的・多角的に考察し，表現する
ことを通して，18世紀のアジアの経
済と社会を理解する。

「結び付く世界と日本の開国」１
18世紀の東アジア　　　　２　結び
付くアジア諸地域　　　　３　18世
紀のヨーロッパとアジア

【知】18世紀のアジアや日本における生産と流通，アジア各地域間やアジア諸
国と欧米諸国の貿易などを基に，諸資料から歴史に関するさまざまな情報を適
切かつ効果的に調べまとめ，18世紀のアジアの経済と社会を理解している。
【思】　18世紀のアジア諸国の経済が欧米諸国に与えた影響などに着目して，
主題を設定し，アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に関
連付けたりするなどして，18世紀のアジア諸国における経済活動の特徴，アジ
ア各地域間の関係，アジア諸国と欧米諸国との関係などを多面的・多角的に考
察し，表現している。
【主】　近代化の歴史に関わる諸事象について，見通しを持って学習に取り組
もうとし，中学校までの学習も振り返りながら課題を追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

定期考査
○ ○ 1

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

知識：近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とそのな
かの日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成に関
わる近現代の歴史を理解する。
技能：諸資料から歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身につけるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時
期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着
目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史
に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力
や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議
論したりする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うと
ともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

東京書籍　新選歴史総合

地理歴史科

【 知　識　及　び　技　能 】近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴
史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される
日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することとの大切さについての自覚などを深める。

（１組：　沢田　） （組：　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

地理歴史科 歴史総合
地理歴史科 歴史総合



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組・ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３

学

期

問題演習 問題演習 【知】地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的
な諸事象の規則性，傾向性や，世界の諸地域の地域
的特色や課題などを理解するとともに，地図や地理
情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理
に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けようとしている。
【思】地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互
の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との
相互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着
目して，系統地理的，地誌的に，概念などを活用し
て多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解
決に向けて構想したりする力や，考察，構想したこ
とを効果的に説明したり，それらを基に議論したり
する力を養おうとしている。
【態】地理に関わる諸事象について，よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に探究
しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される日本国民とし
ての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地
域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切
さについての自覚などを深めている。

○ ○ ○ 18

定期考査

○ ○

合計

70

○ ○ 6

問題演習 問題演習 【知】地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的
な諸事象の規則性，傾向性や，世界の諸地域の地域
的特色や課題などを理解するとともに，地図や地理
情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理
に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けようとしている。
【思】地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互
の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との
相互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着
目して，系統地理的，地誌的に，概念などを活用し
て多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解
決に向けて構想したりする力や，考察，構想したこ
とを効果的に説明したり，それらを基に議論したり
する力を養おうとしている。
【態】地理に関わる諸事象について，よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に探究
しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される日本国民とし
ての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地
域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切
さについての自覚などを深めている。

○ ○ ○ 6

1

○ 12

定期考査
○ ○ 1

２

学

期

第1章　現代世界の地域区分
第2章　現代世界の諸地域

8節　ロシア　-国家体制の変化
に関連づけて考察
1　ロシアの成り立ちと体制変化
2　体制変化が産業にもたらした
影響と課題

9節　アメリカ合衆国
　　　-項目ごとに整理して考察
1　移民国家としてのアメリカ合
衆国の発展
2　世界の食料生産の鍵を握るア
メリカ合衆国
3　進展する科学技術と産業
4　多民族社会と移民増加に伴う
課題

10節　ラテンアメリカ
－歴史的背景と関連づけて考察
1　ヨーロッパの影響が強い社会
2　大土地所有制と農業の変化
3　工業化の進展と経済発展

11節　オーストラリアとニュー
ジーランド　-国を比較して考察
1　移民の歴史と多文化社会
2　自然の恵みを生かして発達し
た産業
3　強まるアジア・太平洋圏との
結びつき

【知】いくつかの地域に区分した現代世界の諸地域
をもとに，諸地域にみられる地域的特色や地球的課
題などについて理解している。
いくつかの地域に区分した現代世界の諸地域をもと
に，地域の結びつき，構造や変容などを地誌的に考
察する方法などについて理解している。
【思】現代世界の諸地域について，地域の結びつ
き，構造や変容などに着目して，主題を設定し，地
域的特色や地球的課題などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
【態】現代世界の諸地域について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究し
ようとしている。

○ ○

第1章　持続可能な国土像の探究 1節　将来の国土の在り方
1　日本の強みと地理的な課題

2節　持続可能な日本の国土像の
探究
1　課題の把握
2　課題の追究
3　課題の解決

【知】現代世界におけるこれからの日本の国土像の
探究をもとに，我が国が抱える地理的な諸課題の解
決の方向性や将来の国土の在り方などを構想するこ
との重要性や，探究する手法などについて理解して
いる。
【思】現代世界におけるこれからの日本の国土像に
ついて，地域の結びつき，構造や変容，持続可能な
社会づくりなどに着目して，主題を設定し，我が国
が抱える地理的な諸課題の解決の方向性や将来の国
土の在り方などを多面的・多角的に探究し，表現し
ている。
【態】持続可能な国土像の探究について，よりよい
社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に
探究しようとしている。

○

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○

5

定期考査
○ ○ 1

第1章　現代世界の地域区分
第2章　現代世界の諸地域

7節　EU諸国　-項目ごとに整理
して考察
1　EUの成り立ちと結びつき
2　ヨーロッパの多様な農業と政
策
3　移り変わるEUの工業
4　EU拡大による影響と課題

【知】いくつかの地域に区分した現代世界の諸地域
をもとに，諸地域にみられる地域的特色や地球的課
題などについて理解している。
いくつかの地域に区分した現代世界の諸地域をもと
に，地域の結びつき，構造や変容などを地誌的に考
察する方法などについて理解している。
【思】現代世界の諸地域について，地域の結びつ
き，構造や変容などに着目して，主題を設定し，地
域的特色や地球的課題などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
【態】現代世界の諸地域について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究し
ようとしている。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

第1章　現代世界の地域区分
第2章　現代世界の諸地域

1節　中国　-項目ごとに整理し
て考察
1　中国の政治体制と多様な民族
2　中国の食生活と農業・水産業
3　中国の工業化と海外進出
4　経済発展に伴うさまざまな課
題

2節　韓国　-項目ごとに整理し
て考察
1　韓国の歴史と生活文化
2　産業の発展と生活の変化

3節　ASEAN諸国　-項目ごとに整
理して考察
1　ASEAN諸国の歴史と文化・民
族
2　ASEAN諸国の農業とその変化
3　ASEAN諸国の工業とその発展
4　ASEANの変化と課題

【知】いくつかの地域に区分した現代世界の諸地域
をもとに，諸地域にみられる地域的特色や地球的課
題などについて理解している。
いくつかの地域に区分した現代世界の諸地域をもと
に，地域の結びつき，構造や変容などを地誌的に考
察する方法などについて理解している。
【思】現代世界の諸地域について，地域の結びつ
き，構造や変容などに着目して，主題を設定し，地
域的特色や地球的課題などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
【態】現代世界の諸地域について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究し
ようとしている。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

第1章　現代世界の地域区分
第2章　現代世界の諸地域

4節　インド　-経済成長に関連
づけて考察
1　急速な経済成長を支えた産業
の発展
2　増加する人口と農村の変化
3　インド社会の変化と経済格差
の拡大

5節　西アジアと中央アジア
　　-地域を比較して考察
1　イスラームと人々の生活文化
2　交易の歴史と乾燥地域の農業
3　豊富な資源を生かして進めら
れる開発

6節　北アフリカとサハラ以南ア
フリカ -地域を比較して考察
1　歴史的な背景によって形成さ
れた多様な文化
2　他地域との結びつきと人々の
生活の変化
3　一次産品への依存とそれがも
たらす課題

【知】いくつかの地域に区分した現代世界の諸地域
をもとに，諸地域にみられる地域的特色や地球的課
題などについて理解している。
いくつかの地域に区分した現代世界の諸地域をもと
に，地域の結びつき，構造や変容などを地誌的に考
察する方法などについて理解している。
【思】現代世界の諸地域について，地域の結びつ
き，構造や変容などに着目して，主題を設定し，地
域的特色や地球的課題などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
【態】現代世界の諸地域について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究し
ようとしている。

○ ○ ○ 9

地理探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規則性，
傾向性や，世界の諸地域の地域的特色や課題などを理解するとと
もに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から
地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けるようにする。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，
人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着目し
て，系統地理的，地誌的に，概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り，地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したこと
を効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国
民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多
様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚な
どを深める。

帝国書院　新詳　地理探究

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付
けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想し
たりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解
を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

（2・3組：山根　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

地理歴史 地理探究
地理歴史 地理探究 2



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

140

20

レポート課題
○ ○ ○

K 単元「国際社会の諸課題の探究」

【知識及び技能】

　社会的な見方・考え方を総合的に働かせ、他

者と協働して持続可能な社会の形成が求められ

る国際社会の諸課題を探求する活動を通して、

取り上げた課題の解決に向けて政治と経済とを

関連させて多面的・多角的に考察、構想し、よ

りよい社会のあり方についての自分の考えを説

明、論述させる。

【思考力、判断力、表現力等】

　諸課題の探究にあたって、国際社会の動向に

着目したり、諸外国における取り組みや、国際

連合における持続可能な開発のための取り組み

などを参考にしたりさせる。

・指導事項
　「グローバル化にともなう人々の生
活や社会の変容」「地球環境と資源・
エネルギー問題」「国際経済格差の是
正と国際協力」「イノベーションと成
長市場」「人種・民族問題や地域紛争
の解決に向けた国際社会の取り組み」
「持続可能な国際社会づくり」より一
つ選択し、探究活動を行う。
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　社会的な見方・考え方を総合的に働かせ、他者と協働して持続可能な
社会の形成が求められる国際社会の諸課題を探求する活動を通して、取
り上げた課題の解決に向けて政治と経済とを関連させて多面的・多角的
に考察、構想し、よりよい社会のあり方についての自分の考えを説明、
論述している。
【思考・判断・表現】
　諸課題の探究にあたって、国際社会の動向に着目したり、諸外国にお
ける取り組みや、国際連合における持続可能な開発のための取り組みな
どを参考にしたりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　取り上げた課題について、よりよい社会の実現を視野に、現代社会の
諸課題を主体的に解決し、合意形成や社会参画に向かおうとしている。

○ ○ ○

・指導事項
　国際経済における日本の地位と国際
協力、｢国際経済の安定と成長に向け
た日本の役割｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　国際経済における日本の地位について理解している。
【思考・判断・表現】
　国際経済の安定と成長のために果たすべき日本の役割について、考
察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 4

1

３

学

期

I 単元「相互依存関係が深まる国際経済の特

質」
【知識及び技能】
　比較優位の考え方や国際分業の利点、国際収
支統計の基本的な構成、変動相場制における為
替相場の決定のしくみ、日本の対ドル為替相場
の推移と日本経済の動向、さまざまな国際経済
機関の役割や課題について理解を深めさせる。
　現代の国際経済に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　国民経済と国際経済の関係において、国益と
地球的な規模での協調が求められている現状と
問題点について、多面的・多角的に考察、表現
させる。

・指導事項
　貿易の現状と意義、国民経済と国際
収支、為替相場の変動、国際協調と国
際経済機関の役割、｢国際経済の現状
と課題｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　比較優位の考え方や国際分業の利点、国際収支統計の基本的な構成、
変動相場制における為替相場の決定のしくみ、日本の対ドル為替相場の
推移、日本経済の動向、国際経済機関の役割や課題について、理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　現在の世界と日本の貿易の現状と動向、日本の対外経済取引の現状、
地域的経済統合やFTA・EPAの意義と課題、国民経済と国際経済の関係

において、国益と地球的な規模での協調が求められている現状と問題点
について、多面的・多角的に考察、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 12

J 単元「国際経済において求められる日本の役

割」

【知識及び技能】

　国際経済における日本の地位について、理解

させる。

　現代の国際経済に関する諸資料から、課題の

解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を

適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に

付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】

　国際経済の安定と成長のために果たすべき日

本の役割について、考察、構想し、表現させ

る。

小テスト
○ ○

２

学

期

14

H　単元「国際平和と人類の福祉に寄与する日

本の役割」
【知識及び技能】
　我が国の安全保障と防衛、国際貢献につい
て、現実社会の諸事象を通して理解を深めさせ
る。
　現代の国際政治に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役割
について多面的・多角的に考察、構想し、表現
させる。

・指導事項
　日本の安全保障と国際貢献、｢日本
の国際貢献のあり方｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　平和主義の理念と日本の防衛政策の関連、日米安全保障協力の変化と
自衛隊の海外派遣について、理解している。
【思考・判断・表現】
　国際社会において日本がこれから果たすべき役割について、多面的・
多角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。 ○ ○ ○ 6

G 単元「国際法の果たす役割」

【知識及び技能】
　国際社会の変遷、人権、国家主権、領土など
に関する国際法の意義、国際連合をはじめとす
る国際機構の役割について、現実社会の諸事象
を通して理解を深めさせる。
　現代の国際政治に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　国際社会の特質や国際紛争の諸要因を基に、
国際法の果たす役割について多面的・多角的に
考察し、表現させる。

・指導事項
　国際社会の変遷、国際法の意義、国
際機構の役割、国際紛争と軍縮への取
り組み、｢国際法の役割と課題｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　21世紀以降の国際社会の動向、国際法と国内法の違い、国際法の種類

や特徴、国際裁判とそのしくみ、勢力均衡と集団安全保障の違い、国際
連合の機能と主要機関の役割、国際紛争の原因、紛争当事者の変化、紛
争の平和的解決のための取り組み、平和主義の理念と日本の防衛政策の
関連、日米安全保障協力の変化と自衛隊の海外派遣について、理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　国際社会の多極化や国際協力、領土問題などの国際紛争の解決のあり
方、国際連合が強化すべき役割、核兵器廃絶のための努力、国際社会に
おいてどのような制度やしくみを作っていくことが必要か、多面的・多
角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○

○ 1

F 単元「経済活動と福祉の向上」

【知識及び技能】
　日本経済における産業構造の変化、につい
て、理解させる。
　現代日本の経済に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　経済活動と福祉の向上との関連について多面
的・多角的に考察し、表現させる。

・指導事項
　日本経済の変化と中小企業・農業問
題、労使関係と労働問題、社会保障制
度と福祉のあり方、｢格差の理由とそ
の対策｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　日本経済における産業構造の変化、現在の日本経済の現状と課題、労
働三法の内容、日本の社会保障制度について、理解している。
【思考・判断・表現】
　日本の中小企業や農業経営者が直面している課題、現在の日本の労働
問題、労働環境をめぐる課題、日本の社会保障制度の課題、経済活動と
福祉の向上との関連について、多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 14

小テスト
○

○ 8

E　単元「金融を通した経済活動の活性化」

【知識及び技能】
　金融の働きと金融機関の役割、日本銀行の金
融政策とその影響について、現実社会の諸事象
を通して理解を深めさせる。
　現代日本の経済に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　金融を通した経済活動の活性化について多面
的・多角的に考察、構想し、表現させる。

・指導事項
　金融のしくみとはたらき、｢資金の
流れと起業における資金調達のあり
方｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　金融のはたらきと金融機関の役割、日本銀行の金融政策とその影響に
ついて、理解している。
【思考・判断・表現】
　現在の金融をめぐる動向とその課題、金融を通した経済活動の活性化
のしくみやあり方を多面的・多角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 8

D 単元「持続可能な財政および租税のあり方」

【知識及び技能】
　財政の働きと仕組みについて、現実社会の諸
事象を通して理解させる。
　現代日本の経済に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　持続可能な財政及び租税の在り方について多
面的・多角的に考察、構想し、表現させる。

・指導事項
　財政のしくみと租税の意義、｢持続
可能な財政を実現するための税制のあ
り方｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　財政の機能としくみ、租税の種類やその特徴について、理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　財政における国と地方の役割分担、持続可能な財政のあり方を多面
的・多角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○

小テスト
○ ○

18

小テスト
○ ○ 1

C　単元「市場経済の機能と限界」

【知識及び技能】
　経済活動と市場、経済主体と経済循環、国民
経済の大きさと経済成長、物価と景気変動につ
いて、現実社会の諸事象を通して理解を深めさ
せる。
　現代日本の経済に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　経済活動と福祉の向上との関連、市場経済の
機能と限界について多面的・多角的に考察、構
想し、表現させる。

・指導事項
　経済活動と市場、経済主体と経済循
環、国民経済の大きさと経済成長、物
価と景気変動、市場の失敗と公害・消
費者問題、｢外部不経済の内部化の方
法｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　経済の役割、市場経済における人々の選択、資本主義経済の特質とそ
の変容、三つの経済主体の活動と経済循環における役割、株式会社のし
くみと株主との関係、ストックとフローの概念、GDPなどの指標、経済

成長率における名目と実質の違い、経済成長の要因、インフレとデフレ
の原因と影響、景気変動のしくみ、物価や景気の変動に対する政府の施
策、市場の失敗の事例とその弊害、公害と消費者問題に対する施策につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
　価格決定のしくみ、企業の社会的責任のあり方、自立した消費者とし
てどのような行動をとるべきか、市場の機能と限界や解決のあり方につ
いて、多面的・多角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

A 単元「日本国憲法と現代政治のあり方」

【知識及び技能】
　政治と法の意義と機能、基本的人権の保障と
法の支配、権利と義務との関係、議会制民主主
義について、現実社会の諸事象を通して理解を
深めさせる。
　現代日本の政治に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　民主政治の本質を基に、日本国憲法と現代政
治の在り方との関連について多面的・多角的に
考察し、表現させる。

・指導事項
　政治と法の意義と機能、法の支配と
立憲主義、基本的人権の保障と日本国
憲法、現代社会における新しい人権、
権利と義務との関係、議会制民主主義
と世界の政治体制、国会の組織と立
法、内閣の機構と行政、裁判所の機能
と司法制度、｢現代政治のあり方｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　政治や政治権力の意味とその役割、法の支配や立憲主義の意味と意
義、基本的人権が確立した背景や経緯、新しい人権が主張されるように
なった背景や新しい人権の具体的内容、人類が人権保障に向けてどのよ
うに努力してきたか、民主政治の考え方、議院内閣制や大統領制の特
徴、国会の地位と構成、法律の成立過程、日本の内閣と国会の関係、内
閣総理大臣と内閣の権限、司法権の独立と日本の裁判制度について、理
解している。
【思考・判断・表現】
　法の意義と機能、法の支配や立憲主義を確立することの大切さ、個人
の尊重や憲法によって保障されている自由や平等、権利と義務との関
係、よりよい民主政治のあり方、国会の課題、今後の行政の課題、国民
の司法参加のあり方、日本国憲法と現代政治のあり方との関連につい
て、多面的・多角的に考察し、表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 24

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

B 単元「望ましい政治のあり方と主権者として

の政治参加のあり方」
【知識及び技能】
　地方自治について、現実社会の諸事象を通し
て理解を深めさせる。
　現代日本の政治に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　政党政治や選挙などの観点から、望ましい政
治の在り方及び主権者としての政治参加の在り
方について多面的・多角的に考察、構想し、表
現させる。

・指導事項
　地方自治制度と住民の権利、政党政
治と選挙、｢主権者としての政治参加
のあり方｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　地方自治の本旨の意味と日本の地方自治制度、政党の意義と役割につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
　地方自治における住民の権利と住民運動の意義、日本の政党政治や選
挙の課題、望ましい政治のあり方および主権者としての政治参加のあり
方について、多面的・多角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 8

政治・経済

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向け
て探究するための手掛かりとなる概念や理論などにつ
いて理解するとともに、諸資料から、社会の在り方に
関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付けるようにする。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考
え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用して、現実社
会に見られる複雑な課題を把握し、説明するとともに、身に付
けた判断基準を根拠に構想する力や、構想したことの妥当性や
効果、実現可能性などを指標にして議論し公正に判断して、合
意形成や社会参画に向かう力を養う。

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体
的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される、国民主
権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を
図ることや、我が国及び国際社会において国家及び社
会の形成に、より積極的な役割を果たそうとする自覚
などを深める。

第一学習社　高等学校　政治・経済

公民

【 知　識　及　び　技　能 】選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに、諸資料から
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする力や、合
意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される、人間としての在り方生き方についての自覚や、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図る
ことや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

（2・3組：山根） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

公民 政治・経済
公民 政治・経済 4



年間授業計画　

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇

1

合計

３

学

期

第一次世界大戦と世界の変容 ①第一次世界大戦とロシア革命
②ヴェルサイユ体制下の欧米諸国
③アジア・アフリカ地域の民族運
動

①第一次世界大戦とロシア革命
【知識・技能】
第一次世界大戦とロシア革命がどのように展開したのかを、戦時外交や総力戦の特
徴、大戦のもたらした結果などとあわせて理解している。
【思考・判断・表現】
塹壕戦やさまざまな新兵器、軍需工場で働く女性の図などの第一次世界大戦に関する
図像資料および「平和に関する布告」などの資料をもとに、第一次世界大戦とロシア
革命が世界にもたらした変容を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
第一次世界大戦とロシア革命について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

②ヴェルサイユ体制下の欧米諸国
【知識・技能】
第一次世界大戦後に形成された国際秩序の内容やその特徴、その後の国際関係の変化
について理解している。
【思考・判断・表現】
各国の国内情勢を写した図像資料や「十四カ条」などの資料をもとに、1920年代の欧
米各国における変容を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヴェルサイユ体制下の欧米諸国について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究して
みたいことなどを見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

③アジア・アフリカ地域の民族運動
【知識・技能】
第一次世界大戦がアジア・アフリカの各地に与えた影響を理解する。
【思考・判断・表現】
民族運動の様子を写した図像資料や胡適「文学革命についての書簡」などの資料をも
とに、アジア・アフリカ各地の民族運動の特徴や共通性を多面的・多角的に考察し表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
アジア・アフリカ地域の民族運動について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究し
てみたいことなどを見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

〇 〇

12

定期考査 〇 〇 1

帝国主義とアジアの民族運動 ①第２次産業革命と帝国主義
②列強の世界分割と列強体制の二
分化
③アジア諸国の変革と民族運動

①第２次産業革命と帝国主義
【知識・技能】
第２次産業革命が社会に与えた影響や帝国主義時代の欧米列強の国内情勢および植民地拡大の
経緯を理解している。
【思考・判断・表現】
国際情勢を風刺した図像資料や「白人の責務」などの資料をもとに、欧米列強が植民地や勢力
圏の拡大を争った背景を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
第２次産業革命と帝国主義について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

②列強の世界分割と列強体制の二分化
【知識・技能】
列強による世界分割がどのように進められたかや列強体制の変化について理解している。
【思考・判断・表現】
列強の植民地・勢力圏を示した地図や帝国主義を風刺した図像資料をもとに、列強による世界
分割が各地に与えた影響を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
列強の世界分割について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

③アジア諸国の変革と民族運動
【知識・技能】
アジア各地における改革や民族運動がどのように展開し、いかなる結果をもたらしたのかを理
解している。
【思考・判断・表現】
アジア各地の情勢や梁啓超「中国積弱の根源について」などの資料をもとに、アジア各地の変
革や民族運動の背景を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
アジア諸国の変革と民族運動について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいこと
などを見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

70

〇 17

まとめ

1

1

２

学

期

アジア諸地域の動揺 ①西アジア地域の変容
②南アジア・東南アジアの植民地
化
③東アジアの激動

①西アジア地域の変容
【知識・技能】
オスマン帝国・イラン・アフガニスタンにおける動揺や改革の推移を、ヨーロッパ列強との関
係ともあわせて理解している。
【思考・判断・表現】
マムルークの一掃を表した図像資料やオスマン帝国憲法などの資料をもとに、この時期のアジ
ア各地での変化や改革について多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
西アジアの変容について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

②南アジア・東南アジアの植民地化
【知識・技能】
ヨーロッパ各国による南アジアと東南アジアの植民地化の経緯を理解している。
【思考・判断・表現】
東南アジアの植民地化の地図やゴムのプランテーションを示した図像資料をもとに、ヨーロッ
パ各国の進出の経緯をふまえ、南アジアと東南アジアにおける植民地化と世界経済の関係を多
面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
南アジア・東南アジアの植民地化について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

③東アジアの激動
【知識・技能】
欧米諸国の進出の経緯と東アジア諸国の改革の試みの成果や課題を理解している。
【思考・判断・表現】
文字資料「マカートニーの1794年１月の日記」やアヘン戦争を描いた図像資料、東アジアの開
港場を示した地図などをもとに、この時期の東アジア国際秩序の変容について多面的・多角的
に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
東アジアの激動について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 12

定期考査

定期考査
○ ○

定期考査 ○ ○

〇 〇

態 配当
時数

１

学

期

産業革命と環大西洋革命 ①産業革命
②アメリカ合衆国の独立と発展
③フランス革命とナポレオンの支
配
④中南米諸国の独立

①産業革命
【知識・技能】
　産業革命が18世紀後半のイギリスから始まった背景や技術革新の展開を理解している。
【思考・判断・表現】
当時の工場の様子を描いた図像資料や都市の人口を示す統計をもとに、産業革命が社会に与え
た影響を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
イギリス産業革命について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出
して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

②アメリカ合衆国の独立と発展
【知識・技能】
　アメリカ合衆国がどのような歴史的経緯をたどって独立したのかを理解している。
【思考・判断・表現】
アメリカ独立宣言や「権利の章典」などの資料をもとに、アメリカ合衆国独立の独自性を多面
的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
アメリカ合衆国の独立について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

③フランス革命とナポレオンの支配
【知識・技能】
フランス革命が起こった要因やナポレオンが台頭した背景を理解している。
【思考・判断・表現】
「旧体制」の風刺画などの図像資料や人権宣言などの資料をもとに、フランス革命において
「国民」を主役とする社会が創出されたことについて、多面的・多角的に考察し表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
フランス革命とナポレオンについて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

④中南米諸国の独立
【知識・技能】
中南米諸国の独立がどのような経緯をたどって実現したのかを理解している。
【思考・判断・表現】
中南米諸国の独立年を示す地図などをもとに、ヨーロッパ情勢をふまえたうえで、短期間に多
くの独立が達成された要因を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
中南米諸国の独立について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出
して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

イギリスの優位と欧米国民国家の形
成

①ウィーン体制とヨーロッパの政
治・社会の変動
②列強体制の動揺とヨーロッパの
再編成
③アメリカ合衆国の発展
④19世紀欧米文化の展開と市民文
化の繁栄

①ウィーン体制とヨーロッパの政治・社会の変動
【知識・技能】
19世紀前半のヨーロッパ情勢がどのように推移したのかを、ウィーン体制や1848年革命、さま
ざまな主義主張の特徴とあわせて理解している。
【思考・判断・表現】
ウィーン会議後のヨーロッパを示す地図や会議を風刺した図像資料などをもとに、ウィーン会
議がヨーロッパ各地の人々に与えた影響を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ウィーン体制について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

②列強体制の同様とヨーロッパの再編成
【知識・技能】
19世紀後半のヨーロッパ情勢がどのように推移したのかを、時代的な背景や各国の共通点・相
違点もふまえて理解している。
【思考・判断・表現】
鉄道距離の推移を示す統計やイタリアとドイツの統一を示す地図などをもとに、19世紀後半に
ヨーロッパの再編成が進んだ背景を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
19世紀後半のヨーロッパの再編成について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

③アメリカ合衆国の発展
【知識・技能】
南北戦争につながったアメリカ合衆国内の対立構造やその後の展開を理解している。
【思考・判断・表現】
アメリカ合衆国の領土拡大を示す地図や大陸横断鉄道開通の写真などの図像資料をもとに、ア
メリカ合衆国の急速な発展の要因を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
アメリカ合衆国の発展について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

④19世紀欧米文化の展開と市民文化の繁栄
【知識・技能】
19世紀欧米文化の展開と近代諸科学の発展の経緯を理解している。
【思考・判断・表現】
19世紀欧米文化のさまざまな事例をもとに、この時期の文化と現代の文化とのつながりを多面
的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
19世紀欧米の文化について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出
して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ 〇 12

世界史演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、地理的条件や日本
の歴史と関連付けながら理解しているとともに、諸資料から世界の歴史に関す
る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関
連や現代世界とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる
課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基
に議論したりする力を養う。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探
究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民として
の自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深め
る。

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているとともに、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し解決を
視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、
他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

（　矢口　　）

地理歴史 世界史演習
地理歴史 世界史演習 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

３

学

期

総合演習

12

定期考査
1

近代 ・振り返り
・一人１台端末の活用
・問題演習

【知】対外政策の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新政権
の成立，明治維新，文明開化の風潮，自由民権運動，大
日本帝国憲法の制定など，基礎的基本的事項を理解して
いる。
【思】近代の特色を示す適切な歴史資料を基に，資料か
ら歴史に関わる情報を収集し，読み取り，表現する。
【主】歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み取れ
る情報から，近代の特色について多面的・多角的に考察
し，表現する活動に主体的に取り組む。

○ ○ ○

18

1

1

２

学

期

近世 ・振り返り
・一人１台端末の活用
・問題演習

【知】織豊政権の政治・経済政策，貿易や対外関係，幕
藩体制の確立の特色など，基礎的基本的事項を理解して
いる。
【思】近世の特色を示す適切な歴史資料を基に，資料か
ら歴史に関わる情報を収集し，読み取り，表現する。
【主】歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み取れ
る情報から，近世の特色について多面的・多角的に考察
し，表現する活動に主体的に取り組む。

12

定期考査

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○

○ ○

態
配当
時数

１

学

期

原始・古代 ・振り返り
・一人１台端末の活用
・問題演習

【知】旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成
立，古墳時代や飛鳥時代の特色など，基礎的基本的事項
を理解している。
【思】原始・古代の特色を示す適切な歴史資料を基に，
資料から歴史に関わる情報を収集し，読み取り，表現す
る。
【主】歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み取れ
る情報から，原始・古代の特色について多面的・多角的
に考察し，表現する活動に主体的に取り組む。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

中世 ・振り返り
・一人１台端末の活用
・問題演習

【知】貴族政治の変容と武士の政治進出，土地支配の変
容，武家政権の成立と展開など，基礎的基本的事項を理
解している。
【思】中世の特色を示す適切な歴史資料を基に，資料か
ら歴史に関わる情報を収集し，読み取り，表現する。
【主】歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み取れ
る情報から，中世の特色について多面的・多角的に考察
し，表現する活動に主体的に取り組む。

○ ○ ○ 12

日本史演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界
の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているととも
に、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色など
を、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目
して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史にみられる
課題を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果
的に説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとと
もに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国
の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

山川出版社　日本史探究　高校日本史

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているとともに、諸資料から我が国の歴
史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史
にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

（自選：沢田） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

地理歴史 日本史演習
地理歴史 日本史演習 2



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

8

レポート課題
○ ○ ○

K 単元「国際社会の諸課題の探究」

【知識及び技能】

　社会的な見方・考え方を総合的に働かせ、他

者と協働して持続可能な社会の形成が求められ

る国際社会の諸課題を探求する活動を通して、

取り上げた課題の解決に向けて政治と経済とを

関連させて多面的・多角的に考察、構想し、よ

りよい社会のあり方についての自分の考えを説

明、論述させる。

【思考力、判断力、表現力等】

　諸課題の探究にあたって、国際社会の動向に

着目したり、諸外国における取り組みや、国際

連合における持続可能な開発のための取り組み

などを参考にしたりさせる。

・指導事項
　「グローバル化にともなう人々の生
活や社会の変容」「地球環境と資源・
エネルギー問題」「国際経済格差の是
正と国際協力」「イノベーションと成
長市場」「人種・民族問題や地域紛争
の解決に向けた国際社会の取り組み」
「持続可能な国際社会づくり」より一
つ選択し、探究活動を行う。
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　社会的な見方・考え方を総合的に働かせ、他者と協働して持続可能な
社会の形成が求められる国際社会の諸課題を探求する活動を通して、取
り上げた課題の解決に向けて政治と経済とを関連させて多面的・多角的
に考察、構想し、よりよい社会のあり方についての自分の考えを説明、
論述している。
【思考・判断・表現】
　諸課題の探究にあたって、国際社会の動向に着目したり、諸外国にお
ける取り組みや、国際連合における持続可能な開発のための取り組みな
どを参考にしたりしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　取り上げた課題について、よりよい社会の実現を視野に、現代社会の
諸課題を主体的に解決し、合意形成や社会参画に向かおうとしている。

○ ○ ○

・指導事項
　国際経済における日本の地位と国際
協力、｢国際経済の安定と成長に向け
た日本の役割｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　国際経済における日本の地位について理解している。
【思考・判断・表現】
　国際経済の安定と成長のために果たすべき日本の役割について、考
察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 4３

学

期

I 単元「相互依存関係が深まる国際経済の特

質」
【知識及び技能】
　比較優位の考え方や国際分業の利点、国際収
支統計の基本的な構成、変動相場制における為
替相場の決定のしくみ、日本の対ドル為替相場
の推移と日本経済の動向、さまざまな国際経済
機関の役割や課題について理解を深めさせる。
　現代の国際経済に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　国民経済と国際経済の関係において、国益と
地球的な規模での協調が求められている現状と
問題点について、多面的・多角的に考察、表現
させる。

・指導事項
　貿易の現状と意義、国民経済と国際
収支、為替相場の変動、国際協調と国
際経済機関の役割、｢国際経済の現状
と課題｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　比較優位の考え方や国際分業の利点、国際収支統計の基本的な構成、
変動相場制における為替相場の決定のしくみ、日本の対ドル為替相場の
推移、日本経済の動向、国際経済機関の役割や課題について、理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　現在の世界と日本の貿易の現状と動向、日本の対外経済取引の現状、
地域的経済統合やFTA・EPAの意義と課題、国民経済と国際経済の関係

において、国益と地球的な規模での協調が求められている現状と問題点
について、多面的・多角的に考察、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 6

J 単元「国際経済において求められる日本の役

割」

【知識及び技能】

　国際経済における日本の地位について、理解

させる。

　現代の国際経済に関する諸資料から、課題の

解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を

適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に

付けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】

　国際経済の安定と成長のために果たすべき日

本の役割について、考察、構想し、表現させ

る。

レポート課題
○ ○ ○

２

学

期

7

H　単元「国際平和と人類の福祉に寄与する日

本の役割」
【知識及び技能】
　我が国の安全保障と防衛、国際貢献につい
て、現実社会の諸事象を通して理解を深めさせ
る。
　現代の国際政治に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役割
について多面的・多角的に考察、構想し、表現
させる。

・指導事項
　日本の安全保障と国際貢献、｢日本
の国際貢献のあり方｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　平和主義の理念と日本の防衛政策の関連、日米安全保障協力の変化と
自衛隊の海外派遣について、理解している。
【思考・判断・表現】
　国際社会において日本がこれから果たすべき役割について、多面的・
多角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。 ○ ○ ○ 3

G 単元「国際法の果たす役割」

【知識及び技能】
　国際社会の変遷、人権、国家主権、領土など
に関する国際法の意義、国際連合をはじめとす
る国際機構の役割について、現実社会の諸事象
を通して理解を深めさせる。
　現代の国際政治に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　国際社会の特質や国際紛争の諸要因を基に、
国際法の果たす役割について多面的・多角的に
考察し、表現させる。

・指導事項
　国際社会の変遷、国際法の意義、国
際機構の役割、国際紛争と軍縮への取
り組み、｢国際法の役割と課題｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　21世紀以降の国際社会の動向、国際法と国内法の違い、国際法の種類

や特徴、国際裁判とそのしくみ、勢力均衡と集団安全保障の違い、国際
連合の機能と主要機関の役割、国際紛争の原因、紛争当事者の変化、紛
争の平和的解決のための取り組み、平和主義の理念と日本の防衛政策の
関連、日米安全保障協力の変化と自衛隊の海外派遣について、理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　国際社会の多極化や国際協力、領土問題などの国際紛争の解決のあり
方、国際連合が強化すべき役割、核兵器廃絶のための努力、国際社会に
おいてどのような制度やしくみを作っていくことが必要か、多面的・多
角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○

○ ○

F 単元「経済活動と福祉の向上」

【知識及び技能】
　日本経済における産業構造の変化、につい
て、理解させる。
　現代日本の経済に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　経済活動と福祉の向上との関連について多面
的・多角的に考察し、表現させる。

・指導事項
　日本経済の変化と中小企業・農業問
題、労使関係と労働問題、社会保障制
度と福祉のあり方、｢格差の理由とそ
の対策｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　日本経済における産業構造の変化、現在の日本経済の現状と課題、労
働三法の内容、日本の社会保障制度について、理解している。
【思考・判断・表現】
　日本の中小企業や農業経営者が直面している課題、現在の日本の労働
問題、労働環境をめぐる課題、日本の社会保障制度の課題、経済活動と
福祉の向上との関連について、多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 7

レポート課題
○

○ 4

E　単元「金融を通した経済活動の活性化」

【知識及び技能】
　金融の働きと金融機関の役割、日本銀行の金
融政策とその影響について、現実社会の諸事象
を通して理解を深めさせる。
　現代日本の経済に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　金融を通した経済活動の活性化について多面
的・多角的に考察、構想し、表現させる。

・指導事項
　金融のしくみとはたらき、｢資金の
流れと起業における資金調達のあり
方｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　金融のはたらきと金融機関の役割、日本銀行の金融政策とその影響に
ついて、理解している。
【思考・判断・表現】
　現在の金融をめぐる動向とその課題、金融を通した経済活動の活性化
のしくみやあり方を多面的・多角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 5

D 単元「持続可能な財政および租税のあり方」

【知識及び技能】
　財政の働きと仕組みについて、現実社会の諸
事象を通して理解させる。
　現代日本の経済に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　持続可能な財政及び租税の在り方について多
面的・多角的に考察、構想し、表現させる。

・指導事項
　財政のしくみと租税の意義、｢持続
可能な財政を実現するための税制のあ
り方｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　財政の機能としくみ、租税の種類やその特徴について、理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　財政における国と地方の役割分担、持続可能な財政のあり方を多面
的・多角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○

レポート課題
○ ○ ○

10

レポート課題
○ ○ ○

C　単元「市場経済の機能と限界」

【知識及び技能】
　経済活動と市場、経済主体と経済循環、国民
経済の大きさと経済成長、物価と景気変動につ
いて、現実社会の諸事象を通して理解を深めさ
せる。
　現代日本の経済に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　経済活動と福祉の向上との関連、市場経済の
機能と限界について多面的・多角的に考察、構
想し、表現させる。

・指導事項
　経済活動と市場、経済主体と経済循
環、国民経済の大きさと経済成長、物
価と景気変動、市場の失敗と公害・消
費者問題、｢外部不経済の内部化の方
法｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　経済の役割、市場経済における人々の選択、資本主義経済の特質とそ
の変容、三つの経済主体の活動と経済循環における役割、株式会社のし
くみと株主との関係、ストックとフローの概念、GDPなどの指標、経済

成長率における名目と実質の違い、経済成長の要因、インフレとデフレ
の原因と影響、景気変動のしくみ、物価や景気の変動に対する政府の施
策、市場の失敗の事例とその弊害、公害と消費者問題に対する施策につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
　価格決定のしくみ、企業の社会的責任のあり方、自立した消費者とし
てどのような行動をとるべきか、市場の機能と限界や解決のあり方につ
いて、多面的・多角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

A 単元「日本国憲法と現代政治のあり方」

【知識及び技能】
　政治と法の意義と機能、基本的人権の保障と
法の支配、権利と義務との関係、議会制民主主
義について、現実社会の諸事象を通して理解を
深めさせる。
　現代日本の政治に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　民主政治の本質を基に、日本国憲法と現代政
治の在り方との関連について多面的・多角的に
考察し、表現させる。

・指導事項
　政治と法の意義と機能、法の支配と
立憲主義、基本的人権の保障と日本国
憲法、現代社会における新しい人権、
権利と義務との関係、議会制民主主義
と世界の政治体制、国会の組織と立
法、内閣の機構と行政、裁判所の機能
と司法制度、｢現代政治のあり方｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　政治や政治権力の意味とその役割、法の支配や立憲主義の意味と意
義、基本的人権が確立した背景や経緯、新しい人権が主張されるように
なった背景や新しい人権の具体的内容、人類が人権保障に向けてどのよ
うに努力してきたか、民主政治の考え方、議院内閣制や大統領制の特
徴、国会の地位と構成、法律の成立過程、日本の内閣と国会の関係、内
閣総理大臣と内閣の権限、司法権の独立と日本の裁判制度について、理
解している。
【思考・判断・表現】
　法の意義と機能、法の支配や立憲主義を確立することの大切さ、個人
の尊重や憲法によって保障されている自由や平等、権利と義務との関
係、よりよい民主政治のあり方、国会の課題、今後の行政の課題、国民
の司法参加のあり方、日本国憲法と現代政治のあり方との関連につい
て、多面的・多角的に考察し、表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

B 単元「望ましい政治のあり方と主権者として

の政治参加のあり方」
【知識及び技能】
　地方自治について、現実社会の諸事象を通し
て理解を深めさせる。
　現代日本の政治に関する諸資料から、課題の
解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　政党政治や選挙などの観点から、望ましい政
治の在り方及び主権者としての政治参加の在り
方について多面的・多角的に考察、構想し、表
現させる。

・指導事項
　地方自治制度と住民の権利、政党政
治と選挙、｢主権者としての政治参加
のあり方｣
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　地方自治の本旨の意味と日本の地方自治制度、政党の意義と役割につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
　地方自治における住民の権利と住民運動の意義、日本の政党政治や選
挙の課題、望ましい政治のあり方および主権者としての政治参加のあり
方について、多面的・多角的に考察、構想し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会の担い手として、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 6

政経演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向け
て探究するための手掛かりとなる概念や理論などにつ
いて理解するとともに、諸資料から、社会の在り方に
関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付けるようにする。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え
方や政治・経済に関する概念や理論などを活用して、現実社会に
見られる複雑な課題を把握し、説明するとともに、身に付けた判
断基準を根拠に構想する力や、構想したことの妥当性や効果、実
現可能性などを指標にして議論し公正に判断して、合意形成や社
会参画に向かう力を養う。

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体
的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される、国民主
権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を
図ることや、我が国及び国際社会において国家及び社
会の形成に、より積極的な役割を果たそうとする自覚
などを深める。

第一学習社　高等学校　政治・経済

公民

【 知　識　及　び　技　能 】選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに、諸資料から
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする力や、合
意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される、人間としての在り方生き方についての自覚や、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図る
ことや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

（2・3組：） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

公民 政経演習
公民 政経演習 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

３

学

期

【数学ⅠＡ総合演習】
【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付けており、
事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

数学ⅠA総合問題演習 【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、知識が身
に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法な
どの技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、数学のよ
さを認識し、それらを事象の考察に活用しようとし
ている。

○ ○

11

定期考査
○ ○ 1

【数学Ａ発展演習】
【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付けており、
事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

数学A発展問題演習 【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、知識が身
に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法な
どの技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、数学のよ
さを認識し、それらを事象の考察に活用しようとし
ている。

○ ○ ○

○ 18

1

1

２

学

期

【数学Ⅰ発展演習】
【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付けており、
事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

数学Ⅰ発展問題演習 【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、知識が身
に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法な
どの技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、数学のよ
さを認識し、それらを事象の考察に活用しようとし
ている。

○ ○ ○ 13

定期考査

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○

○ ○

態
配当
時数

１

学

期

【数学Ⅰ基本演習】
【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付けており、
事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

数学Ⅰ基本問題演習 【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、知識が身
に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法な
どの技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、数学のよ
さを認識し、それらを事象の考察に活用しようとし
ている。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

【数学Ａ基本演習】
【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付けており、
事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

数学A基本問題演習 【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、知識が身
に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法な
どの技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、数学のよ
さを認識し、それらを事象の考察に活用しようとし
ている。

○ ○ ○ 14

数学的な考え方に関心をもつとともに、数学のよさを認識し、それらを事象の考察に活用しようとする。

数学ⅠA演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅰ及び数学Ａで既習の内容における基本的
な概念、原理・法則などを理解し、知識を身に
付けており、事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に付けている。

事象を数学的に考察し表現したり、思考の過程を振り
返り、多面的・発展的に考えることなどを通して、数
学Ⅰ及び数学Ａの内容における数学的な見方や考え方
を身に付けている。

数学Ⅰ及び数学Ａの内容に関心をもつととも
に、数学のよさを認識し、それらを事象の考
察に活用しようとする。

新課程　新編　数学Ⅰ（数研出版）・新課程　新編　数学Ａ（数研出版）

新課程　教科書傍用　サクシード　数学Ⅰ＋Ａ（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な概念、原理・法則などを理解し、事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身に付けさせる。

事象を数学的に考察し表現したり、思考の過程を振り返るなど、数学的な見方や考え方を身に付けさせる。

柴田

数学 数学ⅠA演習
数学 数学ⅠA演習 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

合計

70

定期考査 ○ ○

○ 1

【第５章　数学的な表現の工夫】
４．離散グラフと行列の関連
【知識及び技能】
　離散グラフの隣接行列について理解し，隣接行列を求めることができる。また，与えられ
た隣接行列をもつ離散グラフをかくことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　離散グラフの隣接行列の積が経路の数え上げに利用できることを理解し，経路の数を考察
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　離散グラフと行列を対応させることに興味をもち，経路の総数などの考察に積極的に活用
しようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第５章　数学的な表現の工
夫】
４　離散グラフと行列の関連

【知識及び技能】
　離散グラフの隣接行列について理解し，隣接行列を求めることができる。ま
た，与えられた隣接行列をもつ離散グラフをかくことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　離散グラフの隣接行列の積が経路の数え上げに利用できることを理解し，経路
の数を考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　離散グラフと行列を対応させることに興味をもち，経路の総数などの考察に積
極的に活用しようとする。 ○ ○ ○ 1

○ 1

【第５章　数学的な表現の工夫】
２．行列による表現
【知識及び技能】
　行列の記法や演算方法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　日常の事象や社会の事象などを行列で表現する意義を理解し，行列やその計算結果からそ
の意味を読み取ったりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　行列による表現に興味をもち，様々なものを行列で表現したり，行列の演算結果を読み
取ったりしようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第５章　数学的な表現の工
夫】
２　行列による表現

【知識及び技能】
　行列の演算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　日常の事象や社会の事象などを行列で表現する意義を理解し，行列で表現した
り，行列やその計算結果からその意味を読み取ったりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　行列による表現に興味をもち，様々なものを行列で表現したり，行列の演算結
果を読み取ったりしようとする。

○ ○ ○ 1

【第５章　数学的な表現の工夫】
１．データの表現方法の工夫
【知識及び技能】
　データをパレート図に表現する方法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　データをパレート図に表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　パレート図が品質管理に用いられることに興味をもち，様々な判断にパレート図を活用し
ようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第５章　数学的な表現の工
夫】
１　データの表現方法の工夫

【知識及び技能】
　バブルチャートを用いると，3つの変量を視覚的に表現できることを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　バブルチャートの特徴を理解し，バブルチャートで表されたデータから正しい
情報を読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　バブルチャートの特徴を理解し，バブルチャートで表されたデータから正しい
情報を読み取ることができる。

○ ○

【第５章　数学的な表現の工夫】
３．離散グラフによる表現
【知識及び技能】
　どのようなものを表現したいときに離散グラフを用いるのか理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　連結な離散グラフが一筆書きできる条件について，その理由とともに理解し，一筆書きで
きるかどうか判断できる。また，その理由を説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　離散グラフによる表現に興味をもち，様々なものを離散グラフで表現したりそれを用いて
考察したりしようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第５章　数学的な表現の工
夫】
３　離散グラフによる表現

【知識及び技能】
　ダイクストラ法を用いて最短経路を調べることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　ダイクストラ法で最短経路が求められる理由を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　離散グラフを一筆書きする方法を，試行錯誤によって見つけようとする。

○ ○

3

【第４章　式と曲線】
９．コンピュータの利用
【知識及び技能】
　媒介変数表示された曲線や極方程式で表される曲線を，コンピュータを用いて描くことが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　いろいろな曲線をコンピュータで描画し，その性質を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　コンピュータを用いて，係数をいろいろ変えたリサージュ曲線を描き，その変化と係数の
関係を調べようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第４章　式と曲線】
第２節　９　コンピュータの
利用

【知識及び技能】
　媒介変数表示された曲線や極方程式で表される曲線を，コンピュータを用いて
描くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　いろいろな曲線をコンピュータで描画し，その性質を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　コンピュータを用いて，係数をいろいろ変えたリサージュ曲線を描き，その変
化と係数の関係を調べようとする。 ○ ○ ○ 2

【第４章　式と曲線】
８．極座標と極方程式
【知識及び技能】
　点の座標について，直交座標と極座標を相互に変換できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　離心率 e についての条件から2次曲線の極方程式を求め，直交座標の方程式に変換するな
どして考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　直交座標とは異なる方法で点の位置が表せることに興味をもち，それらの違いや共通点を
自ら見出そうとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第４章　式と曲線】
第２節　８　極座標と極方程
式

【知識及び技能】
　平面上の曲線について，x，y の方程式と極方程式を相互に変換できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　離心率 e についての条件から2次曲線の極方程式を求め，直交座標の方程式に
変換するなどして考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　2次曲線の極方程式について，離心率 e と1との大小をもとに，統一的に捉えよ
うとする。

○ ○ ○

2

【第４章　式と曲線】
７．曲線の媒介変数表示
【知識及び技能】
　媒介変数表示された曲線の方程式を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　条件から点の座標を1つの文字で表し，それを曲線の媒介変数表示と捉えることで，その
点が描く曲線を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　曲線の媒介変数表示について，具体的に点をプロットしていくことで，どのような曲線か
考察しようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第４章　式と曲線】
第２節　７　曲線の媒介変数
表示

【知識及び技能】
　円や楕円，双曲線を媒介変数表示できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　媒介変数表示された曲線の平行移動について，点の平行移動をもとに考察でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　媒介変数を用いて表される様々な曲線に興味をもち，その概形などを調べよう
とする。

○ ○ ○ 2

【第４章　式と曲線】
６．２次曲線の性質
【知識及び技能】
　楕円と双曲線も，放物線と同じように考えられることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　離心率の条件を満たす点の軌跡として，2次曲線の方程式を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　2次曲線を，離心率 e と1との大小をもとに，統一的に捉えようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第４章　式と曲線】
第１節　６　２次曲線の性質

【知識及び技能】
　楕円と双曲線も，放物線と同じように1つの定点と1つの定直線をもとに考えら
れることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　離心率の条件を満たす点の軌跡として，2次曲線の方程式を求めることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　2次曲線を，離心率 e と1との大小をもとに，統一的に捉えようとする。 ○ ○ ○

2

【第４章　式と曲線】
５．２次曲線と直線
【知識及び技能】
　2次曲線の接線の方程式の一般形について理解し，接点が与えられたときに接線を求める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　2次曲線と直線の共有点を連立方程式の解と捉え，共有点の個数について考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　2次曲線の接線の方程式の一般形に興味をもち，自ら導出してみようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第４章　式と曲線】
第１節　５　２次曲線と直線

【知識及び技能】
　2次曲線の接線の方程式の一般形について理解し，接点が与えられたときに接線
を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　2次曲線と直線の接点を連立方程式の重解と捉え，接線の方程式を求めることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　2次曲線の接線の方程式の一般形に興味をもち，自ら導出してみようとする。 ○ ○ ○ 2

【第４章　式と曲線】
４．２次曲線の平行移動
【知識及び技能】
　x，y の2次式を変形して，2次曲線の概形を考えることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　曲線 F(x－p，y－q)＝0 は曲線
F(x，y)＝0 を平行移動したものであることを理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　複雑な方程式で表される2次曲線について，平行移動の考えを利用して調べようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第４章　式と曲線】
第１節　４　２次曲線の平行
移動

【知識及び技能】
　x，y の2次式を変形して，2次曲線の概形を考えることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　曲線 F(x－p，y－q)＝0 は曲線
F(x，y)＝0 を平行移動したものであることを理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　複雑な方程式で表される2次曲線について，平行移動の考えを利用して調べよう
とする。 ○ ○ ○

2

定期考査 ○ ○ 1

【第４章　式と曲線】
３．双曲線
【知識及び技能】
　双曲線が，2つの焦点からの距離の差が一定である点の軌跡であることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　軌跡の考え方を用いて，双曲線の方程式を導くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　双曲線の漸近線について，曲線が限りなく近づくことを確かめようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第４章　式と曲線】
第１節　３　双曲線

【知識・技能】
　双曲線の標準形について理解し，双曲線の概形をかいたり焦点や頂点，漸近線
を求めたりできる。
【思考・判断・表現】
　焦点が y 軸上にある双曲線の方程式について，焦点が x 軸上にある双曲線を
もとに考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　中学で学んだ反比例のグラフが双曲線であることに興味をもち，双曲線の定義
を満たしていることを確かめようとする。

○ ○ ○

2

【第４章　式と曲線】
２．楕円
【知識及び技能】
　楕円が，2つの焦点からの距離の和が一定である点の軌跡であることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　軌跡の考え方を用いて，楕円の方程式を導くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　焦点が y 軸上にある楕円の方程式について，焦点が x 軸上にある楕円をもとに考察しよ
うとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第４章　式と曲線】
第１節　２　楕円

【知識・技能】
　楕円の標準形について理解し，楕円の概形をかいたり焦点や長軸，短軸の長さ
を求めたりできる。
【思考・判断・表現】
　条件を満たす点の軌跡として，楕円の方程式を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　焦点が y 軸上にある楕円の方程式について，焦点が x 軸上にある楕円をもと
に考察しようとする。 ○ ○ ○ 2

【第４章　式と曲線】
１．放物線
【知識及び技能】
　放物線が，焦点と準線からの距離が等しい点の軌跡であることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　軌跡の考え方を用いて，放物線の方程式を導くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　放物線を，条件を満たす点の軌跡として捉えなおそうとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第４章　式と曲線】
第１節　１　放物線

【知識・技能】
　放物線の標準形について理解し，放物線の概形をかいたり焦点や準線を求めた
りできる。また，条件から放物線の方程式を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　軌跡の考え方を用いて，放物線の方程式を導くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　放物線を，条件を満たす点の軌跡として捉えなおそうとする。 ○ ○ ○

1

【第３章　複素数平面】
４．複素数と図形
【知識及び技能】
　複素数の方程式について，その意味を考えたり計算したりすることで，表す図形を求める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　線分の内分点を表す複素数を活用して，線分の内分点や外分点を表す複素数や三角形の重
心を表す複素数を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　複素数の方程式が表す図形について，複素数を x+yi とおくなどして，複数の方法で考察
しようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第３章　複素数平面】
４　複素数と図形

【知識・技能】
　原点以外の点を中心として回転した点を表す複素数を求めることができる。
　複素数平面上で半直線のなす角を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　半直線のなす角について，原点以外の点を中心とする回転と統一的に理解して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　図形の問題を，複素数の演算の図形的意味を用いて積極的に考察しようとす
る。

○ ○ ○ 2

定期考査 ○ ○

3

【第３章　複素数平面】
３．ド・モアブルの定理
【知識及び技能】
　ド・モアブルの定理を理解し，複素数の n 乗を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　複素数の n 乗根がちょうど n 個存在することを，極形式を用いて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　複素数の積の図形的な意味から，ド・モアブルの定理を自ら見出したり証明したりしよう
とする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第３章　複素数平面】
３　ド・モアブルの定理

【知識・技能】
　1の n 乗根を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　1の n 乗根の求め方をもとに，一般の複素数の n 乗根を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　複素数の積の図形的な意味から，ド・モアブルの定理を自ら見出したり証明し
たりしようとする。

○ ○ ○ 2

【第３章　複素数平面】
２．複素数の極形式
【知識及び技能】
　複素数の極形式について理解し，複素数を極形式で表すことができる。
　複素数の積や商が複素数平面上で何を表すか理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　複素数の積の図形的な意味を活用して，正三角形の頂点となる複素数を求めることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　複素数が a+bi とは別の形で表せることに興味をもち，それらの違いや共通点を自ら見出
そうとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第３章　複素数平面】
２　複素数の極形式

【知識・技能】
　極形式で表された複素数の積と商を求めることができる。
　複素数の積や商について，絶対値と偏角だけに注目した性質を理解している。
【思考・判断・表現】
　共役複素数や -z などを極形式でどのように表すか，その定義から考察でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　複素数が a+bi とは別の形で表せることに興味をもち，それらの違いや共通点
を自ら見出そうとする。

○ ○ ○

高等学校　数学C（数研出
版）
【第３章　複素数平面】
１　複素数平面

【知識・技能】
　複素数の絶対値の定義を理解し，与えられた複素数の絶対値を求めることがで
きる。
【思考・判断・表現】
　複素数の絶対値の定義から，実数の絶対値も統一的に捉えることができる。
　複素数の和，差を複素数平面上に図示できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　複素数 z が実数や純虚数になる条件について，様々な方法で考察しようとす
る。 ○ ○ ○ 2

【第２章　空間のベクトル】
６．座標空間における図形
【知識及び技能】
　座標空間における2点間の距離や線分の内分点，外分点の座標，三角形の重心の座標など
が求められる。
【思考力、判断力、表現力等】
　条件から中心と半径を考え，球面の方程式を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　座標空間について座標平面状と同じ考え方で図形の方程式について考察しようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第２章　空間のベクトル】
６　座標空間における図形

【知識・技能】
　中心と半径が与えられた球面の方程式を求めることができる。
　合成関数の導関数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　球面と平面が交わってできる図形を，連立方程式の解の集合として考察でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　座標平面上の図形の方程式について改めて正しく理解し，座標空間についても
同じ考え方で図形の方程式について考察しようとする。

○ ○ ○

高等学校　数学C（数研出
版）
【第２章　空間のベクトル】
５　ベクトルの図形への応用

【知識・技能】
　空間の4点が同じ平面上にある条件を理解し，点の座標を定めることができる。
　合成関数の導関数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　位置ベクトルを活用して，空間の3点が一直線上にあることを証明できる。
　ベクトルの内積を活用して，図形の性質を証明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　様々な空間図形の考察にベクトルを活用しようとしている。 ○ ○ ○ 3
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【第２章　空間のベクトル】
４．ベクトルの内積
【知識及び技能】
　成分表示された2つのベクトルのなす角を，内積を用いて求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　座標空間の3点で定まる角の大きさを，ベクトルを活用して求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　内積の定義が次元によらないことに興味をもつ。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第２章　空間のベクトル】
４　ベクトルの内積

【知識・技能】
　ベクトルの垂直条件を活用して，与えられたベクトルに垂直なベクトルを求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
　連続性が微分可能性の必要条件であることを具体的な関数を用いて考察でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　平面上のベクトルの内積の性質が空間でも成り立つことから，内積の定義が次
元によらないことに興味をもつ。

○ ○ ○ 3

【第２章　空間のベクトル】
５．ベクトルの図形への応用
【知識及び技能】
　位置ベクトルの定義や内分点などの位置ベクトルが平面上のベクトルの場合と同じである
ことを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　位置ベクトルの一意性を活用して，直線と平面の交点の位置ベクトルを求めることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な空間図形の考察にベクトルを活用しようとする。

定期考査 ○ ○

3

【第３章　複素数平面】
１．複素数平面
【知識及び技能】
　複素数の実数倍が複素数平面上で何を意味するか理解し，3点が1直線上にあるように複素
数を定めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　1つの複素数が複素数平面上で1つの点を表すことを理解し，点を複素数平面上に表すこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　複素数平面の定義から，複素数の和，差や実数倍などが複素数平面上で何を意味するか自
ら考察しようとする。

3

【第２章　空間のベクトル】
３．ベクトルの成分
【知識及び技能】
　ベクトルの成分表示について，平面上のベクトルの拡張になっていることを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　空間ベクトルの成分を座標空間と関連付けて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　空間のベクトルの成分表示について，平面上のベクトルの成分表示の拡張として捉えよう
とする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第２章　空間のベクトル】
３　ベクトルの成分

【知識・技能】
　成分表示された空間のベクトルの演算ができる。
【思考・判断・表現】
　空間ベクトルの成分を座標空間と関連付けて考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　空間のベクトルの成分表示について，平面上のベクトルの成分表示の拡張とし
て捉えようとする。

○ ○ ○ 3

【第２章　空間のベクトル】
２．空間のベクトル
【知識及び技能】
　平面上のベクトルについての種々の定義や性質などは，空間においても同様に成り立つこ
とを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　空間のベクトルが3つのベクトルの線形和で1通りに表される理由について説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　ベクトルの定義が次元によらないことに興味をもつ。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第２章　空間のベクトル】
２　空間のベクトル

【知識・技能】
　空間のベクトルが3つのベクトルの線形和で1通りに表されることを理解し，具
体的なベクトルを3つのベクトルで表すことができる。
【思考・判断・表現】
　空間のベクトルが3つのベクトルの線形和で1通りに表される理由について，平
面上のベクトルが2つのベクトルの線形和で1通りに表されることから説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　平面上のベクトルの性質などが空間でも成り立つことから，ベクトルの定義が
次元によらないことに興味をもつ。

○ ○ ○

2

【第２章　空間のベクトル】
１．空間の点
【知識及び技能】
　空間の点と原点との距離が求められるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　空間における点の表し方を理解し，座標平面や座標軸，原点に関して対称な点の座標を求
めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　座標空間における点の表し方を，座標平面における点の表し方の拡張として捉えようとす
る。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第２章　空間のベクトル】
１　空間の点

【知識及び技能】
　空間の点と原点との距離が求められるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　空間における点の表し方を理解し，座標平面や座標軸，原点に関して対称な点
の座標を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　座標空間における点の表し方を，座標平面における点の表し方の拡張として捉
えようとする。 ○ ○ ○ 2

【第１章　平面上のベクトル】
７．図形のベクトルによる表示
【知識及び技能】
　直線のベクトル方程式について，媒介変数を用いて表すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　点が線分AB上に存在する条件を活用して，点Pの存在範囲を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　図形のベクトル方程式について，点の座標についての方程式と関連させて考察し，それら
の共通点などを見出そうとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第１章　平面上のベクト
ル】
第２節　７　図形のベクトル
による表示

【知識・技能】
　通る1点と法線ベクトルから直線が定まることを理解し，具体的に直線の方程式
を求めることができる。
　円のベクトル方程式から，その中心の位置ベクトルや半径を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
　点が線分AB上に存在する条件を活用して，点Pの存在範囲を求めることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　図形のベクトル方程式について，点の座標 (x，y)  についての方程式と関連さ
せて考察し，それらの共通点などを見出そうとする。

○ ○ ○

3

定期考査 ○ ○ 1

【第１章　平面上のベクトル】
６．ベクトルの図形への応用
【知識及び技能】
　位置ベクトルを活用して，3点が一直線上にあることを証明できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　位置ベクトルの一意性を活用して，線分の交点の位置ベクトルを求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な図形の考察にベクトルを活用しようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第１章　平面上のベクト
ル】
第２節　６　ベクトルの図形
への応用

【知識・技能】
　位置ベクトルを活用して，3点が一直線上にあることを証明できる。
【思考・判断・表現】
　ベクトルの内積を活用して，図形の性質を証明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　様々な図形の考察にベクトルを活用しようとする。

○ ○ ○

【第１章　平面上のベクトル】
２．ベクトルの演算
【知識及び技能】
　平面上のベクトルが2つのベクトルの線形和で1通りに表されることを理解し，具体的なベ
クトルを2つのベクトルで表すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　ベクトルの和，差，実数倍の定義をもとに，それらを組み合わせたベクトルの図示ができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　ベクトルの演算に興味をもち，数式の演算法則との類似点を考察しようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第１章　平面上のベクト
ル】
第１節　２　ベクトルの演算

【知識・技能】
　ベクトルの和の計算ができる。また，ベクトルの実数倍の定義を理解し，式で
表現できる。
【思考・判断・表現】
　ベクトルの実数倍の性質をもとに，ベクトルの演算ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ベクトルの演算に興味をもち，数式の演算法則との類似点を考察しようとす
る。

○ ○ ○

2

【第１章　平面上のベクトル】
５．位置ベクトル
【知識及び技能】
　点の位置を，基準となる点と1つのベクトルを用いて表すことができることを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　位置ベクトルを活用して，図形の性質が考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　三角形の3本の中線が1点で交わることが，重心の位置ベクトルを求める過程で証明できる
ことに興味をもち，それを確かめようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第１章　平面上のベクト
ル】
第２節　５　位置ベクトル

【知識・技能】
　ベクトルを点の位置ベクトルで表すことができる。
【思考・判断・表現】
　位置ベクトルを活用して，図形の性質が考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　三角形の3本の中線が1点で交わることが，重心の位置ベクトルを求める過程で
証明できることに興味をもち，それを確かめようとする。

○ ○ ○ 3

【第１章　平面上のベクトル】
４．ベクトルの内積
【知識及び技能】
　ベクトルの内積の定義を理解し，内積を求めることができる。また，成分表示されたベク
トルの内積を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　内積の性質を用いて，等式を証明したり，ベクトルの大きさやなす角を求めたりすること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　内積の性質を，既習の知識を用いて証明しようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第１章　平面上のベクト
ル】
第１節　４　ベクトルの内積

【知識・技能】
　成分表示された2つのベクトルのなす角を，内積を用いて求めることができる。
【思考・判断・表現】
　ベクトルの垂直条件を活用して，与えられたベクトルに垂直なベクトルを求め
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ベクトルの内積の計算をする際，1つ1つの計算で用いている性質を意識し，正
しく適用できているか確かめようとする。

○ ○ ○

態 配
当

１

学

期

【第１章　平面上のベクトル】
１．ベクトル
【知識及び技能】
　有向線分を用いたベクトルの定義や表し方を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　ベクトルの相等や逆ベクトルの定義を理解し，図の中から探すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　日常の量で，向きと大きさをもつものがあることに興味をもち，それをベクトルで表現し
ようとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第１章　平面上のベクト
ル】
第１節　１　ベクトル

【知識及び技能】
　ベクトルの定義や表し方を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　ベクトルの相等や逆ベクトルの定義を理解し，図の中から探すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　日常の量で，向きと大きさをもつものがあることに興味をもち，それをベクト
ルで表現しようとする。

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

2

【第１章　平面上のベクトル】
３．ベクトルの成分
【知識及び技能】
　ベクトルの成分表示の仕組みを理解し，具体的なベクトルを成分表示できる。また，その
ベクトルの大きさを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　ベクトルの平行条件を成分表示にも適用し，成分を定めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　成分表示されたベクトルの演算法則を，ベクトルの演算法則から導き出そうとする。

高等学校　数学C（数研出
版）
【第１章　平面上のベクト
ル】
第１節　３　ベクトルの成分

【知識・技能】
　成分表示されたベクトルの計算ができる。
　点の座標とベクトルの成分の関係を理解し，2点で定められるベクトルを成分表
示できる。
【思考・判断・表現】
　点の座標とベクトルの成分の関係を，座標平面上の図形の問題に活用できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　成分表示されたベクトルの演算法則を，ベクトルの演算法則から導き出そうと
する。 ○ ○ ○ 2

数学C

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算
法則やその図形的な意味を考察する力，
図形や図形の構造に着目し，それらの性
質を統合的・発展的に考察する力，数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的
確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に
基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

高等学校　数学C（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】既習事項に加えて新しい定義や定理を理解し、事象を数学的に表現・処理する技能を高める。

複雑な事象でも数学的に考察したり、思考の過程を振り返るなど数学的な見方・考え方をより高める。

数学的な考え方に関心をもつとともに、数学のよさを認識し、それらを事象の考察に活用しようとする。

（2,3組：西川　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）

数学 数学C
数学 数学C 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

学

合計

140

3

定期考査
○ ○ 1

【第５章　積分法とその応用】
１０．曲線の長さ
【知識及び技能】
　媒介変数表示された曲線の長さを，座標平面上で点が通過した道のりと関連させて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　曲線 y=f(x)  は x=t，y=f(t)  と媒介変数表示することで，曲線
　y=f(x)  の長さを求められることを理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　曲線上の点が通過する道のりを，その曲線の長さと捉えることに興味をもち，理解を深めようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第５章　積分法とその応用】
第３節　１０　曲線の長さ

【知識及び技能】
　媒介変数表示された曲線の長さを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　曲線 y=f(x)は x=t，y=f(t)と媒介変数表示することで，曲線y=f(x)の長さを求められるこ
とを理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　曲線上の点が通過する道のりを，その曲線の長さと捉えることに興味をもち，理解を深めよ
うとする。

○ ○ ○

5

【第５章　積分法とその応用】
９．道のり
【知識及び技能】
　数直線上で運動する点の座標や通過した道のりを，定積分を用いて求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　数直線上を運動する点が通過する道のりについて，v-t グラフで囲まれた部分の面積と関連付けて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　点の運動の考察に定積分を活用できることに興味をもち，様々な点の運動について調べようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第５章　積分法とその応用】
第３節　９　道のり

【知識及び技能】
　座標平面上で運動する点の通過する道のりを，定積分を用いて求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　数直線上を運動する点が通過する道のりについて，v-t グラフで囲まれた部分の面積と関連
付けて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　点の運動の考察に定積分を活用できることに興味をもち，様々な点の運動について調べよう
とする。

○ ○ ○ 3

【第５章　積分法とその応用】
８．体積
【知識及び技能】
　定積分で体積が求められる仕組みを，区分求積法で面積が求められることと関連付けて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　立体の断面がどのような図形になるか考え，定積分を用いて体積を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　定積分を用いると，既習の三角錐や円錐の体積，球の体積の公式が導けることに興味をもち，積極的に考察しよ
うとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第５章　積分法とその応用】
第３節　８　体積

【知識及び技能】
　x 軸，y 軸周りの回転体の体積を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　F(x，y)＝0で表される曲線や媒介変数表示された曲線で囲まれる図形を回転させてできる回
転体の体積を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　定積分を用いると，既習の三角錐や円錐の体積，球の体積の公式が導けることに興味をも
ち，積極的に考察しようとする。

○ ○ ○

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第５章　積分法とその応用】
第３節　７　面積

【知識及び技能】
　曲線 x＝g(y)  で囲まれた部分の面積を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　媒介変数表示された曲線で囲まれた図形の面積を，置換積分法を活用して求めることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　面積を求める際，対称性に着目して，計算を効率的に行おうとする。

○ ○ ○ 5

【第５章　積分法とその応用】
６．定積分のいろいろな問題
【知識及び技能】
　関数の大小と定積分の大小の関係　を用いたり，定積分を図形の面積とみたりすることで，不等式の証明ができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　区分求積法について理解し，長方形の作り方を変えた場合などについても考察，説明ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　曲線で囲まれた部分の面積を，細長い長方形の面積の和の極限と捉えることに興味をもち，定積分と数列の和の
極限との関係を考察しようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第５章　積分法とその応用】
第２節　６　定積分のいろいろな
問題

【知識及び技能】
　数列の和の極限を定積分を用いて求めることができる。
　定積分の部分積分法を理解し，それを利用して定積分を計算できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　定積分は定数であることを利用して，定積分を含む関数を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　曲線で囲まれた部分の面積を，細長い長方形の面積の和の極限と捉えることに興味をもち，
定積分と数列の和の極限との関係を考察しようとする。

○ ○ ○

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第５章　積分法とその応用】
第２節　５　置換積分法と部分積
分法

【知識及び技能】
　三角関数で置換する置換積分法を用いて定積分を計算できる。
　定積分の部分積分法を理解し，それを利用して定積分を計算できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　偶関数，奇関数の性質を用いて定積分の計算が効率的にできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　e^x  sin x  の定積分に部分積分法を用いると同じ定積分が再び出てくることに興味をも
ち，その計算方法を考察しようとする。

○ ○ ○ 5

5

３

学

期

【第５章　積分法とその応用】
４．定積分とその基本性質
【知識及び技能】
　定積分は関数のグラフと x 軸の間の面積を表すことを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　絶対値を含む関数の定積分を，積分区間を分けて求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　定積分を面積と関連付けて理解を深めようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第５章　積分法とその応用】
第２節　４　定積分とその基本性
質

【知識及び技能】
　定積分の定義や性質を理解し，不定積分をもとに定積分を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　絶対値を含む関数の定積分を，積分区間を分けて求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　定積分を面積と関連付けて理解を深めようとする。

○ ○ ○ 5

【第５章　積分法とその応用】
５．置換積分法と部分積分法
【知識及び技能】
　定積分の置換積分法では，積分区間の変化に注意して計算できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　√(a^2-x^2 )  の定積分について，円の面積と関連付けて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　簡単には定積分が求められない関数について，置換積分法や部分積分法を用いて計算しようとする。

【第５章　積分法とその応用】
３．いろいろな関数の不定積分
【知識及び技能】
　不定積分の公式が適用できるように式変形を工夫して，不定積分を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　部分分数に分解する方法を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　三角関数の積を和や差の形にすることに興味をもち，その変形に用いる公式を導こうとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第５章　積分法とその応用】
第１節　３　いろいろな関数の不
定積分

【知識及び技能】
　不定積分の公式が適用できるように式変形を工夫して，分数関数や三角関数の不定積分を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　部分分数に分解する方法を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　三角関数の積を和や差の形にすることに興味をもち，その変形に用いる公式を導こうとす
る。

○ ○ ○

4

【第５章　積分法とその応用】
７．面積
【知識及び技能】
　定積分を用いて図形の面積を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　媒介変数表示された曲線で囲まれた図形の面積を，置換積分法を活用して求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　図形の面積を求めるとき，グラフの位置関係などを，図をかいて把握しようとする。

5

定期考査
○ ○ 1

【第５章　積分法とその応用】
２．置換積分法と部分積分法
【知識及び技能】
　合成関数の微分の逆演算として置換積分法を理解し，正しく適用できる。
　積の微分の逆演算として部分積分法を理解し，不定積分を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　f(g(x)) g^' (x)  の関数の形に着目して式を見たり変形したりすることで，不定積分の計算ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　簡単には不定積分が求められない関数について，置換積分法や部分積分法を用いて計算しようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第５章　積分法とその応用】
第１節　２　置換積分法と部分積
分法

【知識及び技能】
　f(ax+b)  の不定積分を求めることができる。
　部分積分法を用いて，対数関数の不定積分を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　部分積分法を用いるとき，どの関数を f(x)，g(x)  と考えるか，適切に判断できる。ま
た，その根拠を説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　簡単には不定積分が求められない関数について，置換積分法や部分積分法を用いて計算しよ
うとする。

○ ○ ○

3

【第５章　積分法とその応用】
１．不定積分とその基本性質
【知識及び技能】
　不定積分の意味について，積分定数も含めて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　定数倍および和，差の不定積分の公式が適用できるように式を適切に変形できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　積分法が微分法の逆演算であることから，様々な関数の不定積分を求めようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第５章　積分法とその応用】
第１節　１　不定積分とその性質

【知識及び技能】
　三角関数や指数関数の不定積分を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　定数倍および和，差の不定積分の公式が適用できるように式を適切に変形できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　積分法が微分法の逆演算であることから，様々な関数の不定積分を求めようとする。

○ ○ ○ 5

【第４章　微分法の応用】
７．近似式
【知識及び技能】
　微分係数の意味とその図形的な意味から，関数の近似式について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　関数の1次の近似式を活用して，数の近似値を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　導関数を利用して，1次の近似式を考察しようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第４章　微分法の応用】
第２節　７　近似式

【知識及び技能】
　微分係数の意味とその図形的な意味から，関数の近似式について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　関数の1次の近似式を活用して，数の近似値を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　導関数を利用して，1次の近似式を考察しようとする。

○ ○ ○

3

【第４章　微分法の応用】
６．速度と加速度
【知識及び技能】
　導関数の定義から，点の位置を表す関数の導関数が速度を，第2次導関数が加速度を表すことを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　直線上を運動する点の速度，加速度をもとに，平面上を運動する点の速度，加速度について考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　点の運動の考察に微分法を活用できることに興味をもち，様々な点の運動について調べようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第４章　微分法の応用】
第２節　６　速度と加速度

【知識・技能】
　直線上を運動する点の速度と加速度を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　直線上を運動する点の速度，加速度をもとに，平面上を運動する点の速度，加速度について
考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　点の運動の考察に微分法を活用できることに興味をもち，様々な点の運動について調べよう
とする。

○ ○ ○ 3

【第４章　微分法の応用】
５．方程式，不等式への応用
【知識及び技能】
　e^x/x^(n )   や  x^n/e^x    の x→∞ のときの極限について，直感的に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　不等式を関数の値域の条件として捉え，関数の増減を用いて不等式の証明ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　不等式を関数的視点で捉え，微分法を利用して解決しようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第４章　微分法の応用】
第２節　５　方程式，不等式への
応用

【知識・技能】
　e^x/x^(n )   や  x^n/e^x    の x→∞ のときの極限について，直感的に理解している。
【思考・判断・表現】
　方程式の解を関数のグラフの交点として捉え，グラフを用いて方程式の解について考察でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　不等式を関数的視点で捉え，微分法を利用して解決しようとする。

○ ○ ○

4

定期考査
○ ○ 1

【第４章　微分法の応用】
４．関数のグラフ
【知識及び技能】
　第2次導関数の図形的な意味を理解し，曲線の凹凸や変曲点を調べることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　増減や凹凸，漸近線などを調べて，関数のグラフをかくことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　関数のグラフの様々な形に興味をもち，様々な方法でそれを調べようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第４章　微分法の応用】
第１節　４　関数のグラフ

【知識・技能】
　第2次導関数と極値の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
　増減や凹凸，漸近線などを調べて，関数のグラフをかくことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　関数のグラフの様々な形に興味をもち，様々な方法でそれを調べようとする。

○ ○ ○

3

【第４章　微分法の応用】
３．関数の値の変化
【知識及び技能】
　導関数を用いて関数の増減や極値などを調べることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　数学Ⅱで学習した関数の増減や導関数との関係について，より厳密に定義し直した上で，平均値の定理を用いて
証明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　関数の増減の様子を調べるのに，導関数を積極的に活用しようとする。また，導関数だけでなく連続性や微分可
能性，極値の定義などにも注意して，増減を丁寧に調べようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第４章　微分法の応用】
第１節　３　関数の値の変化

【知識・技能】
　関数の増減を調べて，増減表をかき，最大値，最小値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　微分可能でない点でも関数が極値をもつことがあることを理解し，定義をもとに極値を求め
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　関数の増減の様子を調べるのに，導関数を積極的に活用しようとする。

○ ○ ○ 5

【第４章　微分法の応用】
２．平均値の定理
【知識及び技能】
　平均値の定理の図形的な意味を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　平均値の定理を用いた不等式の証明ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　存在定理である平均値の定理について，その意味を理解し，c の値を具体的に求めることで確かめようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第４章　微分法の応用】
第１節　２　平均値の定理

【知識・技能】
　平均値の定理を図形的に理解している。
【思考・判断・表現】
　平均値の定理を用いた不等式の証明ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　存在定理である平均値の定理について，その意味を理解し，c の値を具体的に求めることで
確かめようとする。

○ ○ ○

4

【第４章　微分法の応用】
１．接線の方程式
【知識及び技能】
　微分係数の意味を理解しており，曲線の接線の方程式を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　曲線外の点Cから曲線に接線を引くとき，接点Aにおける接線が点Cを通ると読み替えて，接線の方程式を求める
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　接線や法線の方程式を，様々な導関数を活用して求めようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第４章　微分法の応用】
第１節　１　接線の方程式

【知識・技能】
　曲線の法線の方程式を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　曲線外の点Cから曲線に接線を引くとき，接点Aにおける接線が点Cを通ると読み替えて，接
線の方程式を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　接線や法線の方程式を，様々な導関数を活用して求めようとする。

○ ○ ○ 4

【第３章　微分法】
５．曲線の方程式と導関数
【知識及び技能】
　方程式 F(x，y)＝0 を関数(陰関数)とみる考え方を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　陰関数表示 F(x，y)＝0 を，陽関数表示 y=f(x)  としなくても微分できることを理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　陰関数の微分や媒介変数表示された関数の微分について，その簡便さを理解し，積極的に利用しようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第３章　微分法】
第２節　５　曲線の方程式と導関
数

【知識・技能】
　方程式 F(x，y)＝0 を関数(陰関数)とみて微分することができる。
　媒介変数 t で表された関数の導関数を，t を用いて表すことができる。
【思考・判断・表現】
　陰関数表示 F(x，y)＝0 を，陽関数表示 y=f(x)としなくても微分できることを理解してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　陰関数の微分や媒介変数表示された関数の微分について，その簡便さを理解し，積極的に利
用しようとする。

○ ○ ○

5

【第３章　微分法】
４．第n次導関数
【知識及び技能】
　高次導関数の定義や表記を理解し，種々の関数の高次導関数を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　第2次，第3次導関数などを求めることで，一般の第 n 次導関数を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　第 n 次導関数の式の形を予想しようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第３章　微分法】
第２節　４　第n次導関数

【知識・技能】
　高次導関数の定義や表記を理解し，種々の関数の高次導関数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　第2次，第3次導関数などを求めることで，一般の第 n 次導関数を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　第 n 次導関数の式の形を予想しようとする。

○ ○ ○ 3

【第３章　微分法】
３．いろいろな関数の導関数
【知識及び技能】
　いろいろな関数の微分ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　対数微分法を用いて複雑な関数を微分することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　(1+k)^(1/k)  が k→0 のときどのような値に近づいていくかに興味をもち，その値や性質について自ら調べよ
うとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第３章　微分法】
第２節　３　いろいろな関数の導
関数

【知識・技能】
　三角関数、対数関数、指数関数を含む関数の微分ができる。
　合成関数の導関数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　log |x|  の導関数について，それを考える理由とともに理解し，導関数の計算ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自然対数の底 e の値について，指数関数のグラフの接線の傾きという観点から見直そうと
する。

○ ○ ○

1

【第３章　微分法】
２．導関数の計算
【知識及び技能】
　公式を用いて関数を微分できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　これまで学んだ公式を用いて，新たな公式を証明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　(x^α )^'=αx^(α-1)  において，α の範囲が自然数，整数，有理数と拡張されていくことに興味をもち，そ
の展開について理解を深めようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第３章　微分法】
第１節　２　導関数の計算

【知識・技能】
　積・商の導関数の公式を適用して，関数を微分できる。
　合成関数の導関数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　これまで学んだ公式を用いて，新たな公式を証明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　(x^α )^'=αx^(α-1)  において，α の範囲が拡張されていくことに興味をもち，その展
開について理解を深めようとする。

○ ○ ○ 3

定期考査
○ ○

5

【第３章　微分法】
２．導関数の計算
【知識及び技能】
　公式を用いて関数を微分できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　これまで学んだ公式を用いて，新たな公式を証明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　(x^α )^'=αx^(α-1)  において，α の範囲が自然数，整数，有理数と拡張されていくことに興味をもち，そ
の展開について理解を深めようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第３章　微分法】
第１節　２　導関数の計算

【知識・技能】
　積・商の導関数の公式を適用して，関数を微分できる。
　合成関数の導関数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　これまで学んだ公式を用いて，新たな公式を証明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　(x^α )^'=αx^(α-1)  において，α の範囲が拡張されていくことに興味をもち，その展
開について理解を深めようとする。

○ ○ ○ 2

【第３章　微分法】
１．微分係数と導関数
【知識及び技能】
　関数が微分可能であることと連続であることの関係について理解し，関数が微分可能でないことを示すことがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
　連続性が微分可能性の必要条件であるが十分条件ではないことを具体的な関数を用いて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　連続であっても微分可能でない関数が存在することに興味をもつ。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第３章　微分法】
第１節　１　微分係数と導関数

【知識・技能】
　導関数を，微分係数を与える関数として理解している。
【思考・判断・表現】
　連続性が微分可能性の必要条件であることを具体的な関数を用いて考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　連続であっても微分可能でない関数が存在することに興味をもつ。 ○ ○ ○

5

【第２章　極限】
７．関数の連続性
【知識及び技能】
　定義に基づいて，関数が連続であるか連続でないかを調べることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　中間値の定理を直感的に理解し，それを用いて解の存在について考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　連続でない関数があることに興味をもち，グラフを用いてそのことを調べようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第２章　極限】
第２節　７　関数の連続性

【知識・技能】
　関数が x＝a で連続であることの定義を正しく理解している。
【思考・判断・表現】
　関数の連続性の定義から関数が連続であるかどうか考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　連続でない関数があることに興味をもち，グラフを用いてそのことを調べようとする。

○ ○ ○ 4

【第２章　極限】
６．三角関数と極限
【知識及び技能】
　簡単な三角関数の極限を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　関数の極限が簡単に求められない場合，はさみうちの原理を用いて極限を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　x→±∞ のときの三角関数の極限などについて，グラフを利用して理解を深めようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第２章　極限】
第２節　６　三角関数と極限

【知識・技能】
　簡単な三角関数の極限を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　sin x/x  の極限を利用できるように適切に式変形し，三角関数を含む関数の極限を求めるこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　x→±∞ のときの三角関数の極限などについて，グラフを利用して理解を深めようとする。

○ ○ ○

5

【第２章　極限】
５．関数の極限（２）
【知識及び技能】
　x→±∞ のときの関数の極限の表記について理解し，簡単な極限を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　不定形を解消するように工夫して式変形し，x→±∞ のときの関数の極限を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　x→±∞ のときの指数関数，対数関数の極限について，グラフを利用して理解を深めようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第２章　極限】
第２節　５　関数の極限（２）

【知識・技能】
　指数関数，対数関数について，
x→±∞ のときの極限を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　不定形を解消するように工夫して式変形し，x→±∞ のときの関数の極限を求めることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　x→±∞ のときの指数関数，対数関数の極限について，グラフを利用して理解を深めようと
している。

○ ○ ○ 5

【第２章　極限】
４．関数の極限（１）
【知識及び技能】
　x→a のときの関数の極限の表記，および収束する場合に成り立つ極限の性質について理解し，簡単な極限を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　不定形を解消するように工夫して式変形し，関数の極限を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　関数の右側極限，左側極限の考え方に興味・関心をもつ。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第２章　極限】
第２節　４　関数の極限（１）

【知識・技能】
　x→a のとき発散する関数があること，およびその表記について理解し，簡単な極限を求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
　右側極限と左側極限が異なる関数について，グラフを用いて極限について考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　関数の極限を右側極限と左側極限から求めようとしている。

○ ○ ○

5

定期考査
○ ○ 1

【第２章　極限】
３．無限級数
【知識及び技能】
　無限等比級数の収束，発散を調べることができる。
　収束する無限級数の性質を理解し，正しく適用できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　無限級数の収束，発散について，部分和の極限を，既習の数列の極限として捉え，調べることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　無限等比級数の収束，発散について，既習である無限等比数列を用いて考察しようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第２章　極限】
第１節　３　無限級数

【知識・技能】
　無限級数の収束，発散と一般項 a_nの収束，発散との関係を正しく理解し，無限級数の収
束，発散を調べることができる。
【思考・判断・表現】
　無限級数の収束，発散について，部分和の極限を，既習の数列の極限として捉え，調べるこ
とができる。。
【主体的に学習に取り組む態度】
　無限等比級数の収束，発散について，既習である無限等比数列を用いて考察しようとしてい
る。

○ ○ ○

【第１章　関数】
２．無理関数
【知識及び技能】
　無理関数の定義域や値域などについて理解し，簡単な無理関数のグラフをかくことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　方程式や不等式の解と関数のグラフの関係を正しく理解し，それを無理関数に適用して方程式，不等式を解くこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　方程式や不等式の考察に，積極的に関数のグラフを活用しようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第１章　関数】
２　無理関数

【知識・技能】
　定義域や値域などについて理解し，簡単なグラフをかくことができる。
【思考・判断・表現】
　方程式や不等式の解と関数のグラフの関係を正しく理解し，それを無理関数に適用して解く
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　方程式や不等式の考察に，積極的に関数のグラフを活用しようとしている。

○ ○ ○

4

【第２章　極限】
２．無限等比数列
【知識及び技能】
　無限等比数列の極限を調べることができる。
　無限等比数列が収束する条件を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　r^n  を含む数列について，既習事項を適用できるように，r の値によって適切に式変形して，極限を考察でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　無限等比数列について，公比の値によって丁寧に場合分けし，極限を調べようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第２章　極限】
第１節　２　無限等比数列

【知識・技能】
　r^n  を含む数列について，不定形を解消するように式変形を工夫し，極限を求めることが
できる。
【思考・判断・表現】
　漸化式で定められる数列について，一般項を求めることで既習内容に帰着し，極限を求める
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　漸化式で定められる数列について，図を用いて極限が考えられることに興味をもつ。

○ ○ ○ 5

【第２章　極限】
１．数列の極限
【知識及び技能】
　数列の極限についての用語や表記および∞の意味について理解している。
　収束する数列の極限値の性質を理解し，正しく適用できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　工夫して式変形し，数列の極限を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な数列について，n が大きくなるときに第 n 項がどのようになるかに興味をもち，積極的に調べようとす
る。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第２章　極限】
第１節　１　数列の極限

【知識・技能】
　数列の収束，発散などの用語の意味を正確に理解し，簡単な数列の極限を調べることができ
る。　数列の極限について，不定形を解消するように式変形して収束，発散を調べることがで
きる。
【思考・判断・表現】
　数列の極限が簡単に求められない場合，はさみうちの原理を用いて極限を求めることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　数列の極限を求めるために，様々な方法で不定形を解消しようとする。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

【第１章　関数】
１．分数関数
【知識及び技能】
　分数関数の定義域や漸近線などについて理解し，簡単な分数関数のグラフをかくことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　方程式や不等式の解と関数のグラフの関係を正しく理解し，それを分数関数に適用して方程式，不等式を解くこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　方程式や不等式の考察に，積極的に関数のグラフを活用しようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第１章　関数】
１　分数関数

【知識・技能】
　定義域や漸近線などについて理解し，簡単なグラフをかくことができる。
【思考・判断・表現】
　方程式や不等式の解と関数のグラフの関係を正しく理解し，それを分数関数に適用して解く
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　方程式や不等式の考察に，積極的に関数のグラフを活用しようとしている。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

【第１章　関数】
３．逆関数と合成関数
【知識及び技能】
　逆関数と合成関数の定義や，定義域，値域について理解し，具体的に求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　逆関数の定義から，逆関数の定義域や値域，性質を考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　関数とその逆関数の合成関数が恒等関数になることに興味をもち，考察しようとする。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）
【第１章　関数】
３　逆関数と合成関数

【知識・技能】
　y=f(x)  のグラフとその逆関数のグラフの関係を理解し，逆関数のグラフをかくことができ
る。
　合成関数の意味を理解し，具体的に求めることができる。
【思考・判断・表現】
　逆関数と合成関数の定義から定義域と値域について考察し、具体的に求められる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　関数が逆関数をもたない場合について，定義やグラフを用いて考察しようとしている。
　合成関数で合成する関数の定義域と値域について考察しようとしている。

○ ○ ○ 3

数学Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

極限について考察したり，関数関係をより深
く捉える力，様々な関数の局所的な性質や大
域的な性質に着目し，事象を数学的に考察し
たり，問題解決の過程や結果を振り返って統
合的・発展的に考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数
学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を
養う。

高等学校　数学Ⅲ（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】既習事項に加えて新しい定義や定理を理解し、事象を数学的に表現・処理する技能を高める。

複雑な事象でも数学的に考察したり、思考の過程を振り返るなど数学的な見方・考え方をより高める。

数学的な考え方に関心をもつとともに、数学のよさを認識し、それらを事象の考察に活用しようとする。

（2,3組：西川　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）

数学 数学Ⅲ
数学 数学Ⅲ 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

化学を通じて学んだ内容を，触媒・医薬品・リサイ
クルといった観点からさらに深く理解し，現代の人
間生活への利用を理解する。さらにこれらを踏ま
え，次世代エネルギー・健康・地球環境といった観
点から未来の人間生活への化学の可能性について理
解する。 ○ ○ ○

2

合計

140

第５編　高分子化合物
第３章　合成高分子化合物

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

本章では代表的な合成高分子である合成繊維や合成
樹脂（プラスチック），ゴムについて，その構造や
性質を理解する。

○ ○ ○

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

本章では，身近に存在する繊維や食物を構成してい
る代表的な天然高分子化合物である糖類，タンパク
質，核酸について，その構造や性質を理解する。

○ ○ ○ 12

7

３

学

期

第５編　高分子化合物
第１章　高分子化合物の性質

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

「化学基礎」では，プラスチックなどの高分子化合
物の構造について学習している。本章では天然に存
在する高分子や合成によって得られる高分子などの
高分子一般について，その分類や構造，重合方法，
特徴などを理解する。

○ ○ ○ 12

第５編　高分子化合物
第２章　天然高分子化合物

第４編　有機化合物
第４章　芳香族化合物

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

本章では，ベンゼン環をもつ芳香族化合物の構造と
性質，反応性について，脂肪族化合物と対比しなが
ら，体系的に理解する。その際，ベンゼン環および
官能基により化合物の性質が特徴づけられること
や，反応性や構造と関連付けながらこれらの化合物
が相互に関わっていることを理解する。 ○ ○ ○

10

終章　化学とともに歩む

7

第４編　有機化合物
第３章　アルコールと関連化合物

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

本章では，酸素を含む有機化合物（アルコール，
エーテル，アルデヒド，ケトン，カルボン酸，エス
テル）において，炭素骨格および官能基によりその
性質が特徴づけられることを理解する。また，それ
ぞれの反応性や構造と関連付けながら，これらの化
合物は相互に関わっていることを理解する。 ○ ○ ○ 7

第４編　有機化合物
第２章　脂肪族炭化水素

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

「化学基礎」では，共有結合に関連して幾つかの有
機化合物について学習をしている。本章では脂肪族
炭化水素の性質や反応を，単結合，二重結合，三重
結合などの分子の構造と関連付けながら理解する。

○ ○ ○

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

本章では，有機化合物の特徴とその分類，表し方に
ついて理解する。また，有機化合物を構成する成分
元素の検出と元素分析についても理解する。

○ ○ ○ 7

第３編　無機物質
第３章　金属元素（Ⅱ）
　　　　－遷移元素ー

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

本章では，遷移元素の単体とその化合物の性質につ
いて理解する。遷移元素が典型元素と違い，同一周
期でその性質が似ていることを理解したうえで，身
近な金属である鉄や銅，銀，亜鉛などを中心に，単
体や化合物，イオンなど特徴的な性質を理解する。

○ ○ ○

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

本章では，非金属元素と同様に典型非金属元素もそ
の性質が周期表に基づいて整理できることを理解
し，それぞれの典型金属元素の単体や化合物の性質
を理解する。

○ ○ ○ 7

6

２

学

期

第３編　無機物質
第１章　非金属元素

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

「化学基礎」では，元素の周期律および原子の電子
配置と周期表の族や周期との関係，化学結合に関連
して幾つかの無機物質について学習している。本章
では元素を周期表に基づいて族ごとに分類し，性質
が似た元素の単体や化合物ごとにその性質を理解す
る。 ○ ○ ○ 10

第３編　無機物質
第２章　金属元素（Ⅰ）
　　　　－典型元素ー

第２編　物質の変化
第４章　化学平衡

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

本章では可逆反応と化学平衡，ルシャトリエの原理に基づく化
学平衡の移動について理解する。また，「化学基礎」では酸や
塩基の強弱と電離度の大小との関係，水素イオン濃度とpH との
関係について学習しているが，本章では電解質水溶液における
電離平衡について理解し，濃度や電離度と電離定数の関係やそ
れらを利用したpHの求め方を理解する。さらに，これらの考え
方を用いた緩衝液や溶解度積についても理解する。 ○ ○ ○

7

第４編　有機化合物
第１章　有機化合物の分類と分析

6

第２編　物質の変化
第３章　化学反応

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

本章では，化学反応の反応速度の表し方とともに，
反応速度と反応条件（濃度，温度，触媒）の関係や
反応のしくみ，触媒の利用について理解する。

○ ○ ○ 6

第２編　物質の変化
第２章　電池と電気分解

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

「化学基礎」では，酸化還元反応が電子の授受によ
ることや金属のイオン化傾向，ダニエル電池の反応
について学習をしている。本章では，電気エネル
ギーを取り出す電池の仕組みを酸化還元反応と関連
付けて理解する。

○ ○ ○

第１編　物質の状態
第２章　物質の状態変化

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

「化学基礎」では，粒子の熱運動と物質の三態変化
との関係について学習している。本章では，状態変
化に伴うエネルギーの出入りや化学結合と融点・沸
点の関係を理解するとともに，気液平衡や蒸気圧，
状態図についても理解する。

○ ○ ○

7

第２編　物質の変化
第１章　化学反応とエネルギー

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

本章では，化学反応の前後における物質のもつ化学エネ
ルギーの差が熱の発生や吸収となって現れ，その熱量の
変化をエンタルピー変化として記述することを理解す
る。さらにヘスの法則を用いることで，測定が困難な反
応エンタルピーを求めることができることを理解する。
また，化学反応には光の発生や吸収も伴うものがあるこ
とも，具体的な反応を交えながら理解する。 ○ ○ ○ 6

第１編　物質の状態
第４章　溶液

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

「化学基礎」では，粒子の熱運動と物質の三態変化
との関係について学習している。本章では，状態変
化に伴うエネルギーの出入りや化学結合と融点・沸
点の関係を理解するとともに，気液平衡や蒸気圧，
状態図についても理解する。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

第１編　物質の状態
第１章　固体の構造

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

「化学基礎」では，イオン結合，共有結合，金属結
合でできた物質について学習しているので，本章で
はそれらの知識と関連付けながら固体の結晶格子の
概念とそれぞれの結晶の構造について理解する。

○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

7

第１編　物質の状態
第３章　気体

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

「化学基礎」では，標準状態における物質量と気体
の体積との関係について学習している。本章では，
理想気体の状態方程式について理解し，それを利用
した分子量計算についても理解する。また，混合気
体に対する考え方や実在気体と理想気体の違いにつ
いても理解する。 ○ ○ ○ 7

化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然と人間生活との関わり及び科学技術と人
間生活との関わりについての理解を深め，化
学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて化学
的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に
探究しようとする態度を養うとともに，化学
に対する興味・関心を高める。

新編　化学

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め，化学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

観察，実験などを行い，化学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，化学的に探究しようとする態度を養う。

（1,2,3組：荻原）

理科 化学
理科 化学 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

2

合計

140

○ 18

第５編　原子
第２章　原子と原子核

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・スペクトルには，連続スペクトル，線スペクトルなどがあることを理解している。
・ボーア理論（量子条件・振動条件）について理解している。・「原子・原子核」を表す記号から，原子核を構成する陽子・中性子の数を求めることが
できる。
・同位体について理解している。また，同位体の存在比を元に原子量を求められることを理解している。・放射性崩壊によって，原子核がどのように変
化するか理解している。
・半減期について理解している。
・放射能と放射線の測定単位の定義を理解している。・核反応を式に表すことができる。
・結合エネルギーの定義を理解し，核反応によって放出されるエネルギーを求めることができる。
・核分裂反応・核融合反応について理解している。
・素粒子の分類について理解している。
・さまざまなハドロンがどのクォークで構成されているか調べ，それらの電気量の値をクォークの種類より算出することができる。

○ ○ ○ 16

３

学

期

第５編　原子
第１章　電子と光

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・放電（気体放電，真空放電）および陰極線について理解している。
・電子の比電荷について，測定原理も含めて理解している。
・ミリカンの実験を踏まえた電気素量の導出について理解している。・光子のエネルギーの式を適用できる。
・光電効果について理解している。
・電子ボルトの単位を適用できる。・X線の性質，特徴について理解している。
・X線回折について理解している。
・X線のコンプトン効果について理解している。
・物質波について理解している。
・電子線の回折・干渉について理解している。

○ ○

物理学が築く未来 ・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

扱われている題材と学習内容との関連について理解している。

○ ○

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

さまざまな電磁誘導の事例について理解している。また，関係式も適用できる。
・自己誘導や相互誘導などの関係式を適用できる。
・コイルと抵抗を含む回路について理解している。・交流電圧の公式を理解している。また，交流電流・交流電圧の実効値の意味を理解している。
・変圧器の関係式を適用できる。・交流電流，交流電圧の式を理解している。また，これらには位相差が生じていることを理解している。
・コイル・コンデンサーのリアクタンスについて理解している。また，交流回路のインピーダンスについても理解している。
・共振回路や電気振動についても理解している。・電磁波はその波長により，ふるまいが大きく異なり，波長により分類できることを理解している。
・電磁波も一般的な波と同様，回折と干渉，反射，屈折の性質を示すことを理解している。
・高温の物体からはその温度により決められる波長分布の熱放射の電磁波が出ていること理解している。 ○ ○ ○ 10

第４編　電気と時期
第３章　電流と磁場

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

磁気量について，磁気力に関するクーロンの法則や磁場の定義の中でどのように使われているかを通して理解している。直線電流，円形電流，ソレノイ
ドの電流がつくる磁場について理解している。・フレミングの左手の法則について理解している。
・「透磁率」，「比透磁率」，「磁束密度」，「磁束」などの物理量の意味を理解している。
・平行電流が及ぼしあう力について，定量的・定性的に理解している。ローレンツ力について理解している。また，ローレンツ力を応用した「ホール効
果」や「サイクロトロン」についても，これらの原理（やしくみ）を理解している。 ○ ○ ○

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・オームの法則をはじめとする基本式を適切に使用できる。
・オームの法則の意味をミクロの視点で理解している。
・抵抗率からどのようなものが電流を流しにくいかを理解している。
・ジュール熱や電力・電力量について理解している。・オームの法則をはじめとする基本式を適切に使用できる。
・オームの法則の意味をミクロの視点で理解している。
・抵抗率からどのようなものが電流を流しにくいかを理解している。
・ジュール熱や電力・電力量について理解している。p型半導体，n型半導体とは何か，また半導体ダイオードやトランジスターのしくみとはたらきにつ
いて理解している。

○ ○ ○ 15

6

２

学

期

第４編　電気と時期
第１章　電場

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・静電気の帯電のしくみ，電荷のもつ電気量について正しく理解している。
・電気量保存の法則やクーロンの法則について理解し，関係式を正しく適用できる。
・箔検電器を用いた電荷の移動について正しく理解している。
・電場とはどのようなものかを理解し，電荷が電場から受ける力や電場の強さの式を正しく適用できる。
・電場がベクトル量であることを理解し，電場の向きや強さを求めることができる。
・電気力線がどのようなものかを理解している。
・電位について理解し，さまざまな関係式を正しく適用できる。
・電位は電場と異なり，スカラー量であることを理解している。
・等電位線（面）がどのようなものか理解している。
・電位について理解し，さまざまな関係式を正しく適用できる。
・電位は電場と異なり，スカラー量であることを理解している。
・等電位線（面）がどのようなものか理解している。
外部から電気力線を加えても，導体内部には電気力線が入りこめない（静電遮蔽）理由を理解している。
・コンデンサ―の基本公式を正しく適用できる。
・コンデンサーに誘電体をはさんだとき，電気容量がどのように変わるか理解している。
・コンデンサーの直列接続，並列接続の公式を理解している。
・コンデンサーの充電，放電のしかたについて正しく理解している。

○ ○ ○ 15

第４編　電気と時期
第２章　電流

第３編　波
第３章　光

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・光は進んでいくとき，反射，屈折，分散，散乱を行うこと，またその際にどのような法則が成りたっているのかを理解している。
・レンズと鏡によって生じる像を作図することができる。また，写像公式を理解し，式を利用して像のできる位置や像の大きさなどを求めることができる。
・ヤングの実験，回折格子，薄膜，くさび形空気層，ニュートンリングのそれぞれの光の干渉条件を理解している。 ○ ○ ○

12

第４編　電気と時期
第４章　電磁誘導と電磁波

8

第３編　波
第２章　音の伝わり方

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・音の干渉について，音が強めあう条件と弱めあう条件を理解している。
・うなりについて，音の干渉の知識を用いて定量的に扱うことができる。
・ドップラー効果の式を用いて，観測者が聞く音の振動数を求めることができる。 ○ ○ ○ 6

第３編　波
第１章　波の伝わり方

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・波が伝わるようすを，グラフで表現することができる。
・位相のずれや進行方向の違いなども考慮して，正弦波の式を正しく表すことができる。
・定在波が生じるしくみを理解している。
・水面波の干渉で強めあう点と弱めあう点の条件を理解している。
・波の反射・屈折の際に，どのような法則があるかを理解している。

○ ○ ○

第１編　力と運動
第２章　剛体

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・力のモーメントについて理解している。
・剛体のつりあいでは，並進運動をしない条件と回転運動しない条件が必要なことを理解している。
・剛体にはたらく複数の力の合力を求めることができる。
・偶力のモーメントを求めることができる。
・与えられた剛体（または物体系）の重心を求めることができる。
・剛体の転倒する条件を理解している。

○ ○ ○

6

第２編　熱と気体
第１章　気体のエネルギーと状態変
化

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・気体の圧力を求める式を理解できている。
・ボイル・シャルルの法則を用いて，状態変化後の気体の圧力，体積，絶対温度を求めることができる。
・単原子分子理想気体の内部エネルギーについて理解できている。
・気体の状態変化の，「定積変化」，「定圧変化」，「等温変化」，「断熱変化」を，それぞれp－Ｖ図や式で表すことができる。
・気体のモル比熱について理解し，マイヤーの関係やポアソンの法則を適切に用いることができる。
・熱機関のモデルとして，サイクルの状態変化を理解し，熱効率を求めることができる。
・理想気体の状態方程式を用いることができる。
・気体が熱運動して壁などの面に力を及ぼすことから圧力の大きさを表す式を導くことができる。
・気体分子の平均運動エネルギーが絶対温度と関係あることを理解している。

○ ○ ○ 6

第１編　力と運動
第４章　円運動と万有引力

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・等速円運動をしている物体の回転の速度，角速度，周期，回転数の諸量の定義が理解できている。
・等速円運動するのに必要な向心力を理解し，運動方程式を立てられる。
・慣性力を含めたつりあいの式を立てることができる。
・遠心力が慣性力の一種であることを理解し，遠心力を含めたつりあいの式を立てることができる。
・単振動の変位，速度，加速度の式，運動方程式を理解している。
・ばね振り子の周期を表す式を導く過程を理解し，周期や振幅，最大の速さなどを求めることができる。
・単振り子の周期を表す式を導く過程を理解し，周期を求めることができる。
・ケプラーの法則を理解している。
・万有引力の式を理解している。
・万有引力の位置エネルギーの式を用いて，力学的エネルギー保存則の式を立てることができる。
・回転運動する物体の回転の半径を変えていったとき，回転する物体の速さがどのように変化するか調べることができる。
・書籍やインターネットなどで調べたい情報を得ることができる。また，対数グラフの用い方を理解し，データを正しくまとめることができる。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

第１編　力と運動
第１章　平面内の運動

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・変位と移動距離の違いを理解している。
・平面上の合成速度，相対速度の意味と求め方を理解している。
・加速度は速度の時間変化を表すものであり，ベクトル量であること，またその求め方を理解できている。
・水平投射は鉛直方向には自由落下，水平方向には等速直線運動をしていることを理解し，適切に式を運用できる。
・斜方投射は鉛直方向には鉛直投げ上げ，水平方向には等速直線運動をしていることを理解し，適切に式を運用できる。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

第１編　力と運動
第３章　運動量の保存

・講義・実験
・教科書、リードα
・Linkの活用

・運動量と力積について，求め方を理解している。
・運動量の変化は，その間に物体が受けた力積に等しいことを理解している。
・台車をハンマーでたたいて加速させるときの台車が受ける力と速度の時間変化を測定した結果からグラフを作成し，力積と運動量の関係を調べること
ができる。
・直線運動，平面運動における運動量保存則を式で表現することができる。
・反発係数の式を用いて，衝突する物体の運動を調べることができる。
・小球と床との間の反発係数は，衝突の前後における相対速度の比の絶対値で定義されること，またそれは落下距離と床に衝突した後の上昇距離との比
の平方根に等しいということ理解している。
・斜め衝突について理解している。
・運動量保存則と反発係数の式から物体の速さを求めることができる。
・弾性衝突以外の衝突では，力学的エネルギーが保存されないことを理解している。

○ ○ ○ 6

物理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間
生活との関わりについての理解を深め，物理的
に探究するために必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて物理的
に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養うとともに，物理に対する興味・関心を高める。

物理

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め，化学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，物理的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，物理的に探究しようとする態度を養う。

（1,2,3組：荻原）

理科 物理
理科 物理 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

３

学

期

大学入試問題対策 ・問題演習
・発表

今まで身に付けてきた知識を用いて自ら考え、問題演習に取り組んでいるか。

〇 〇

25

定期考査
○ ○ 1

大学入試問題対策 ・問題演習
・発表

今まで身に付けてきた知識を用いて自ら考え、問題演習に取り組んでいるか。

○ ○ ○

140

〇 36

○ ○ 1

1

２

学

期

生態と環境 ・問題演習
・発表

①生態系と生物の多様性に関する観察、実験を行い、生
態系における生物の種多様性を見出して理解できている
か。また、生物種多様性と生物間の関係性とを関連付け
て理解できているか。
②生態系のバランスに関する資料に基づいて、生態系の
バランスと人為的攪乱を関連付けて理解できているか。
また、生態系の保全の重要性を認識できているか。 ○ ○ ○ 25

定期考査

定期考査
○ ○

生命現象と物質 ・問題演習
・発表

生物とエネルギーに関する資料に基づいて、生命活動に
エネルギーが必要であることを理解できているか。。ま
た、光合成や呼吸などの代謝とＡＴＰを関連付けて理解
できているか。

○ ○ ○

13

生物の環境応答 ・問題演習
・発表

生物の環境応答資料に基づいて、生物の刺激に対する応
答について生理学的に理解する。

○ ○ ○ 12

遺伝情報の発現と発生 ・問題演習
・発表

ＤＮＡの構造に関する資料に基づいて、遺伝情報を担う
物質としてのＤＮＡの特徴を見いだして理解するととも
に、塩基の相補性とＤＮＡの複製を関連付けて理解でき
ているか。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

生物の進化 ・問題演習
・発表

様々な生物の比較に基づいて、生物は多様でありながら
共通性をもっていることを見いだして理解すること。ま
た、生物の共通性と起源の共有を関連付けて理解できて
いるか。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

12

定期考査
○ ○ 1

生物

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、生物や
生物現象について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付ける。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に
探究しようとする態度と生命を尊重し、自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

東京書籍　生物

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付け
るようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

（　組：　名古屋　　　）

理科 生物
理科 生物 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

9

３

学

期

種目選択Ⅵ
生涯を通じて運動を継続的に実践し、運動を楽
しむことや自ら考え工夫する力など運動に親し
む資質や能力を育成することを目指す。

既習の内容から選択 自ら種目を選択し、計画的に運営することができる。積極的
取り組み、合意形成を図ろうとするなど、仲間と協働した活
動を実践することができる。

２

学

期

種目選択Ⅴ
生涯を通じて運動を継続的に実践し、運動を楽
しむことや自ら考え工夫する力など運動に親し
む資質や能力を育成することを目指す。

既習の内容から選択 自ら種目を選択し、計画的に運営することができる。積極的
取り組み、合意形成を図ろうとするなど、仲間と協働した活
動を実践することができる。

18

8

種目選択Ⅳ
生涯を通じて運動を継続的に実践し、運動を楽
しむことや自ら考え工夫する力など運動に親し
む資質や能力を育成することを目指す。

既習の内容から選択 自ら種目を選択し、計画的に運営することができる。積極的
取り組み、合意形成を図ろうとするなど、仲間と協働した活
動を実践することができる。

9

種目選択Ⅲ
生涯を通じて運動を継続的に実践し、運動を楽
しむことや自ら考え工夫する力など運動に親し
む資質や能力を育成することを目指す。

既習の内容から選択 自ら種目を選択し、計画的に運営することができる。積極的
取り組み、合意形成を図ろうとするなど、仲間と協働した活
動を実践することができる。

10

種目選択Ⅱ
生涯を通じて運動を継続的に実践し、運動を楽
しむことや自ら考え工夫する力など運動に親し
む資質や能力を育成することを目指す。

既習の内容から選択 自ら種目を選択し、計画的に運営することができる。積極的
取り組み、合意形成を図ろうとするなど、仲間と協働した活
動を実践することができる。

○ ○ ○ 10

種目選択Ⅰ
生涯を通じて運動を継続的に実践し、運動を楽
しむことや自ら考え工夫する力など運動に親し
む資質や能力を育成することを目指す。

既習の内容から選択 自ら種目を選択し、計画的に運営することができる。積極的
取り組み、合意形成を図ろうとするなど、仲間と協働した活
動を実践することができる。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

オリエンテーション

体つくり
身体能力の向上について、その理論や具体的な
方法について理解し、計画的に実践することが
できる。

体育授業に臨む心構えと授業ルー
ル、授業の進め方、取り組み姿勢
について

運動やスポーツの効果的な学習の
仕方、実生活への位置づけ

スポーツテストなどを通じて、筋力・持久力・柔軟性・敏捷
性などの能力がどう向上していくのか、合理的・計画的な実
践力と互いに協力し、安全に取り組むことができる。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや
喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続す
ることがでいるようにするため、運動の多様性や体力の
必要性について理解しているとともに、それらの技能を
身につけている。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに自己
や仲間の考えたことを他者に伝えている。

生涯にわたって継続して運動に親しむため
に、運動における競争や協働の経験を通し
て、公正に取り組む、互いに協力する、自己
の責任を果たす、参画する、一人一人の違い
を大切にしようとするとともに健康・安全を
確保している。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

中谷・松田・首藤

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能など及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し、判断するとともに、他者に伝える力を養う。

保健体育 体育
保健体育 体育 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 自由選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

○ 26

3

学

期

〇ライフステージ及びライフスタイ
ルに応じた体操や運動の計画の立て
方を理解し、実践する

ライフステージの各段階や生活の仕
方に応じたライフスタイル
それぞれに応じた体操や運動の計画
異なるライフステージやライフスタ
イルに応じた体操や運動の計画を提
案
家族や仲間，高齢者などを想定し
て，他者の体力や生活の状況等に応
じた運動の計画を立てることを通し
て，ライフステージやライフスタ
イルに応じた運動の計画の立て方

ライフステージ及びライフスタイルに応じた体操や運
動の計画の立て方では，体つくり運動のうち，主に実
生活に生かす運動の計画の学習から，自らの実践を深
めたり，他者と実践したりすることができる

○ ○ ○ 18

２

学

期

〇目的に応じた心身の気付きや交流
を深めるための運動の仕方を理解し
実践する

のびのびとした動作で用具などを用
いた運動，リズムに乗って心が弾む
ような運動
緊張したり緊張を解いて脱力したり
する運動
いろいろな条件で歩いたり走ったり
飛び跳ねたりする運動
仲間と協力して課題を達成するなど
集団で挑戦するような運動
扱いやすい用具や動きやすいリズム
に変えたり，みんなができる運動に
したりするなどして，多様な楽しさ
に触れることができるような活動

目的に応じた心身の気付きや交流を深めるための運動
の仕方では，体つくり運動のうち，主に体ほぐしの運
動の学習から，自らの実践を深めたり，他者と実践し
たりすることができる

○ ○

態
配当
時数

１

学

期

〇体つくり運動への多様な関わり方
を理解し、実践する

スポーツⅥを多様に実践するための
運動の行い方
・仲間と学びあう場面で，動きの見
本や効果的な行い方のポイントを身
体及び言語化した他者への表現
・危機回避の際の行動及び事故発生
時の応急手当
・体力の程度，性別や目的，障害の
有無など様々な違いを超えて，ス
ポーツを楽しむために調整し合意し
たマナーの実践
・地域社会での活動などの目的に応
じた企画や運営

体つくり運動に関連して高まる体力やその高め方、学
習する運動に関する行い方やその学び方
運動を他者と学び合う際の動きや改善のポイントの示
し方、仲間と継続的に活動するための調整の仕方、地
域社会での活動における参加の仕方や運営方法，初歩
的な指導法、様々な環境下で実践する際の健康・安全
の確保の仕方やマナーなどの多様な関わり方を実践す
るための事項を理解して実践している
体を動かす楽しさや心地よさを味わい，自己
の体力や生活に応じて継続的な運動の計画を立て，実
生活に役立てることができている

○ ○ ○ 26

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

スポーツⅥ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

スポーツⅥを多様に実践するための事項を理解
している。スポーツⅥを通してスポーツを推進
及び発展するための事項を理解しているするこ
と。スポーツⅥを多様に実践するための運動の
行い方を身に付けている。地域社会での活動な
どの目的に応じた企画や運営ができる。

発見した動きの改善点や，効果的な改善策について，活動場面
で判断し仲間に伝えている。・体力の程度や性別等の違いを超
えて，仲間とともにスポーツⅥを楽しむための調整の仕方を見
付けている。・スポーツⅥを行う際には，参加者に応じた効果
的な体力の高め方を計画したり，自然環境下で危機回避及び緊
急時の対応方法についてのよりよい改善点を指摘したりしてい
る。多様（目的，年齢，性別，経験，障害の有無など）な参加
者と共に運動するための調整の仕方や運営方法等を提案してい
る。

協力，責任などのスポーツの持続可能性及び規
範を遵守する社会の創造に寄与する学習に意欲
的に取り組もうとしている。多様性・共生など
のスポーツを通した共生社会の実現に寄与する
学習に意欲的Rに取り組もうとしている。地域
への参画や仲間づくりなどのスポーツを推進及
び発展するためのスポーツの価値を高める学習
に意欲的に取り組もうとしている。

生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与することを目
指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

中谷

現代高等保健体育

体育

【 知　識　及　び　技　能 】
スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕方について理解するとともに，生
涯を通してスポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付けるようにする。

スポーツの推進及び発展についての自他や社会の課題を発見し，主体的，合理的，計画
的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

体育 スポーツⅥ
体育 スポーツⅥ 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

演奏会企画
【知識及び技能】曲の表現内容や様々な表現形態による表現の固有性や多様性を理解し、創意工夫や表
現上の効果を生かした表現をするために必要な技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】音楽表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら、個性豊かに表現
を創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】曲や演奏することと生活や社会との関わりに関心を持ち、表現を工夫し
て演奏する活動に主体的に取り組むことができる。

【指導項目】
・任意の曲の演奏

【教材】
・任意の楽曲
・一人１台端末

〇 〇 〇

〇 9

【知識及び技能】曲の表現内容や様々な表現形態による表現の固有性や多様性を理
解し、創意工夫や表現上の効果を生かした表現をするために必要な技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】音楽表現に関わる知識や技能を総合的に働かせなが
ら、個性豊かに表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】曲や演奏することと生活や社会との関わりに関心を
持ち、表現を工夫して演奏する活動に主体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇

10

合

計

70

３

学

期

音楽と社会
【知識及び技能】音楽と人の感情との関わり及び社会における音楽に関わる人々の役割を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】文化や芸術としての音楽の意味や価値について考え、音楽の良さを深く
味わって聴くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】音楽の社会的役割ついて関心を持ち、音楽の良さを深く味わって聴く活
動に主体的に取り組むことができる。

【指導項目】
・映像鑑賞
・伝統芸能

【教材】
・日本の伝統芸能
・We are the
world
・一人１台端末

〇

○ ○ 6

任意の曲
【知識及び技能】曲の表現内容や様々な表現形態による器楽表現の固有性や多様性について理解し、創
意工夫や表現上の効果を生かした表現をするために必要な技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】表現に関わる知識や技能を総合的に働かせ、個性豊かに表現を創意工夫
できる。
【学びに向かう力、人間性等】表現の固有性や多様性に関心を持ち、表現を工夫する活動に主体的に取
り組むことができる。

【指導項目】
・任意の曲

【教材】
・任意の曲
・楽譜制作ソフト
「Flat」
・Music Note
・一人１台端末

〇 〇 〇

【知識及び技能】曲の表現内容や様々な表現形態による器楽表現の固有性や多様性
について理解し、創意工夫や表現上の効果を生かした表現をするために必要な技術
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】表現に関わる知識や技能を総合的に働かせ、個性豊
かに表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】表現の固有性や多様性に関心を持ち、表現を工夫す
る活動に主体的に取り組んでいる。

〇

【知識及び技能】音楽と人の感情との関わり及び社会における音楽に関わる人々の
役割を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】文化や芸術としての音楽の意味や価値について考
え、音楽の良さを深く味わって聴いている。
【学びに向かう力、人間性等】音楽の社会的役割ついて関心を持ち、音楽の良さを
深く味わって聴く活動に主体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 8

〇 〇

○

○ 6

伴奏付け
【知識及び技能】様々な音素材や様式、表現形態などの特徴について、表したいイメージを関わらせて
理解し、創意工夫や表現上の効果を生かした創作表現をするために必要な技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら、個性豊かに表現を創
意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】曲想と音楽の要素との関わりについて関心を持ち、個性豊かに表現を工
夫して創作する活動に主体的に取り組むことができる。

【指導項目】
・伴奏付け
・楽典

【教材】
・童謡
・アニーローリ
・Music Note
・一人１台端末

〇 〇

【知識及び技能】様々な音素材や様式、表現形態などの特徴について、表したいイ
メージを関わらせて理解し、創意工夫や表現上の効果を生かした創作表現をするた
めに必要な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら、
個性豊かに表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】曲想と音楽の要素との関わりについて関心を持ち、
個性豊かに表現を工夫して創作する活動に主体的に取り組んでいる。

○

〇

【知識及び技能】曲や演奏することと生活や社会との関わりについて理解し、創意
工夫や表現上の効果を生かした創作表現をするために必要な技術を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら、
個性豊かに表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】生活と音楽の関わりについて関心を持ち、個性豊か
に表現を工夫して演奏する活動に主体的に取り組んでいる。

○ ○

〇

【知識及び技能】芸術としての音楽と文化的・歴史的背景、他の芸術や文化との関
わりについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】文化や芸術としての音楽の意味や価値について考
え、音楽の良さを深く味わって聴いている。
【学びに向かう力、人間性等】音楽と他の芸術との関わりついて関心を持ち、音楽
の良さを深く味わって聴く活動に主体的に取り組んでいる。

○ ○

6〇

【知識及び技能】曲想と楽器の音色や奏法との関わり及びその関わりによって生み
出される表現上の効果について理解するとともに、表現形態の特徴や表現上の効果
を生かして演奏する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】器楽表現に関わる知識や技能を総合的に働かせ、個
性豊かに歌唱表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
曲想と楽器の音色や奏法との関わりについて関心をもち、個性豊かに表現を工夫し
て演奏する活動に主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 7

２

学

期

ミュージカル
【知識及び技能】芸術としての音楽と文化的・歴史的背景、他の芸術や文化との関わりについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】文化や芸術としての音楽の意味や価値について考え、音楽の良さを深く
味わって聴くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】音楽と他の芸術との関わりついて関心を持ち、音楽の良さを深く味わっ
て聴く活動に主体的に取り組むことができる。

【指導項目】
・ミュージカル

【教材】
・ウエストサイド
物語
・一人１台端末

〇

ギターソロ
【知識及び技能】曲想と楽器の音色や奏法との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効
果について理解するとともに、表現形態の特徴や表現上の効果を生かして演奏する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】器楽表現に関わる知識や技能を総合的に働かせ、個性豊かに歌唱表現を
創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】
曲想と楽器の音色や奏法との関わりについて関心をもち、個性豊かに表現を工夫して演奏する活動に主
体的に取り組むことができる。

【指導項目】
・ギター
・楽典

【教材】
・空飛ぶ宅急便
・Music Note
・一人１台端末 〇

5

生活と歌
【知識及び技能】曲や演奏することと生活や社会との関わりについて理解し、創意工夫や表現上の効果
を生かした創作表現をするために必要な技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら、個性豊かに表現を創
意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】生活と音楽の関わりについて関心を持ち、個性豊かに表現を工夫して演
奏する活動に主体的に取り組むことができる。

【指導項目】
・歌唱

【教材】
・アイノカタチ
・青春の輝き
・待ちぼうけ
・Music Note
・一人１台端末

〇

○ ○ ○

2

コードによる伴奏
【知識及び技能】様々な音素材や様式、表現形態などの特徴について、表したいイメージを関わらせて
理解し、創意工夫や表現上の効果を生かした創作表現をするために必要な技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】創作表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら、個性豊かに創作
表現を創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】コードの仕組みについて関心を持ち、個性豊かに表現を工夫して創作す
る活動に主体的に取り組むことができる。

【指導項目】
・コード
・楽典

【教材】
・童謡
・Music Note
・一人１台端末

〇 〇

西洋音楽史
【知識及び技能】音楽の美しさと音楽構造との関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】曲想や曲に対する評価とその根拠について考え、音楽の良さを深く味
わって聴くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】音楽構造とその特徴について関心を持ち、音楽の良さを深く味わって聴
く活動に主体的に取り組むことができる。

【指導項目】
・西洋音楽史
・楽典

【教材】
・18～20世紀の作
品
・Music Note
・一人１台端末

【知識及び技能】様々な音素材や様式、表現形態などの特徴について、表したいイ
メージを関わらせて理解し、創意工夫や表現上の効果を生かした創作表現をするた
めに必要な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】創作表現に関わる知識や技能を総合的に働かせなが
ら、個性豊かに創作表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】コードの仕組みについて関心を持ち、個性豊かに表
現を工夫して創作する活動に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】音楽の美しさと音楽構造との関わりについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】曲想や曲に対する評価とその根拠について考え、音
楽の良さを深く味わって聴いている。
【学びに向かう力、人間性等】音楽構造とその特徴について関心を持ち、音楽の良
さを深く味わって聴く活動に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

知 思 態

配

当

時

数

１

学

期

曲にふさわしい発声や奏法
【知識及び技能】言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり及びその関わりによって生み出される表現
上の効果について理解するとともに、曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら、個性豊かに表現を創
意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】
曲にふさわしい奏法について関心を持ち、個性豊かに表現を工夫して演奏する活動に主体的に取り組む
ことができる。

【指導項目】
・斉唱
【教材】
・20のソルフェー
ジュ
・校歌

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑

賞
評価規準

【指導項目】
・ピアノ
【教材】
・ハノン
・童謡
・一人１台端末

〇 5

【知識及び技能】言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり及びその関わりによっ
て生み出される表現上の効果について理解するとともに、曲にふさわしい発声、言
葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら、
個性豊かに表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
曲にふさわしい奏法について関心を持ち、個性豊かに表現を工夫して演奏する活動
に主体的に取り組もうとしている。

音楽研究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意
工夫や表現上の効果を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けている。

音楽に関する知識や技能を総合的に働かせなが
ら、個性豊かに音楽表現を創意工夫したり音楽
を評価しながらよさや美しさを味わって聴いて
いる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を磨き、音楽文化を尊重し、
音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養うために、主体的・
協働的に音楽の諸活動に取り組もうとしている。

Joy of Music

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫や表現上の効果を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。

音楽に関する知識や技能を総合的に働かせながら、個性豊かに音楽表現を創意工夫したり音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴くことができる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を磨き、音楽文化を尊重し、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養うために、主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組んでいる。

（2・3組：薄　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

芸術 音楽研究
芸術 音楽研究 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 授業を通して美術の事を好きになる。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 多様な表現の基礎を学び、今後の作品制作に活用していけるようになる。

絵
・
彫

デ 映

3

学

期

内容：水彩画
目標：水彩色鉛筆や水彩絵の具を
用いて、色彩表現に触れ、理解を
深める。

色彩の魅力に触れる、感じる。
画用紙に色彩の広がりを生み出
す。
世の中は様々な色があることを知
り、それを尊重する心を養う。

〇 〇

知：適切な水分量で絵の具を溶き、筆で描画
する事ができる。
思：にじみやぼかし、かすれなどの多様な表
現を作品制作に取り入れている。
態：真剣に楽しんで、授業課題に取り組んで
いる。

知：カッターナイフの握り方や使い方を理解
し、素描に適した形に鉛筆を削る事ができ
る。
思：モチーフを観察し、鉛筆画で表現しよう
としている。
態：真剣に楽しんで、授業課題に取り組んで
いる。

〇

内容：卒業制作 鉛筆の基本的な使い方を覚える。
描く対象を深く観察する。
かの人は言った「見よ、そして見
よ」と。

○ 〇

○ 14

○ ○ ○

8

合
計

70

○ ○ ○ 10

鉛筆の基本的な使い方を覚える。
描く対象を深く観察する。
かの人は言った「見よ、そして見
よ」と。

○ 〇

知：カッターナイフの握り方や使い方を理解
し、素描に適した形に鉛筆を削る事ができ
る。
思：モチーフを観察し、鉛筆画で表現しよう
としている。
態：真剣に楽しんで、授業課題に取り組んで
いる。

○ ○

〇 〇

知：デジタル表現をアナログ表現に転換する
事ができる。
思：自分の追い求める作品を目指して、思考
し、判断し、表現しようとしている。
態：真剣に楽しんで、授業課題に取り組んで
いる。 〇 〇

知：アクリル絵の具を活用して、ムラなく混
色し、丁寧で均質に着彩する事ができる。
思：自分の求めるイメージを目指して、思考
し、単純化した形態を構成して、具現化して
いる。
態：真剣に楽しんで、授業課題に取り組んで
いる。

〇 〇 〇 14

２

学

期

内容：写真表現
目標：多様な視点や価値観がある
ことを知る。

スマホを活用して、写真表現の入
り口に立つ。
世の中の見かた、見え方は単一で
はなく多様性に溢れている。

内容：色彩構成
目標：単純化した色面で、自分の
思考を表現する。

テーマから発想構想し、イメージ
を単純な幾何形体に置き換え、構
成する。
デ・サインの定義を知る。

〇 〇

１

学

期

内容：陶芸
目標：作品制作を通じて、用の美
の世界を体験する。

粘土を成形し、器を制作する。
自然に対する愛着を感じ、普段使
いの陶器の成り立ちを知る。
万物を大切に扱う心を養う。

〇

12

内容：素描
目標：カッターを用いて鉛筆を削
れるようになる。鉛筆で絵を描
く。

〇

知：粘土の可変的な造形性を体得し、ヘラや
弓などの道具を活用して、作品制作してい
る。
思：回転するろくろに置かれた粘土から、物
の理を感じる事ができる。
態：真剣に楽しんで、授業課題に取り組んで
いる。

〇 〇 〇 12

知 思 態

配
当
時
数

　多様な表現の素晴らしさを知り、自己の表現の幅を広げる。

　題材の目標を理解して、作品制作に真摯に取り組む。

旭　仁也

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

道具の特性を理解して、作品制作に活用でき
る。

作品を通して何を考え、何を伝えようとし、ど
う表現したらよいかを具現化しようとしてい
る。

粘り強く楽しんで、作品制作に向き合っている。

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

日本文教出版　高校生の美術Ⅰ

芸術科 美術

【 知　識　及　び　技　能 】　道具の特性を理解し、作品制作に適切に活用する。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 1

○ 1

○ 1

○ 1

○ 1

合

計

70

○

【知識及び技能】
直接法・仮定法の文構造を理解し、表現したい
内容に応じて使い分けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
その英文を見て、直接法であるか仮定法である
か、また、仮定法過去であるか、仮定法大過去
であるかを判断できる。そして想像力を生かし
て様々なタラレバ表現を表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
「もしも…ならば」の質問をつくるにあたり、
想像力を生かして積極的に取り組むことができ
る。

8

Lesson10
【知識及び技能】
直接法と仮定法過去・大過去の違いを理
解させ、表現したいとおりに現在時制と
過去時制を使い分ける技能を習得させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
その人物は何を願っているのか、タラレ
バ表現を適切に読み取り、判断する力を
身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
もしも…の自由表現を他と積極的に意見
交換し、積極的に会話をしようとする姿
勢をもたせる。

・指導事項
  仮定法
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○

9

定期考査

定期考査

３

学

期

Lesson9
【知識及び技能】
比較の表現を理解し、物事の同位・比較
を適切に表現することができる力を習得
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
グラフやデータを見て、情報を適切に得
たり、データの比較をし、結果を考察す
るなどの思考・判断力を養わせる。
【学びに向かう力、人間性等】
グラフやデータに苦手意識を持たずに前
向きに読み取ろうとする姿勢を養う。

・指導事項
  比較
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○

○

【知識及び技能】
関係代名詞の役割を理解し、その後に続く節を
適切に構成することができている。また、適切
に訳したり、情報を判断することができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
説明を受ける先行詞がどういうものなのかの情
報を適切に理解・判断することができている。
また、文脈から適切な関係詞を判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りの人物や事象を関係詞を用いて具体的
に説明しようとしている。

○

【知識及び技能】
ものごとの比較・同位表現を理解し、比較した
いものやその優劣を適切な文構造で組み立てる
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報やデータを読み取り、比較対象とその優劣
が適切に読み取ることができる。またそれに対
するデータへの意見等を表現することができて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
読み取ったデータを数学科的知識や社会科的知
識と絡めて多面的に読解しようとしている。

6

Unit3  Lesson2
【知識及び技能】
分詞と同様に説明を加える文章である
が、文構造に大きな違いがあることを理
解させる。また関係詞を適切に使って表
現する技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
付け加えられた説明から適切に情報を得
る読解力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人物や物への説明を適切にしよう
とする積極性を持たせる。

・指導事項
  関係詞・関係副詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末 ○ ○

6

Unit3  Lesson1
【知識及び技能】
前置修飾や後置修飾を区別し、適切に表
現できる技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
その名詞がどのようなものなのか、付け
加えられた説明から適切に情報を得る読
解力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
ものごとの説明を具体的かつ適切に表現
しようとする積極性を持たせる。

・指導事項
  分詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○

6

定期考査

6

Lesson7
【知識及び技能】
動名詞を不定詞の共通項を認識し、かつ
動名詞にしかない文構造を理解させ、適
切に表現する力を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
動名詞を含んだ相手の英語に対して適切
に情報を得ることができる力を身に付け
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に動名詞を使用する姿勢を持たせ
る。

・指導事項
  動名詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○

【知識及び技能】
動名詞の名詞節としての働きを理解し、自分の
ことを適切に表現することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
他者の表現を適切に見聞きし、情報を理解する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
苦手意識を持たずに、理屈ではなく、英語会話
の認識で用法を扱おうとしている。

○ ○

【知識及び技能】
不定詞の３用法を理屈ではなく、表現したい内
容に応じて自然とその文構造を使い分けること
ができている。
【思考力、判断力、表現力等】
不定詞が使われてるその状況から、どのような
訳になるのかを判断できる。また表現したい内
容に応じて不定詞を使い分けることができてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
苦手意識を持たずに、理屈ではなく、英語会話
の認識で用法を扱おうとしている。

定期考査

２

学

期

Lesson6
【知識及び技能】
不定詞を駆使して３つの表現を学ばせ、
身近なことについて表現する技能を身に
付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
文中の不定詞は何を伝える表現であるの
かを判断し、適切に訳す力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
苦手意識を持たずに、不定詞が表現する
内容を読み取ろうとする主体性を育む。

・指導事項
  不定詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○

１

学

期

Lesson1
【知識及び技能】
時制表現に着目して、適切に訳したり、
自分のことを表現したりできる技能を身
に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
英文を見て時制の区別ができ、また、表
現したいとおりに時制表現を扱うことが
できる判断力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の習慣や過去の習慣を積極的に表現
する積極性を持たせる。

・指導事項
  現在・過去・未来
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末 ○ ○

○

【知識及び技能】
名詞に具体的な説明を付与する働きであること
を理解し、現在分詞と過去分詞を敵s津に使い
分ける技能を有している。
【思考力、判断力、表現力等】
分詞構文であると認識し、文脈に沿った接続詞
のニュアンスを判断することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
分詞を用いて身の回りのことを積極的に表現し
ようとしている。

○ ○ ○ 6

Lesson4
【知識及び技能】
受動態における主語の立場の逆転を理解
し、様々な視点に立って動作を受ける側
の表現であることを理解させる。また適
切な語順を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
受動態の文を読み、「誰が何をされたの
か」などの情報を適切に読み取る力を養
わせる。
【学びに向かう力、人間性等】
時間内に様々な受動態を創作する想像力
を持たせる。

・指導事項
  受動態
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ 6○ ○

【知識及び技能】
動作の発信側から受け手側に変わることを理解
し、さまざまなものの視点からの票田であるこ
とを理解できる。そして様々な視点から受動態
の文を作ることができている。
【思考力、判断力、表現力等】
英文から動作の発信者、受け手をしっかり理解
することができている。また群動詞を用いた受
動態の文構造について適切に表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
想像力を働かせて様々な受動態の英文を表現で
きている。

○ ○ ○

定期考査

Lesson3
【知識及び技能】
助動詞の種類について学び、表現内容ご
とに助動詞を使い分ける技能を習得させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
助動詞を見てどのような訳になるのかを
瞬時に判断できる力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
助動詞の種類を駆使して自己表現しよう
とする積極性を持たせる。

・指導事項
  助動詞
　自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○

【知識及び技能】
助動詞各種の訳を理解し、表現したい内容に合
わせて使い分けることができている。助動詞の
組み合わせや、文構造の規則をしっかり把握し
て表現できている。
【思考力、判断力、表現力等】
英文とその文脈から正しい訳を判断して、適切
に情報を得ることができている。助動詞を多用
して、その文に具体性を持たせて表現できてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な助動詞を使って表現しようと挑戦するこ
とができている。

○

【知識及び技能】
過去の出来事と過去から現在までの継続・経
験・完了を区別出来て、適切に英語表現できて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
他者の英語を見聞きして、情報を適切に把握す
ることができており、適切な返事までできてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に会話や筆記の作業をすすめ、情報交換
しようとしている。

○ ○ ○ 6

Lesson2
【知識及び技能】
過去時制と現在完了の違いを理解し、こ
れまでの経験・継続・完了を適切に区別
する力を養い、また、自分のことを適切
に表現できる技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
過去の出来事なのか、現在を巻き込んだ
継続の時制なのかを判断する力を身に付
けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
これまでの経験・継続。完了を積極的に
表現する姿勢を持たせる。

・指導事項
  現在完了
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○

○

【知識及び技能】
時制表現に着目して適切に訳ができる。
時制表現を伴って、自分の習慣や過去の習慣、
今後の予定などを伝えることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
他者の英語を見聞きして、情報を適切に把握す
ることができており、適切な返事までできてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に会話や筆記の作業をすすめようとして
いる。

○ ○ ○ 6

思 態

配

当

時

数

広告・評論文・データ情報や物語などを読んで適切な情報を読み取り、整理・要約することができる。ま
たそれに対して自分の意見を表現することができる。

多様な文化の在り方を理解して多様性を受け入れ、真摯に相手の伝えようとする姿勢に向き合い、対話・
意見論述等に積極的に参加することができる。

（Aクラス：安野） （Bクラス：川口） （Cクラス：村田） （Dクラス：青木）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

新出単語や熟語を、使用される状況下に応じた
訳で読み取ったり、適切に本文を聞き取ったり
することができる。また自分のことや意見など
を適切に表現することができる。

広告・評論文・データ情報や物語などを読んで
適切な情報を読み取り、整理・要約することが
できる。またそれに対して自分の意見を表現す
ることができる。

多様な文化の在り方を理解して多様性を受け入
れ、真摯に相手の伝えようとする姿勢に向き合
い、対話・意見論述等に積極的に参加すること
ができる。

外国語 英語コミュニケーションⅡ

外国語 英語コミュニケーションⅡ 2

数研出版　BIG DIPPER　English CommunicationⅡ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
新出単語や熟語を、使用される状況下に応じた適切な訳で読み取り、またそれを用いて表現できる。様々
な国の人の発話やスペルが混在する本文を適切に聞き取ったり、読み取ったりすることができる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年選択者

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 1

○ 1

○ 1

○ 1

○ 1

合

計

70

○

【知識及び技能】
直接法・仮定法の文構造を理解し、表現したい
内容に応じて使い分けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
その英文を見て、直接法であるか仮定法である
か、また、仮定法過去であるか、仮定法大過去
であるかを判断できる。そして想像力を生かし
て様々なタラレバ表現を表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
「もしも…ならば」の質問をつくるにあたり、
想像力を生かして積極的に取り組むことができ
る。

8

Lesson13
【知識及び技能】
直説法と仮定法過去・大過去の違いを理
解させ、表現したいとおりに現在時制と
過去時制を使い分ける技能を習得させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
その人物は何を願っているのか、タラレ
バ表現を適切に読み取り、判断する力を
身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
もしも…の自由表現を他と積極的に意見
交換し、積極的に会話をしようとする姿
勢をもたせる。

・指導事項
  仮定法
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○

9

定期考査

定期考査

３

学

期

Lesson11-12
【知識及び技能】
関係詞の種類と用法について理解し、選
考氏に応じた適切な関係詞を考えること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
関係詞によって付与された情報を適切に
読み取ることができる。また関係詞を用
いた適切な英作文ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
グラフやデータに苦手意識を持たずに前
向きに読み取ろうとする姿勢を養う。

・指導事項
  関係詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○

○

【知識及び技能】
ものごとの比較・同位表現を理解し、比較した
いものやその優劣を適切な文構造で組み立てる
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報やデータを読み取り、比較対象とその優劣
が適切に読み取ることができる。またそれに対
するデータへの意見等を表現することができて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
読み取ったデータを数学科的知識や社会科的知
識と絡めて多面的に読解しようとしている。

○

【知識及び技能】
選考氏に応じた適切な関係詞を考えることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
適切な関係詞を用いて英作文できる。
【学びに向かう力、人間性等】
読み取ったデータを数学科的知識や社会科的知
識と絡めて多面的に読解しようとしている。

6

Lesson10
【知識及び技能】
比較の表現を理解し、物事の同位・比較
を適切に表現することができる力を習得
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
グラフやデータを見て、情報を適切に得
たり、データの比較をし、結果を考察す
るなどの思考・判断力を養わせる。
【学びに向かう力、人間性等】
グラフやデータに苦手意識を持たずに前
向きに読み取ろうとする姿勢を養う。

・指導事項
  比較
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末 ○ ○

6

Lesson9
【知識及び技能】
前置修飾や後置修飾を区別し、適切に表
現できる技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
その名詞がどのようなものなのか、付け
加えられた説明から適切に情報を得る読
解力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
ものごとの説明を具体的かつ適切に表現
しようとする積極性を持たせる。

・指導事項
  準動詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○

6

定期考査

6

Lesson8
【知識及び技能】
分詞と同様に説明を加える文章である
が、文構造に大きな違いがあることを理
解させる。また関係詞を適切に使って表
現する技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
付け加えられた説明から適切に情報を得
る読解力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人物や物への説明を適切にしよう
とする積極性を持たせる。

・指導事項
  分詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○

【知識及び技能】
名詞に具体的な説明を付与する働きであること
を理解し、現在分詞と過去分詞を敵s津に使い
分ける技能を有している。
【思考力、判断力、表現力等】
分詞構文であると認識し、文脈に沿った接続詞
のニュアンスを判断することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
分詞を用いて身の回りのことを積極的に表現し
ようとしている。

○ ○

【知識及び技能】
不定詞の３用法を理屈ではなく、表現したい内
容に応じて自然とその文構造を使い分けること
ができている。
【思考力、判断力、表現力等】
不定詞が使われてるその状況から、どのような
訳になるのかを判断できる。また表現したい内
容に応じて不定詞を使い分けることができてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
苦手意識を持たずに、理屈ではなく、英語会話
の認識で用法を扱おうとしている。

定期考査

２

学

期

Lesson6-7
【知識及び技能】
不定詞や動名詞の基本的な構造を学ば
せ、身近なことについて表現する技能を
身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
文中の不定詞は何を伝える表現であるの
かを判断し、適切に訳す力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
苦手意識を持たずに、不定詞が表現する
内容を読み取ろうとする主体性を育む。

・指導事項
  不定詞
　動名詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○

１

学

期

Lesson1
【知識及び技能】
基本的な文型を復習し、基本的な自己表
現ができるようにする。また英文の文型
の分析ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
正しい文型を意識して英作文させ、添削
して表現力を向上させる。
【学びに向かう力、人間性等】
英文法や文構造に興味を持たせるように
工夫する。

・指導事項
  自己表現
　基本文型
・教材
  教科書Haromny
  ワークブック
  一人１台端末 ○ ○

○

【知識及び技能】
名詞に具体的な説明を付与する働きであること
を理解し、現在分詞と過去分詞を敵s津に使い
分ける技能を有している。
【思考力、判断力、表現力等】
分詞構文であると認識し、文脈に沿った接続詞
のニュアンスを判断することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
分詞を用いて身の回りのことを積極的に表現し
ようとしている。

○ ○ ○ 6

Lesson5
【知識及び技能】
受動態における主語の立場の逆転を理解
し、様々な視点に立って動作を受ける側
の表現であることを理解させる。また適
切な語順を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
受動態の文を読み、「誰が何をされたの
か」などの情報を適切に読み取る力を養
わせる。
【学びに向かう力、人間性等】
時間内に様々な受動態を創作する想像力
を持たせる。

・指導事項
  受動態
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ 6○ ○

【知識及び技能】
動作の発信側から受け手側に変わることを理解
し、さまざまなものの視点からの票田であるこ
とを理解できる。そして様々な視点から受動態
の文を作ることができている。
【思考力、判断力、表現力等】
英文から動作の発信者、受け手をしっかり理解
することができている。また群動詞を用いた受
動態の文構造について適切に表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
想像力を働かせて様々な受動態の英文を表現で
きている。

○ ○ ○

定期考査

Lesson4
【知識及び技能】
助動詞の種類について学び、表現内容ご
とに助動詞を使い分ける技能を習得させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
助動詞を見てどのような情報かを瞬時に
判断できる力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
助動詞の種類を駆使して自己表現しよう
とする積極性を持たせる。

・指導事項
  助動詞
　自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○

【知識及び技能】
助動詞各種の訳を理解し、表現したい内容に合
わせて使い分けることができている。助動詞の
組み合わせや、文構造の規則をしっかり把握し
て表現できている。
【思考力、判断力、表現力等】
英文とその文脈から正しい訳を判断して、適切
に情報を得ることができている。助動詞を多用
して、その文に具体性を持たせて表現できてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な助動詞を使って表現しようと挑戦するこ
とができている。

○

【知識及び技能】
文法表現や副詞表現から時制の変化や話題の変
化に気づくことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
時制の変化に気づき、適切な情報を得ることが
できる。また表現に応じて適切な時制の変化を
持たせることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
現在完了を用いて自己表現しようとする。

○ ○ ○ 6

Lesson2-3
【知識及び技能】
長文読解をもとに時制の変化を捉え、的
確に情報を読み取れるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
過去の出来事なのか、現在を巻き込んだ
継続の時制なのかを判断し、情報を読み
取り、自分の意見を表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
これまでの経験・継続・完了を積極的に
表現する姿勢を持たせる。

・指導事項
  時制
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○

○

【知識及び技能】
基本的な文型が理解でき、判別できる。
【思考力、判断力、表現力等】
適切な文型を意識して英作文できる。
【学びに向かう力、人間性等】
文型や文構造に興味を持ち、並べ替えに取り組
むことができる。

○ ○ ○ 6

思 態

配

当

時

数

広告・評論文・データ情報や物語などを読んで適切な情報を読み取り、整理・要約することができる。ま
たそれに対して自分の意見を表現することができる。

多様な文化の在り方を理解して多様性を受け入れ、真摯に相手の伝えようとする姿勢に向き合い、対話・
意見論述等に積極的に参加することができる。

村田 友作

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

発展英語A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

新出単語や熟語を、使用される状況下に応じた
訳で読み取ったり、適切に本文を聞き取ったり
することができる。また自分のことや意見など
を適切に表現することができる。

広告・評論文・データ情報や物語などを読んで
適切な情報を読み取り、整理・要約することが
できる。またそれに対して自分の意見を表現す
ることができる。

書く・話すなどにおいて思考及び想像力を働か
せ、積極的に表現しようとし、主体的に取り組
むことができる。またペアワークやグループ
ワークでは精力的に協働しようとすることがで
きる。

外国語 発展英語A
外国語 発展英語A 2

Harmony

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 新出単語や熟語を、使用される状況下に応じた適切な訳で読み取り、またそれを用いて表現できる。様々
な国の人の発話やスペルが混在する本文を適切に聞き取ったり、読み取ったりすることができる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

140

○ ○ ○ 18

○ 18

Lesson10
【知識及び技能】
砂の輸入問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
砂の輸入問題について自分の考えを表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
砂の輸入問題について積極的に発話した
り、発問に対して発言しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
　ターゲット1900
　Nextstage
　高校英語まるまるリスニング
　英文読解Gトレ

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
砂の輸入問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
砂の輸入問題について自分の考えを表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
砂の輸入問題について積極的に発話した
り、発問に対して発言しようとする。

○ ○ ○

【知識及び技能】
シェアリングエコノミーについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
シェアリングエコノミーについて自分の考
えを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
シェアリングエコノミーについて積極的に
発話したり、発問に対して発言しようとす
る。

○ ○

３

学

期

Lesson9
【知識及び技能】
シェアリングエコノミーについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
シェアリングエコノミーについて自分の考
えを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
シェアリングエコノミーについて積極的に
発話したり、発問に対して発言しようとす
る。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
　ターゲット1900
　Nextstage
　高校英語まるまるリスニング
　英文読解Gトレ

○ ○

２

学

期

○ ○ 13

定期考査
○ 1

Lesson8
【知識及び技能】
保存食についてを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
保存食について自分の考えを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
保存食について積極的に発話したり、発問
に対して発言しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
　ターゲット1900
　Nextstage
　高校英語まるまるリスニング
　英文読解Gトレ

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
保存食についてを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
保存食について自分の考えを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
保存食について積極的に発話したり、発問
に対して発言しようとする。

○

1

Lesson7
【知識及び技能】
飛行機の開発史について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
飛行機の開発史について、自分の考えを表
現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
飛行機の開発史について積極的に発話した
り、発問に対して発言しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
　ターゲット1900
　Nextstage
　高校英語まるまるリスニング
　英文読解Gトレ

○ ○ ○ 13○ ○

【知識及び技能】
飛行機の開発史について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
飛行機の開発史について、自分の考えを表
現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
飛行機の開発史について積極的に発話した
り、発問に対して発言しようとする。

○ ○ ○

定期考査
○

12

Lesson6
【知識及び技能】
若宮さんの活動について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
若宮さんの活動について自分の考えを表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】】
若宮さんの活動について積極的に発話した
り、発問に対して発言しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
　ターゲット1900
　Nextstage
　高校英語まるまるリスニング
　英文読解Gトレ

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
若宮さんの活動について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
若宮さんの活動について自分の考えを表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】】
若宮さんの活動について積極的に発話した
り、発問に対して発言しようとする。

○

○ ○

【知識及び技能】
ユニバーサルデザインについて理解し、情
報を簡潔にまとめることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
ユニバーサルデザインについて理解し、自
分の考えを表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ユニバーサルデザインについて積極的に自
分の考えを伝えあう。

○ ○ ○

Lesson5
【知識及び技能】
ユニバーサルデザインについて理解し、情
報を簡潔にまとめることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
ユニバーサルデザインについて理解し、自
分の考えを表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ユニバーサルデザインについて積極的に自
分の考えを伝えあう。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
　ターゲット1900
　Nextstage
　高校英語まるまるリスニング
　英文読解Gトレ

○ ○ ○

○ ○ 12

○ 1
定期考査

【知識及び技能】
国際共通語について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
国際共通語について自分の考えを表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
国際共通語について積極的に自分の考えを
積極的に伝え合おうとする。

○ ○ ○ 13

Lesson4
【知識及び技能】
国際共通語について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
国際共通語について自分の考えを表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
国際共通語について積極的に自分の考えを
積極的に伝え合おうとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
　ターゲット1900
　Nextstage
　高校英語まるまるリスニング
　英文読解Gトレ

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
睡眠の大切について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
睡眠の重要性と良い睡眠をとる方法につい
て自分の考えを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
良い睡眠を取る方法、自身の睡眠の実態に
ついて積極的に表現しようとする。

○ ○ ○ 13

Lesson3
【知識及び技能】
睡眠の大切について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
睡眠の重要性と良い睡眠をとる方法につい
て自分の考えを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
良い睡眠を取る方法、自身の睡眠の実態に
ついて積極的に表現しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
　ターゲット1900
　Nextstage
　高校英語まるまるリスニング
　英文読解Gトレ

○ ○ ○ ○

○ 1
定期考査

【知識及び技能】
だまし絵について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
だまし絵アートについて自分の考えを表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
だまし絵について積極的に発話したり、発
問に対して発言しようとする。

○ ○ ○ 12

Lesson2
【知識及び技能】
だまし絵について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
だまし絵アートについて自分の考えを表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
だまし絵について積極的に発話したり、発
問に対して発言しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
　ターゲット1900
　Nextstage
　高校英語まるまるリスニング
　英文読解Gトレ

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
海外の学校行事について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学校行事とその目的について意見を表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
学校行事について積極的に表現しようとす
る。

○ ○ ○ 12

思 態

配

当

時

数

評価規準 知

１

学

期

Lesson1
【知識及び技能】
海外の学校行事について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学校行事とその目的について意見を表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
学校行事について積極的に表現しようとす
る。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
　ターゲット1900
　Nextstage
　高校英語まるまるリスニング
　英文読解Gトレ

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

○

○

○

発展英語B

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

新出単語や熟語を、使用される状況下に応じた
訳で読み取ったり、適切に本文を聞き取ったり
することができる。また自分のことや意見など
を適切に表現することができる。

広告・評論文・データ情報や物語などを読んで適切
な情報を読み取り、整理・要約することができる。
またそれに対して自分の意見を表現することができ
る。

多様な文化の在り方を理解して多様性を受け入
れ、真摯に相手の伝えようとする姿勢に向き合
い、対話・意見論述等に積極的に参加することが
できる。

数研出版　BIG DIPPER II

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】新出単語や熟語を、使用される状況下に応じた適切な訳で読み取り、またそれを用いて表現できる。様々な国の人の発話
やスペルが混在する本文を適切に聞き取ったり、読み取ったりすることができる。

広告・評論文・データ情報や物語などを読んで適切な情報を読み取り、整理・要約することができる。またそれに対して
自分の意見を表現することができる。

多様な文化の在り方を理解して多様性を受け入れ、真摯に相手の伝えようとする姿勢に向き合い、対話・意見論述等に積
極的に参加することができる。

（Aクラス：青木）

外国語 発展英語B
外国語 発展英語B 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

8

3

学

期

卒業アルバム作成 ・３学年のLHRと連携し、卒業アルバムの数
ページを作成する

・うまく役割分担を行い、質の高い卒業アルバ
ムのページを作ることができたか。 〇

情報技術が社会に及ぼす影響 ・様々な事象を情報とその結び付きとして捉
え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技
術を適切かつ効果的に活用する力を身に付け
る
・情報と情報技術を適切に活用するととも
に、情報社会に主体的に参画する態度を身に
付ける。

・問題の発見を行うことができたか。
・問題解決に向けて計画を立てることができた
か。
・計画に従って問題解決を実行できたか。
・計画どおりにいかなくなった際、軌道修正す
ることができたか。
・問題を解決したことを、客観的に評価するこ
とができたか。

○ ○ ○
8

70

〇 5

卒業ムービー作成 ・動画編集ソフトの使い方を知る
・３学年のLHRと連携し、思い出に残る卒業
ムービーを作る
・上映会をし、ムービー作成の過程を振り
返ってみる

・うまく役割分担を行い、質の高い卒業ムー
ビーを作ることができたか。

○ ○ 5

4

processingでオリジナルのゲームを
作成する

・processingの基本操作を学ぶ
・基本操作を組み合わせてゲームを作成する
・オリジナルのゲームを作成する

・processingによって、工夫を凝らしたゲーム
を作成することができたか。

○ ○ 8

○ 6

動画で大島の魅力を発信する ・動画編集ソフトの使い方を知る
・人間と社会の授業と連携し、大島町の魅力
伝える動画を作成する

・大島の魅力を伝えることができる動画を作成
できたか。

〇 〇

2

学

期

Scratchで作品作り ・Scratchの基本操作を学ぶ
・基本操作を組み合わせて作品を作る
・相互評価

・Scratchによって、工夫を凝らした作品を作
成することができたか。

〇

アプリケーションとデータベース ・アプリケーションとは何か学ぶ
・データベースがどのように活用されている
のか知る
・Microsoft PowerAppsの使い方を学ぶ

・アプリケーションやデータベースに関する知
識を身につけ、例題として提示したアプリを作
成することができたか。 ○

〇

スマホで動くアプリづくり ・Microsoft PowerAppsを使って、オリジナ
ルのアプリを作成する

・日常生活の問題を解決できるようなアプリを
作ることができたか。

○ ○

態
配当
時数

１

学

期

情報デザインとコミュニケーション ・HTML、CSSの基本を学ぶ
・ネットワークのしくみを知る
・情報デザインの工夫
・自己紹介ホームページの作成
・相互評価

・情報デザインを意識し、相手に伝わりやすい
ホームページを作ることができたか。

〇 ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思

7

Pythonでオリジナルのしくみを作成
する

・コンピュータは人間からの命令に従って情
報を処理しているということを理解する
・プログラミングによってコンピュータに命
令を行い、簡単な計算を自動化することがで
きるようになる

・入出力、変数、データ変換などのPythonの基
本操作を習得できたか。
・簡単な計算をコンピュータが処理できる形に
モデル化できたか。
・基本操作を基に、簡単な計算を自動化する仕
組みをつくることができたか。

○ ○ 〇 9

情報演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

効果的なコミュニケーションの実現、コン
ピュータやデータの活用について理解を深め技
能を習得するとともに、情報社会と人との関わ
りについて理解を深める。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の
発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的
に活用する力を身に付ける。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情
報社会に主体的に参画する態度を身に付ける。

高等学校　情報Ⅰ）　

情報

【 知　識　及　び　技　能 】問題の発見・解決の方法を理解し、情報と情報技術を適切に活用するために必要な技能を身に付けることができる。

様々な事象を情報とその結びつきの視点から捉え、複数の情報を結び付けて新たな意味を見出す力を身に付けることができる。

情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して、情報社会に主体的に参画することができる。

（２、３組：田中）

情報 情報演習
情報 情報演習 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

合計

70

○ 8

礼節やマナーの技術を身に付け、
適切な対応を学び、その技術を学
校活動の諸場面で活用している。

・実社会におけるビジネスマナー
　　(１・２学期の総復習)

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 9

３

学

期

礼節やマナーの技術を身に付け、
適切な対応を学び、その技術を学
校活動の諸場面で活用している。

・実社会におけるビジネスマナー
　　(１・２学期の総復習)

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○

定期考査
○ ○

○ ○ 1

ＴＰＯに準じた適切な判断や行動
ができるよう主体的に取り組む。
社会人として求められるビジネス
マナーについて実践的に学ぼうと
する態度を身に付けている。

・新聞・インターネットと情報収集、分析
・業種・業界の知識
・会社の仕組みと売上・知識
・社会保険と税金
・ビジネス用語の基本
・ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ検定の問題を解いてみ
る。

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

○ ○ 1

1

２

学

期

ＴＰＯに準じた適切な判断や行動
ができるよう主体的に取り組む。
社会人として求められるビジネス
マナーについて実践的に学ぼうと
する態度を身に付けている。

・指示の受け方と報告・連絡・相談
・話し方の基本　　　・敬語の使い方
・電話応対　　　・訪問のマナー
・来客応対と面談の基本マナー
・会社のルールと基本マナー　・仕事とIT
・ビジネス文書の基本と社内文書の書き方
・新聞・インターネットと情報収集、分析
・業種・業界の知識

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 11

定期考査

定期考査
○ ○

13

定期考査

社会人として求められる基礎的・
基本的な身だしなみや言葉遣い、
礼節やマナーの技術を身に付ける

・ビジネス文書作成などの知識と技術
・手紙の書き方
・秘書検定過去問題演習

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

6

基礎的・基本的な知識と技術を基
に、社会人としてふさわしい判
断・表現をする創造的な能力を身
に付けている。

・秘書検定受験指導） ・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 7

基礎的・基本的な知識と技術を基
に、社会人としてふさわしい判
断・表現をする創造的な能力を身
に付けている。

・秘書検定過去問題演習
・秘書検定受験指導

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

社会人として求められる基礎的・
基本的な身だしなみや言葉遣い、
礼節やマナーの技術を身に付ける

・社会人としての心構え
・秘書の役割について
・企業の基礎知識
・マナー・接遇

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

定期考査
○ ○ 1

ビジネスマナー

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会人として求められる基礎的・基本的な身だ
しなみや言葉遣い、礼節やマナーの技術を身に
付け、適切な対応を学び、その技術を学校活動
の諸場面で活用しているか

ＴＰＯに応じた適切な対応・接遇を行うこと
を目指して思考を深める。基礎的・基本的な
知識と技術を基に、社会人としてふさわしい
判断・表現をする創造的な能力を身に付けて
いるか

社会人として求められることに関心をもち、
ＴＰＯに準じた適切な判断や行動ができるよ
う主体的に取り組み、社会人として求められ
るビジネスマナーについて実践的に学ぼうと
する態度を身に付けているか

秘書検定　集中講義3級　改訂版(早稲田教育出版）

商業

【 知　識　及　び　技　能 】社会人として求められる基礎的・基本的な身だしなみや言葉遣い、礼節やマナーの技術を身に付け、適切な対応を学び、その技術を学校活動の諸場面で活用しているか

ＴＰＯに応じた適切な対応・接遇を行うことを目指して思考を深める。基礎的・基本的な知識と技術を基に、社会人としてふさわしい判断・表現をする創造的な能力を身に付けているか

社会人として求められることに関心をもち、ＴＰＯに準じた適切な判断や行動ができるよう主体的に取り組み、社会人として求められるビジネスマナーについて実践的に学ぼうとする態度を身に付けているか

（　野村　）

商業 ビジネスマナー

商業 ビジネスマナー 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

合計

140

○ 18

プレゼンテーションソフトの基本
操作を学習する。プレゼンテー
ションを通してコミュニケーショ
ン能力と問題解決能力を鍛える。

プレゼンテーションソフトの学習
傾聴スキルの学習
プレゼンテーションによる他社評価

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 17

３

学

期

プレゼンテーションソフトの基本
操作を学習する。プレゼンテー
ションを通してコミュニケーショ
ン能力と問題解決能力を鍛える。

プレゼンテーションソフトの学習
傾聴スキルの学習
プレゼンテーションによる他社評価

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○

定期考査
○ ○

○ ○ 1

ワープロソフトの基本操作を学習
する。ワープロソフトで通信文
書、デザイン文書を作成できるよ
うにする。
日本情報処理検定協会主催の日本
語ワープロ３級以上合格を目指
す。

・ビジネスとワープロソフト
　社外文書の学習
・日本語ワープロ検定過去問題演習
・上記検定試験受験指導

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

○ ○ 1

1

２

学

期

ワープロソフトの基本操作を学習
する。ワープロソフトで通信文
書、デザイン文書を作成できるよ
うにする。
日本情報処理検定協会主催の日本
語ワープロ３級以上合格を目指
す。

・ビジネスとワープロソフト
　社外文書の学習
・日本語ワープロ検定過去問題演習

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 22

定期考査

定期考査
○ ○

28

定期考査

コンピュータの基本的な仕組みに
ついて学習する。表計算ソフトの
基本操作を学習する。表計算ソフ
トを活用して、ビジネスにかかわ
る関数を学習する。
日本情報処理検定協会主催の表計
算を受検し、３級以上合格を目指
す

・ビジネスと表計算ソフト
　基本関数の復習
　複雑なグラフの学習

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

12

コンピュータの基本的な仕組みに
ついて学習する。表計算ソフトの
基本操作を学習する。表計算ソフ
トを活用して、ビジネスにかかわ
る関数を学習する。
日本情報処理検定協会主催の表計
算を受検し、３級以上合格を目指
す

・情報処理検定過去問題演習
・上記検定試験受験指導

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 12

コンピュータの基本的な仕組みに
ついて学習する。表計算ソフトの
基本操作を学習する。表計算ソフ
トを活用して、ビジネスにかかわ
る関数を学習する。
日本情報処理検定協会主催の表計
算を受検し、３級以上合格を目指
す

・ビジネスと表計算ソフト
　文字列関数とデータベース関
　数の学習

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

コンピュータの基本的な仕組みに
ついて学習する。表計算ソフトの
基本操作を学習する。表計算ソフ
トを活用して、ビジネスにかかわ
る関数を学習する。
日本情報処理検定協会主催の表計
算を受検し、３級以上合格を目指
す

・ビジネスと表計算ソフト
　基本関数の学習
　基本グラフの学習
・ビジネスと表計算ソフト
　文字列関数とデータベース関
　数の学習

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

16

定期考査
○ ○ 1

情報処理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

情報に関する基礎的・基本的な知識を身につ
け、情報社会の一員としての望ましい心構えに
ついて理解している。

情報処理について思考を深め、基礎的・基本的な
知識と技術をもとに、情報を処理する者として適
切に判断し、表現する創造的な能力を身につけて
いる。

情報社会について関心を持ち、情報処理の諸
活動への適切な対応を目指して主体的に取り
組もうとするとともに、実践的な態度を身に
つけている。

最新情報処理　新訂版（実教出版）

商業

【 知　識　及　び　技　能 】情報に関する基礎的・基本的な知識を身につけ、情報社会の一員としての望ましい心構えについて理解している。

情報処理について思考を深め、基礎的・基本的な知識と技術をもとに、情報を処理する者として適切に判断し、表現する創造的な能力を身につけている。

情報社会について関心を持ち、情報処理の諸活動への適切な対応を目指して主体的に取り組もうとするとともに、実践的な態度を身につけている。

（　野村　）

商業 情報処理
商業 情報処理 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

合計

70

○ 8

ビジネスに関する知識と技術を習
得させ、ビジネスの意義や役割を
理解させる。流通を中心としたビ
ジネス活動に適切に対応できる能
力と態度を育てる。

企業活動の基礎
　雇用
　企業倫理
ビジネスと売買取引

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 9

３

学

期

ビジネスに関する知識と技術を習
得させ、ビジネスの意義や役割を
理解させる。流通を中心としたビ
ジネス活動に適切に対応できる能
力と態度を育てる。

企業活動の基礎
　雇用
　企業倫理
ビジネスと売買取引

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○

定期考査
○ ○

○ ○ 1

ビジネスに関する知識と技術を習
得させ、ビジネスの意義や役割を
理解させる。流通を中心としたビ
ジネス活動に適切に対応できる能
力と態度を育てる。

企業活動の基礎
　ビジネスと企業
　資金調達
　企業活動と税

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

○ ○ 1

1

２

学

期

ビジネスに関する知識と技術を習
得させ、ビジネスの意義や役割を
理解させる。流通を中心としたビ
ジネス活動に適切に対応できる能
力と態度を育てる。

小売業
　卸売業者
　物流業者
　金融業　情報通信業

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 11

定期考査

定期考査
○ ○

13

定期考査

ビジネスに関する知識と技術を習
得させ、ビジネスの意義や役割を
理解させる。流通を中心としたビ
ジネス活動に適切に対応できる能
力と態度を育てる。

　社会の変化とビジネスの発展
　流通活動と流通

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

6

ビジネスに関する知識と技術を習
得させ、ビジネスの意義や役割を
理解させる。流通を中心としたビ
ジネス活動に適切に対応できる能
力と態度を育てる。

ものの生産者
　サービスの生産者

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 7

ビジネスに関する知識と技術を習
得させ、ビジネスの意義や役割を
理解させる。流通を中心としたビ
ジネス活動に適切に対応できる能
力と態度を育てる。

ビジネスの担い手
　ものの生産者

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

ビジネスに関する知識と技術を習
得させ、ビジネスの意義や役割を
理解させる。流通を中心としたビ
ジネス活動に適切に対応できる能
力と態度を育てる。

経済と流通の基礎
　経済のしくみとビジネス

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

定期考査
○ ○ 1

ビジネス基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ビジネスに関する基礎的・基本的な技術を身に
付け、ビジネスの諸活動への適切な対応を合理
的に計画し、その技術を適切に活用している。

ビジネスの諸活動への適切な対応を目指して
思考を深め、基礎的・基本的な知識と技術を
基に、ビジネスの諸活動に携わる者として適
切に判断し、表現する創造的な能力を身に付
けている。

ビジネスについて関心をもち、ビジネスの諸
活動への適切な対応を目指して主体的に取り
組もうとするとともに、経済社会の一員とし
ての望ましい心構えや実践的な態度を身に付
けている。

ビジネス基礎　新訂版　（実教出版）

商業

【 知　識　及　び　技　能 】ビジネスに関する基礎的・基本的な技術を身に付け、ビジネスの諸活動への適切な対応を合理的に計画し、その技術を適切に活用している。

ビジネスの諸活動への適切な対応を目指して思考を深め、基礎的・基本的な知識と技術を基に、ビジネスの諸活動に携わる者として適切に判断し、表現する創造的な能力を身に付けている。

ビジネスについて関心をもち、ビジネスの諸活動への適切な対応を目指して主体的に取り組もうとするとともに、経済社会の一員としての望ましい心構えや実践的な態度を身に付けている。

（　野村　）

商業 ビジネス基礎
商業 ビジネス基礎 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

合計

70

○ 8

全国経理教育協会主催、簿記能力
検定試験２級（工業簿記）の合格
を目指す。

・全経簿記検定受検にむけた学習
　過去問題演習

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 9

３

学

期

全国経理教育協会主催、簿記能力
検定試験２級（工業簿記）の合格
を目指す。

・全経簿記検定受検にむけた学習
　過去問題演習

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○

定期考査
○ ○

○ ○ 1

全国経理教育協会主催、簿記能力
検定試験２級（工業簿記）の合格
を目指す。

・製品の完成・販売と決算
　製品の完成と販売
　本社・工場会計
　製造業の決算

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

○ ○ 1

1

２

学

期

製造業における原価計算と工業簿
記に関する知識と技術を習得さ
せ、理解を深めさせる。原価の概
念に対する理解を深め、原価計算
から得られる情報を活用する能力
と態度を育てる。

・製品の完成・販売と決算
　製品の完成と販売
　本社・工場会計
　製造業の決算

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 11

定期考査

定期考査
○ ○

13

定期考査

製造業における原価計算と工業簿
記に関する知識と技術を習得さ
せ、理解を深めさせる。原価の概
念に対する理解を深め、原価計算
から得られる情報を活用する能力
と態度を育てる。

・工業簿記と原価計算
　製造業における簿記と原価計算
　原価と原価計算
　製造業における簿記と特色と仕組み
　
・原価の費目別計算
　材料費の計算と記帳
　労務費の計算と記帳
　経費の記帳と記帳

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

6

全国経理教育協会主催、簿記能力
検定試験２級（工業簿記）の合格
を目指す。

・原価の部門別計算と製品別計算
　個別原価計算
　原価の部門別計算
　総合原価計算
　工程別総合原価計算

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 7

全国経理教育協会主催、簿記能力
検定試験２級（工業簿記）の合格
を目指す。

・原価の部門別計算と製品別計算
　個別原価計算
　原価の部門別計算
　総合原価計算
　工程別総合原価計算

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

製造業における原価計算と工業簿
記に関する知識と技術を習得さ
せ、理解を深めさせる。原価の概
念に対する理解を深め、原価計算
から得られる情報を活用する能力
と態度を育てる。

・日商簿記検定３級受験にむけた学習

・工業簿記と原価計算
　製造業における簿記と原価計算
　原価と原価計算

・模擬試験の結果
・授業への積極的参加
・提出物
・出席状況

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

定期考査
○ ○ 1

簿記検定

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

原価計算と工業簿記に関する基礎的・基本的な
技術を身につけ、製造業における諸活動を計数
的に把握し、適切に処理できているかどうか。

個別原価計算・総合原価計算・標準原価計
算・直接原価計算のそれぞれの特徴と適用さ
れる生産形態について自ら思考を深め、知識
や技術を活用して適切な判断を行い、その成
果を的確に表現できているかどうか。

工業簿記に関心を持ち、その知識と技術の習
得と理解を深めることに意欲的に取り組んで
いるかどうか。

原価計算　（実教）

商業

【 知　識　及　び　技　能 】原価計算と工業簿記に関する基礎的・基本的な技術を身につけ、製造業における諸活動を計数的に把握し、適切に処理できているかどうか。

個別原価計算・総合原価計算・標準原価計算・直接原価計算のそれぞれの特徴と適用される生産形態について自ら思考を深め、知識や技術を活用して適切な判断を行い、その成果を的確に表現できているかどうか。

工業簿記に関心を持ち、その知識と技術の習得と理解を深めることに意欲的に取り組んでいるかどうか。

（　野村　）

商業 簿記検定
商業 簿記検定 2



年間授業計画　

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 （農林科生は時間外1単位もあり）

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

B 草花分野
【知識及び技能】
草花栽培の基礎的な知識と技術を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
花き生産の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱かせる。

　
　草花の装飾
　草花栽培のまとめ

〇 〇 〇 6

３

学

期

A 野菜分野
【知識及び技能】
野菜栽培の基礎的な知識と技術を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
野菜生産の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱かせる。

　
　培養土づくり
　野菜、年間のまとめ

〇 〇 〇

C 畜産分野
【知識及び技能】
家畜飼育の基礎的な知識と技術を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
畜産業の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱かせる。

　
　家畜の飼育管理実習
　生産加工実習
　衛生管理実習
　畜産経営の改善実習

〇 〇 〇 6

定期考査
　　（筆記および実物鑑定） 〇 〇 2

2

8

B 草花分野
【知識及び技能】
草花栽培の基礎的な知識と技術を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
花き生産の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱かせる。

　
　秋まきの草花栽培
　草花の利用
　学校祭に向けての準備
　球根植物

〇 〇 〇 8

4

8

C 畜産分野
【知識及び技能】
家畜飼育の基礎的な知識と技術を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
畜産業の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱かせる。

　
　家畜の飼育管理実習
　生産加工実習
　衛生管理実習
　畜産経営の改善実習

○ ○ ○ 8

２

学

期

A 野菜分野
【知識及び技能】
野菜栽培の基礎的な知識と技術を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
野菜生産の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱かせる。

　
　野菜の生育と栽培管理について
　トマト、キュウリの手入れと収穫

〇 〇 〇

C 畜産分野
【知識及び技能】
家畜飼育の基礎的な知識と技術を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
畜産業の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱かせる。

　
　家畜の飼育管理実習
　生産加工実習
　衛生管理実習
　畜産経営の改善実習

〇 〇 〇 8

定期考査
　　（筆記および実物鑑定） ○ ○

　オリエンテーション 　農場案内、安全管理等説明

【知識・技能】
十分に農業の専門的な知識と
器具・機器の使用方法などの
技術を十分に理解して活用
し、新たな知識と技術の習得
を目指して学習に取り組んで
いる。

【思考・判断・表現】
十分に農業に関する課題に興
味をもち、積極的に解決しよ
うとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
中心となって主体的・協働的
に学習に取り組み、科学的根
拠に基づく自分の意見を持と
うとしている。

〇 〇 〇

8

○１

学

期

A 野菜分野
【知識及び技能】
野菜栽培の基礎的な知識と技術を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
野菜生産の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱かせる。

　野菜の種類
　野菜の生育と栽培管理
　播種、マルチング
　歩行型トラクターの操作
　野菜の収穫

○ ○ ○

B 草花分野
【知識及び技能】
草花栽培の基礎的な知識と技術を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
花き生産の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱かせる。

　草花栽培の基礎
　宿根草の栽培
　観葉植物の栽培
　草花の利用

○ ○

定期考査
　　（筆記および実物鑑定） ○ ○ 2

農業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。

木村 佐藤 梅田

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

総合実習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技
術を身に付けるようにする。

農業の各分野に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わ
る者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。
 
 

農業の各分野について基礎的な知識と技術を実
際に活用できるよう自ら学び，農業の振興や社
会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。
 
 

態
配当
時数

農業 総合実習
農業 総合実習 2

なし

農業

【 知　識　及　び　技　能 】農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

140

○ 52

３

学

期

課題への探究学習
【知識及び技能】
　農業と環境に関する知識を応用
して理論的な研究を実践し、得ら
れた結果から、農業生産や環境創
造に関する専門的な考察する。
【思考力、判断力、表現力等】
主体的に実験実習予定を計画し、
実践することができる。また、自
己で効率的な行動がとれるように
思考・判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
研究テーマに対し、主体的に問題
を解決しようとしていること。問
題解決をするために自ら調査を
し、より合理的に研究に取り組
む。

・研究テーマの決定
・テーマに沿った実習の実施
・結果を基にPDCAを取り入れた実
習の実施
・研究発表会

課題への探究学習
【知識及び技能】
　農業と環境に関する知識を応用して理論的な研究
を実践し、得られた結果から、農業生産や環境創造
に関する専門的な考察をすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
主体的に実験実習予定を計画し、実践することがで
きる。また、自己で効率的な行動がとれるように思
考・判断することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
研究テーマに対し、主体的に問題を解決しようとし
ていること。問題解決をするために自ら調査をし、
より合理的に研究に取り組むことができる。

○ ○ ○

36

２

学

期

課題への探究学習
【知識及び技能】
　農業と環境に関する知識を応用
して理論的な研究を実践し、得ら
れた結果から、農業生産や環境創
造に関する専門的な考察する。
【思考力、判断力、表現力等】
主体的に実験実習予定を計画し、
実践することができる。また、自
己で効率的な行動がとれるように
思考・判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
研究テーマに対し、主体的に問題
を解決しようとしていること。問
題解決をするために自ら調査を
し、より合理的に研究に取り組
む。

・研究テーマの決定
・テーマに沿った実習の実施
・結果を基にPDCAを取り入れた実
習の実施
・中間ポスター作成

課題への探究学習
【知識及び技能】
　農業と環境に関する知識を応用して理論的な研究
を実践し、得られた結果から、農業生産や環境創造
に関する専門的な考察をすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
主体的に実験実習予定を計画し、実践することがで
きる。また、自己で効率的な行動がとれるように思
考・判断することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
研究テーマに対し、主体的に問題を解決しようとし
ていること。問題解決をするために自ら調査をし、
より合理的に研究に取り組むことができる。

○ ○

態
配当
時数

１

学

期

課題への探究学習
【知識及び技能】
　農業と環境に関する知識を応用
して理論的な研究を実践し、得ら
れた結果から、農業生産や環境創
造に関する専門的な考察する。
【思考力、判断力、表現力等】
主体的に実験実習予定を計画し、
実践することができる。また、自
己で効率的な行動がとれるように
思考・判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
研究テーマに対し、主体的に問題
を解決しようとしていること。問
題解決をするために自ら調査を
し、より合理的に研究に取り組
む。

・研究テーマの決定
・テーマに沿った実習の実施
・結果を基にPDCAを取り入れた実
習の実施

課題への探究学習
【知識及び技能】
　農業と環境に関する知識を応用して理論的な研究
を実践し、得られた結果から、農業生産や環境創造
に関する専門的な考察をすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
主体的に実験実習予定を計画し、実践することがで
きる。また、自己で効率的な行動がとれるように思
考・判断することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
研究テーマに対し、主体的に問題を解決しようとし
ていること。問題解決をするために自ら調査をし、
より合理的に研究に取り組むことができる。

○ ○ ○ 52

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

農業の各分野について体系的・系統的に理解す
るとともに、相互に関連付けられた技術を身に
付けるようにする。

農業に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に
携わる者として解決策を探求し、科学的な根拠基づ
いて創造的に解決する力を養う。

課題を解決する力の向上を目指し自ら学び、農
業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的にと取
り組む態度を養う。

課題研究

（木村　土屋　佐藤）

農業

【 知　識　及　び　技　能 】  農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

 農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

農業 課題研究
農業 課題研究 4



年間授業計画　

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 18

合計

70

３

学

期

「葉菜類の栽培②」
【知識及び技能】
　葉菜類の栽培について理解すると
ともに、栽培技術を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　葉菜類の栽培に関する課題を発見
し、合理的かつ創造的に解決する力
を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】
　葉菜類の栽培の情報や技術の収集
につて自ら学び主体的かつ協働的に
取り組む態度を身に付けている。

【指導事項】
①～②プロジェクト学習評価・反
省
③～④プロジェクト課題再設定
⑤～⑥プロジェクト学習計画
【教材】
①実教出版「農業と環境」
②タブレットを活用し、繁殖手
順、育苗等の記録する。

【知識・技能】
①プロジェクト学習の意義を理解している。
（レポート）
②プロジェクト学習の進め方を理解してい
る。（レポート）
③実習場面において適切な道具・資材を選定
し、使用することができる。（観察）
④実習場面に合った、道具・資材の扱い方を
説明できる。（レポート）
⑤各指導事項の内容を理解している。（考
査）
【思考・判断・表現】
①プロジェクト学習の栽培記録をまとめ、そ
の結果をもとに考察し、自分の考えを表現す
ることができる。（ワークシート・レポー
ト）
【主体的に学習に取り組む態度】
①プロジェクト学習に関心をもち、積極的に
実習に参加している。（観察）
②プロジェクト学習に関心をもち、積極的に
情報を取集してレポートに記述している。
（レポート）
③プロジェクト学習に関心をもち、栽培記録
をタブレットを活用して記録している。（レ
ポート）

○

態
配当
時数

〇 〇 〇 26

【知識・技術】
①本時の学びについて理解している（レポート、課題、考
査）
②実習場面において適切な道具・資材を選定し、使用するこ
とができる。（観察）
③実習場面に合った、道具・資材の扱い方を説明できる。
（レポート）
④各指導事項の内容を理解している。（考査）
【思考・判断・表現】
①わかりやすくまとめることができ、説明できる。（レポー
ト、課題、考査）
②課題を発見し、情報収集して解決することができる。（レ
ポート、課題）
③まとめた結果をもとに考察し、自分の考えを表現すること
ができる。（レポート・課題）
【主体的に学習に取り組む態度】
①積極的に実習に参加している。（観察）
②課題について関心をもち、積極的に情報を取集して記述し
ている。（レポート、課題）
③実習記録をタブレットを活用して記録している。（レポー
ト）

○

評価規準 知 思

農業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

栽培と環境

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，農業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

栽培と環境について体系的・系統的に理解する
とともに，関連する技術を身に付けるようにす
る。

栽培と環境に関する課題を発見し，動物の飼育
や環境に携わる者として合理的かつ創造的に解
決する力を養う。
 
 

栽培と環境ついて基礎的な知識と技術を実際に
活用できるよう自ら学び，農業の振興や社会貢
献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。
 
 

２

学

期

【知識及び技能】
　栽培環境について理解するととも
に、管理技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　栽培環境に関する課題を発見し、
合理的かつ創造的に解決する力を身
に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】
　栽培環境の情報や技術の収集につ
て自ら学び主体的かつ協働的に取り
組む態度を身に付けている。

【指導事項】
①土壌の役割
②土壌の機能
③土壌中の窒素動態
④土壌肥沃度の管理
⑤土壌の管理と改良
⑥農地の生物群集
⑦害虫害と病害その防除
⑧雑草害・鳥獣害とその防除
⑨農薬とその使用方法
⑩総合的有害生物管理
【教材】
①実教出版「栽培と環境」
②タブレットを活用。

【知識・技術】
①本時の学びについて理解している（レポート、課題、考査）
②実習場面において適切な道具・資材を選定し、使用することができる。（観
察）
③実習場面に合った、道具・資材の扱い方を説明できる。（レポート）
④各指導事項の内容を理解している。（考査）
【思考・判断・表現】
①わかりやすくまとめることができ、説明できる。（レポート、課題、考査）
②課題を発見し、情報収集して解決することができる。（レポート、課題）
③まとめた結果をもとに考察し、自分の考えを表現することができる。（レポー
ト・課題）
【主体的に学習に取り組む態度】
①積極的に実習に参加している。（観察）
②課題について関心をもち、積極的に情報を取集して記述している。（レポー
ト、課題）
③実習記録をタブレットを活用して記録している。（レポート）

○ ○ 26

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

1

学

期

【知識及び技能】
　栽培植物の発育・生理と栽培技術
について理解するとともに、栽培技
術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　栽培植物の発育・生理と栽培技術
に関する課題を発見し、合理的かつ
創造的に解決する力を身に付けてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　栽培植物の発育・生理と栽培技術
の情報や技術の収集につて自ら学び
主体的かつ協働的に取り

【指導事項】
①作物の種類と特徴
②作物の一生
③播種と土壌実験
④作物の発育と成長の調節
⑤育苗と肥料実験
⑥作物体内の生理作用
⑦作物の成熟と老化
⑧栽培技術
【教材】
①実教出版「栽培と環境」
②タブレットを活用。

実教出版「栽培と環境」

農業

【 知　識　及　び　技　能 】農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

木村

農業 栽培と環境
農業 栽培と環境 2



年間授業計画　

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

〇 26

３

学

期

・飼育と環境とそれらの生育環境を
多面的・科学的に考察し、諸課題を
整理し、解決に向けた具体的な取組
を考え、発表により表現できる。

　・・アニマルウェルフェアを考
慮した実践

【知識及び技能】
　飼育と環境について体系的・系統的に理解す
るとともに，関連する技術を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
飼育と環境に関する課題を発見し，動物の飼育
や環境に携わる者として合理的かつ創造的に解
決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
飼育と環境ついて基礎的な知識と技術を実際に
活用できるよう自ら学び，農業の振興や社会貢
献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。
 
 
　

○ ○ ○ 18

２

学

期

・導入動物の特性や管理、及び生育に影響を及
ぼす環境要因について科学的に捉え、主体的に
学ぶ意欲と態度を身につける。

・導入動物とそれらの生育環境を多面的・科学
的に考察し、諸課題を整理し、解決に向けた具
体的な取組を考え、発表により表現できる。

・アニマルウェルフェアを考慮した飼育環境・
管理に関する基礎的な知識を身につけるととも
に、技術の仕組みを理解する。

「生態を考慮した飼育環境につい
て」
　・導入動物の生態の理解
　・導入動物の飼育環境の改善
　・導入動物についての発表
　・アニマルウェルフェアについ
て

【知識及び技能】
　飼育と環境について体系的・系統的に理解するとともに，
関連する技術を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
飼育と環境に関する課題を発見し，動物の飼育や環境に携わ
る者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
飼育と環境ついて基礎的な知識と技術を実際に活用できるよ
う自ら学び，農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。
 
 
　

〇 〇

態
配当
時数

1

学

期

・飼育と環境に興味関心を持つ。

・飼育動物の特性や管理、及び生育
に影響を及ぼす環境要因について科
学的に捉え、主体的に学ぶ意欲と態
度を身につける。

・飼育環境とそれらの生育環境を多
面的・科学的に考察し、諸課題を整
理し、解決に向けた具体的な取組を
考え、発表により表現できる。

・動物の特性や生育環境・管理に関
する基礎的な知識を身につけるとと
もに、技術の仕組みを理解する。

「飼育動物について」
　・飼育動物の分類
　・飼育管理について
　・飼育環境の整備
　・飼育動物の生態について
　

【知識及び技能】
　飼育と環境について体系的・系統的に理解す
るとともに，関連する技術を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
飼育と環境に関する課題を発見し，動物の飼育
や環境に携わる者として合理的かつ創造的に解
決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
飼育と環境ついて基礎的な知識と技術を実際に
活用できるよう自ら学び，農業の振興や社会貢
献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。
 
 
　

○ ○ ○ 26

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

飼育と環境

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

飼育と環境について体系的・系統的に理解する
とともに，関連する技術を身に付けるようにす
る。

飼育と環境に関する課題を発見し，動物の飼育
や環境に携わる者として合理的かつ創造的に解
決する力を養う。
 
 

飼育と環境ついて基礎的な知識と技術を実際に
活用できるよう自ら学び，農業の振興や社会貢
献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。
 
 

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，農業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

土屋　

海文堂出版「飼育と環境」

農業

【 知　識　及　び　技　能 】農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

農業 飼育と環境
農業 飼育と環境 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２

学

期

 

合計

70

26

３

学

期

・地域資源活用の意義と役割について
理解するとともに，関連する技術を身
に付けさせる。

・地域資源活用の意義と役割に関する
課題を発見、科学的な根拠に基づいて
創造的に解決する力を身に付けさせ
る。

・地域資源活用の意義と役割について
自ら学び，主体的かつ協働的に取り組
むことができる。

⑷地域資源の価値と活用
ア　観光への活用
イ　商品開発への活用

【知識・技能】
地域資源活用の意義と役割について理解する
とともに，関連する技術を身に付けようとし
ている。

【思考・判断・表現】
地域資源活用の意義と役割に関する課題を発
見、科学的な根拠に基づいて創造的に解決し
ようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
地域資源活用の意義と役割について自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 18

・地域資源活用の意義と役割について
理解するとともに，関連する技術を身
に付けさせる。

・地域資源活用の意義と役割に関する
課題を発見、科学的な根拠に基づいて
創造的に解決する力を身に付けさせ
る。

・地域資源活用の意義と役割について
自ら学び，主体的かつ協働的に取り組
むことができる。

⑶地域資源活用の意義と役割
ア　地域資源の魅力と価値
イ　地域振興に向けた施策と取組
ウ　異業種連携と商品価値の創造

【知識・技能】
地域資源活用の意義と役割について理解する
とともに，関連する技術を身に付けようとし
ている。

【思考・判断・表現】
地域資源活用の意義と役割に関する課題を発
見、科学的な根拠に基づいて創造的に解決し
ようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
地域資源活用の意義と役割について自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

・農山村社会の変化と地域振興につい
て理解するとともに，関連する技術を
身に付けさせる。

・農山村社会の変化と地域振興に関す
る課題を発見し，科学的な根拠に基づ
いて創造的に解決する力を身に付けさ
せる。

・農山村社会の変化と地域振興につい
て自ら学び，主体的かつ協働的に取り
組むことができる。

⑵農山村社会の変化と地域振興
ア農山村社会の現状と変化
イ地域活性化に向けた施策・取組

【知識・技能】
農山村社会の変化と地域振興について理解す
るとともに，関連する技術を身に付けようと
している。

【思考・判断・表現】
農山村社会の変化と地域振興に関する課題を
発見し，科学的な根拠に基づいて創造的に解
決しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
農山村社会の変化と地域振興について自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

・地域資源活用に関するプロジェクト
学習について理解するとともに、関連
する技術を身に付けさせる。

・地域資源活用に関するプロジェクト
学習に関する課題を発見し、科学的な
根拠に基づいて創造的に解決する力を
身に付けさせる。

・地域資源活用に関するプロジェクト
学習について自ら学び、主体的かつ協
働的に取り組むことが出来る。

⑴「地域資源とプロジェクト学
習」
ア：地域資源活用に関するプロ
ジェクト学習の意義
イ：プロジェクト学習の進め方

【知識・技能】
地域資源活用に関するプロジェクト学習につ
いて理解するとともに、関連する技術を身に
付けようとしている。

【思考・判断・表現】
地域資源活用に関するプロジェクト学習に関
する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて
創造的に解決しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
地域資源活用に関するプロジェクト学習につ
いて自ら学び、主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

○ ○ ○

26

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

地域資源活用

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地域資源の活用について体系的・系統的に理解す
るとともに、関連する技術を身に付けるようにす
る。

地域資源の活用に関する課題を発見し、農業や
農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造
的に解決する力を養う。

地域資源の活用について新たな価値の創造に寄与
できるよう自ら学び、農業の振興や社会貢献に主
体的かつ協働的に取り組む態度を養う。
 
 

地域資源の活用について新たな価値の創造に寄与できるよう自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

佐藤

実教出版　地域資源活用

農業

【 知　識　及　び　技　能 】 地域資源の活用について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

地域資源の活用に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解決する力を
養う。

農業 地域資源活用
農業 地域資源活用 2



年間授業計画　

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

〇 26

３

学

期

・プロジェクト学習の実践を行った結
果を踏まえて、交流活動を実施し、成
果を公表する。

・圃場分析と採食量調査
・交流活動の立案
・成果発表のポスター制作

【知識及び技能】
　生物活用について体系的・系統的に理解する
とともに，関連する技術を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物活用に関する課題を発見し，農業に携わ
る者として合理的かつ創造的に解決する力を養
う。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物活用について基礎的な知識と技術を実際
に活用できるよう自ら学び，農業の振興や社会
貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。
 
 
　 ○ ○ ○ 18

２

学

期

・草地管理及び動物の飼育と活用につ
いて理解する。
・プロジェクト学習の実践を行う。

・草地管理と放牧
・羊の飼養と放牧
・採食調査と嗜好性調査

【知識及び技能】
　生物活用について体系的・系統的に理解する
とともに，関連する技術を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物活用に関する課題を発見し，農業に携わ
る者として合理的かつ創造的に解決する力を養
う。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物活用について基礎的な知識と技術を実際
に活用できるよう自ら学び，農業の振興や社会
貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。
 
 

〇 〇

態
配当
時数

1

学

期

・生物活用の意義と役割を理解すると
ともに、プロジェクト学習の進め方と
適切な課題設定を行う。
・プロジェクト学習の実践を行う。

・生物活用の意義と役割
・生物活用とプロジェクト学習
・羊の飼養と放牧

【知識及び技能】
　生物活用について体系的・系統的に理解する
とともに，関連する技術を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物活用に関する課題を発見し，農業に携わ
る者として合理的かつ創造的に解決する力を養
う。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物活用について基礎的な知識と技術を実際
に活用できるよう自ら学び，農業の振興や社会
貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。
 
 
　

○ ○ ○ 26

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

生物活用

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

園芸作物や家畜等の活用に必要な知識を身に付
けるとともにそれらに必要となる技術を習得す
る。また、園芸作物や家畜等の利用方法を身に
付ける。

生物活用を多面的に考察し、環境に及ぼす影響
等を適切に判断する。また、今後の地域等との
かかわりについて判断する能力を身に付ける。

生物活用に興味・関心をもち、生物と活用の相
互関係から総合的・体系的に理解する意欲と態
度を身に付ける。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，農業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

梅田　成治

『生物活用』実教出版

農業

【 知　識　及　び　技　能 】 農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

農業 生物活用
農業 生物活用 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 1

３

学

期

生活支援サービスと介護の実習
【知識及び技能】
生活支援サービスと介護の実習につ
いて理解するとともに、関連する技
術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
生活支援サービスと介護の実習につ
いて課題を発見し、合理的かつ創造
的に解決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
生活支援サービスと介護の実習につ
いて自ら学び、主体的かつ協働的に
取り組むこと。

・聴覚障害理解と手話
・視覚障害者の生活理解と点字
・施設実習（障害者センター）

【知識及び技能】
生活支援サービスと介護の実習について理解する
とともに、関連する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
生活支援サービスと介護の実習について課題を発
見し、合理的かつ創造的に解決している。
【学びに向かう力、人間性等】
生活支援サービスと介護の実習について自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○

8

定期考査
○ ○ 1

生活支援サービスと介護の実習【知
識及び技能】
生活支援サービスと介護の実習につ
いて理解するとともに、関連する技
術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
生活支援サービスと介護の実習につ
いて課題を発見し、合理的かつ創造
的に解決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
生活支援サービスと介護の実習につ
いて自ら学び、主体的かつ協働的に
取り組むこと。

・入浴と清潔
・発達障害理解と対策
・インクルーシブ教育
・介護実習（着替え・食事）
・視覚障害者の生活理解と点字
・施設実習（デイサービスセン
ター）

【知識及び技能】
生活支援サービスと介護の実習について理解すると
ともに、関連する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
生活支援サービスと介護の実習について課題を発見
し、合理的かつ創造的に解決している。
【学びに向かう力、人間性等】
生活支援サービスと介護の実習について自ら学び、
主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

○ 17

定期考査

9

1

２

学

期

高齢者や障害者の自立生活支援と介護
【知識及び技能】
高齢者や障害者の自立生活支援と介護につ
いて理解するとともに、関連する技術を身
に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
高齢者や障害者の自立生活支援と介護につ
いて課題を発見し、合理的かつ創造的に解
決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
高齢者や障害者の自立生活支援と介護につ
いて自ら学び、主体的かつ協働的に取り組
むこと。

・入浴と清潔
・発達障害理解と対策
・インクルーシブ教育
・介護実習（着替え・食事）
・視覚障害者の生活理解と点字
・施設実習（デイサービスセン
ター）

【知識及び技能】
高齢者や障害者の自立生活支援と介護について理
解するとともに、関連する技術を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
高齢者や障害者の自立生活支援と介護について課
題を発見し、合理的かつ創造的に解決している。
【学びに向かう力、人間性等】
高齢者や障害者の自立生活支援と介護について自
ら学び、主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 8

高齢者・障害者福祉の制度とサービス
【知識及び技能】
高齢者・障害者福祉の制度とサービスにつ
いて理解するとともに、関連する技術を身
に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
高齢者・障害者福祉の制度とサービスにつ
いて課題を発見し、合理的かつ創造的に解
決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
高齢者・障害者福祉の制度とサービスにつ
いて自ら学び、主体的かつ協働的に取り組
むこと。

定期考査
○ ○

高齢者理解・障害者理解
【知識及び技能】
高齢者理解・障害者理解について理
解するとともに、関連する技術を身
に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
高齢者理解・障害者理解について課
題を発見し、合理的かつ創造的に解
決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
高齢者理解・障害者理解について自
ら学び、主体的かつ協働的に取り組
むこと。

・高齢者とは
・ベッドメイキング
・体位変換とボディメカニクス
・車いす
・視覚障害者の生活理解と点字
・施設実習（特別養護老人ホー
ム）

【知識及び技能】
高齢者理解・障害者理解について理解するととも
に、関連する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
高齢者理解・障害者理解について課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決している。
【学びに向かう力、人間性等】
高齢者理解・障害者理解について自ら学び、主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

・入浴と清潔
・発達障害理解と対策
・インクルーシブ教育
・介護実習（着替え・食事）
・視覚障害者の生活理解と点字
・施設実習（デイサービスセン
ター）

【知識及び技能】
高齢者・障害者福祉の制度とサービスについて理解
するとともに、関連する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
高齢者・障害者福祉の制度とサービスについて課題
を発見し、合理的かつ創造的に解決している。
【学びに向かう力、人間性等】
高齢者・障害者福祉の制度とサービスについて自ら
学び、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

健康と生活
【知識及び技能】
健康と生活について理解するととも
に、関連する技術を身に付けるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
健康と生活について課題を発見し、
合理的かつ創造的に解決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
健康と生活について自ら学び、主体
的かつ協働的に取り組むこと。

・高齢者とは
・ベッドメイキング
・体位変換とボディメカニクス
・車いす
・視覚障害者の生活理解と点字
・施設実習（特別養護老人ホー
ム）

【知識及び技能】
健康と生活について理解するとともに、関連する
技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
健康と生活について課題を発見し、合理的かつ創
造的に解決している。
【学びに向かう力、人間性等】
健康と生活について自ら学び、主体的かつ協働的
に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

9

高齢者や障害者の自立生活支援と介
護
【知識及び技能】
高齢者や障害者の自立生活支援と介
護について理解するとともに、関連
する技術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
高齢者や障害者の自立生活支援と介
護について課題を発見し、合理的か
つ創造的に解決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
高齢者や障害者の自立生活支援と介
護について自ら学び、主体的かつ協
働的に取り組むこと。

・高齢者とは
・ベッドメイキング
・体位変換とボディメカニクス
・車いす
・視覚障害者の生活理解と点字
・施設実習（特別養護老人ホー
ム）

【知識及び技能】
高齢者や障害者の自立生活支援と介護について理解
するとともに、関連する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
高齢者や障害者の自立生活支援と介護について課題
を発見し、合理的かつ創造的に解決している。
【学びに向かう力、人間性等】
高齢者や障害者の自立生活支援と介護について自ら
学び、主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 8

生活と福祉

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高齢者福祉に関する法規や制度・サービスにつ
いて理解させ，介護予防の考え方にもとづき，
自立生活支援と介護に関する基礎的な知識と技
術を身につける。

高齢期にいたるまでの健康づくりについて考えさせ
るとともに，ライフステージごとの健康管理につい
て，具体的な事例を通して理解する。

地域の高齢者の生活に関心をもち，高齢者
と積極的にかかわり，適切な生活支援や介護
ができたり，福祉の充実，向上をめざしたり
することのできる能力と実践的な態度
を身につける。

なし

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに、それらにかかる技能を身
に着けるようにする。
家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価･改善し、考察したことを根拠に基
づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。

さまざまな人々と協働し、よりより社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活を主体的に創
造しようとするする実践的な態度を養う。

（１組：大村　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

家庭 生活と福祉
家庭 生活と福祉 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・筆記試験
・実技試験

〇 〇

1

合計

70

2

３

学

期

・被服材料に適したファッション
造形の知識・技能の習得。
・造形上の課題を合理的に解決で
きる。
・ファッション造形の課題解決能
力を高める。

立体構成の被服製作
（裏つきベストの製作）

【知識・技能】
上半身を覆う衣服の構成と動作への適応につ
いて理解している。
被服材料に関する知識を身につけ、その知識
に基づいてファッション造形できる技術を習
得している。
【思考・判断・表現】
既習の縫製技術を適切に活用し、個人の創
意・工夫で造形上の課題を合理的に解決でき
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
被服製作の技能向上に向け、主体的に取り組
んでいる。
創造性豊かな作品の製作を目指して自ら学
び、ファッションの造形の課題解決に向けて
意欲的である。

○ ○ ○ 17

定期考査

定期考査 ・実技試験
○ ○

立体構成の被服製作
（裏つきベストの製作）

【知識・技能】
上半身を覆う衣服の構成と動作への適応につ
いて理解している。
被服材料に関する知識を身につけ、その知識
に基づいてファッション造形できる技術を習
得している。
【思考・判断・表現】
既習の縫製技術を適切に活用し、個人の創
意・工夫で造形上の課題を合理的に解決でき
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
被服製作の技能向上に向け、主体的に取り組
んでいる。
創造性豊かな作品の製作を目指して自ら学
び、ファッションの造形の課題解決に向けて
意欲的である。

○ 〇 ○ 14

2

２

学

期

・着用目的と動作を理解した上で
衣服を構成する技術を身につけ
る。
・縫製技術を適宜判断の上活用し
造形上の課題を合理的に解決でき
る力を養う。
・技能向上に向け意欲的であり、
ファッション造形に主体的に取り
組む態度を養う。

立体構成の被服製作
（ストレートパンツの製作）

【知識・技能】
下半身を覆う衣服の構成と動作への適応につ
いて理解している。
着用目的を実現するデザインと製作技術を習
得している。
【思考・判断・表現】
既習の縫製技術を適切に活用し、個人の創
意・工夫で造形上の課題を合理的に解決でき
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
被服製作の技能向上に向け、意欲的に取り組
んでいる。
創造性豊かな作品の製作を目指して自ら学
び、ファッションの造形に主体的に取り組ん
でいる。

○ ○ ○ 10

・被服材料に適したファッション
造形の知識・技能の習得。
・造形上の課題を合理的に解決す
る力を養う。
・ファッション造形の課題解決能
力を高める。

定期考査 ・筆記試験
・実技試験 ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

・着用目的と動作を理解した上で
衣服を構成する技術を身につけ
る。
・縫製技術を適宜判断の上活用し
造形上の課題を合理的に解決でき
る力を養う。
・技能向上に向け意欲的であり、
ファッション造形に主体的に取り
組む態度を養う。

立体構成の被服製作
（ストレートパンツの製作）

【知識・技能】
下半身を覆う衣服の構成と動作への適応につ
いて理解している。
着用目的を実現するデザインと製作技術を習
得している。
【思考・判断・表現】
既習の縫製技術を適切に活用し、個人の創
意・工夫で造形上の課題を合理的に解決でき
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
被服製作の技能向上に向け、意欲的に取り組
んでいる。
創造性豊かな作品の製作を目指して自ら学
び、ファッションの造形に主体的に取り組ん
でいる。

○ ○ ○ 24

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

ファッション造形

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

デザインや着用目的に応じたより高度なファッ
ション造形について体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身に付けるようにす
る。

ファッション造形に関する課題を発見し、
ファッション製品の製作を担う職業人として
合理的かつ創造的に解決する力を養う。

衣生活の充実向上と創造性豊かな作品の製作
を目指して自ら学び、ファッションの造形に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、生活の質の向上と社会の発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

（1組：坂本）

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

生活産業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

家庭 ファッション造形

家庭 ファッション造形 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

105

〇 〇 3

定期考査 筆記試験
実技試験

〇 〇

2

〇 16

・大量調理に当たっての留意事項
を理解させる。
・大量調理を円滑に運営する上で
必要な食品管理、調理作業管理に
ついて理解させると共に、自覚と
責任を養う。

大量調理 【知識・技能】大量調理の管理運営や調理に
あたる技能を身につけている。
【思考・判断・表現】大量調理運営を円滑に
行うため、課題を解決する力を身につけてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】大量調理担
当者としての自覚と責任をもって、意欲的に
大量調理に取組む態度を身につけている。

〇 〇 〇 6

・日本料理、西洋料理、中国料
理、その他の料理について、代表
的な料理の特徴と献立構成の基本
を理解させる。
・目的や条件に応じた献立作成と
調理ができるようにする。
・様式別の食事提供ができる力を
養う。

様式別の献立と調理 【知識・技能】様式別料理の特徴を理解し、
献立作成と調理の技能を身につけている。
【思考・判断・表現】目的や条件に応じて献
立作成を工夫し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】様式別料理
の特徴を理解した上で、食文化を伝承し創造
していくことに意欲的である。

〇 〇

・料理を提供する上では、食事環
境とサービスが重要であることを
理解させ、サービスの向上を図る
態度を養う。

食事環境とサービス 【知識・技能】料理を提供する上で必要な知
識技能を身につけている。
【思考・判断・表現】料理を提供するTPOに
合わせて、食事環境とサービスについて工夫
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】食生活の充
実向上に、意欲的、実践的な態度である。

〇

〇 12

定期考査 筆記試験
実技試験 ○ ○ 2

〇 4

・日本料理、西洋料理、中国料
理、その他の料理について、代表
的な料理の特徴と献立構成の基本
を理解させる。
・目的や条件に応じた献立作成と
調理ができるようにする。
・様式別の食事提供ができる力を
養う。

様式別の献立と調理 【知識・技能】様式別料理の特徴を理解し、
献立作成と調理の技能を身につけている。
【思考・判断・表現】目的や条件に応じて献
立作成を工夫し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】様式別料理
の特徴を理解した上で、食文化を伝承し創造
していくことに意欲的である。

〇 〇 〇 21２

学

期

・調理の目的を理解させる。
・代表的な食品の調理上の性質、
加熱操作、非加熱操作などの調味
操作の方法と特徴を理解させる。

調理の基礎 【知識・技能】食品の特性と調理の基本知
識、調理の技能を身につけている。
【思考・判断・表現】調理を科学的にとら
え、おいしさを諸要因と関連づけて思考し表
現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】調理技術の
向上・発展に意欲的である。

〇 〇

・大量調理に当たっての留意事項
を理解させる。
・大量調理を円滑に運営する上で
必要な食品管理、調理作業管理に
ついて理解させると共に、自覚と
責任を養う。

大量調理 【知識・技能】大量調理の管理運営や調理に
あたる技能を身につけている。
【思考・判断・表現】大量調理運営を円滑に
行うため、課題を解決する力を身につけてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】大量調理担
当者としての自覚と責任をもって、意欲的に
大量調理に取組む態度を身につけている。

〇 〇

・性別、年齢、生活活動などに応
じた適切な献立の作成ができるよ
うにする。

献立作成 【知識・技能】目的や対象に応じた献立が作
成できる。
【思考・判断・表現】健康の維持増進に配慮
し、合理的創造的に工夫できる。
【主体的に学習に取り組む態度】食生活の充
実向上に意欲的、実践的な態度である。

〇 〇 〇

3

定期考査 筆記試験
実技試験 ○ ○ 2

・大量調理に当たっての留意事項
を理解させる。
・大量調理を円滑に運営する上で
必要な食品管理、調理作業管理に
ついて理解させると共に、自覚と
責任を養う。

大量調理 【知識・技能】大量調理の管理運営や調理に
あたる技能を身につけている。
【思考・判断・表現】大量調理運営を円滑に
行うため、課題を解決する力を身につけてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】大量調理担
当者としての自覚と責任をもって、意欲的に
大量調理に取組む態度を身につけている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

・調理の目的を理解させる。
・代表的な食品の調理上の性質、
加熱操作、非加熱操作などの調味
操作の方法と特徴を理解させる。

調理の基礎 【知識・技能】食品の特性と調理の基本知
識、調理の技能を身につけている。
【思考・判断・表現】調理を科学的にとら
え、おいしさを諸要因と関連づけて思考し表
現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】調理技術の
向上・発展に意欲的である。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

・日本料理、西洋料理、中国料
理、その他の料理について、代表
的な料理の特徴と献立構成の基本
を理解させる。
・目的や条件に応じた献立作成と
調理ができるようにする。
・様式別の食事提供ができる力を
養う。

様式別の献立と調理 【知識・技能】様式別料理の特徴を理解し、
献立作成と調理の技能を身につけている。
【思考・判断・表現】目的や条件に応じて献
立作成を工夫し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】様式別料理
の特徴を理解した上で、食文化を伝承し創造
していくことに意欲的である。

○ ○ ○ 23

調理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

調理の基礎について理解させ、様式別調理と
目的別の調理について献立を作成して調理が
できるようにするとともに、大量調理などに
関する知識と技術を身につけるようにする。

健康の維持・増進を進める上での食生活の課
題を発見し、生活産業を担う職業人として、
調理を通して合理的・創造的に解決する力を
養う。

人々の健康の維持・増進に寄与する食生活の
充実向上を図るとともに、創造的に調理する
能力と実践的な態度を養う。

調理BOOK／実教出版

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに、それらにかかる技
能を身に着けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価･改善し、考察したことを根
拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。

さまざまな人々と協働し、よりより社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活を主体
的に創造しようとするする実践的な態度を養う。

（1組：濵田） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

家庭 調理
家庭 調理 3



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇 20

研究成果の発表と振り返り

合計

105

〇 〇 〇 7

3

学

期

・課題解決の過程で習得した知識を
体系化・系統化させる。
・研究成果を視聴者にわかりやすく
表現する力を育成する。
・研究活動を振返り、まとめる力を
養う。

研究成果の発表準備 【知識・技能】
課題解決に向けて、体系的・系統的に理解を
深め、技術を身につけている。
【思考・判断・表現】
課題の解決策を具体的に考え、調整しながら
研究活動ができる。
課題解決の過程をわかりやすくまとめてい
る。
視聴者が理解しやすい発表活動ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題解決力を向上させることや、研究成果を
視聴者に伝えることに意欲的、主体的に取り
組んでいる。

〇

〇 〇 〇 12

定期考査 研究成果の報告会
○ ○ 2

2

２

学

期

・課題解決に向けて主体的・意欲的
に取組む態度を養う。
・研究課題の解決に向けて、計画を
立て実践し、実践活動を評価し、改
善策を考え再度計画実践できるため
の、思考力、判断力を育成する。
・課題解決の過程で習得した知識を
体系化・系統化し、技術を向上させ
る。
・研究成果を視聴者にわかりやすく
表現する力を育成する。
・研究成果の要旨をわかりやすく文
章表現する力を育成する。

研究活動の実践
・計画に従って研究活動
・中間報告の作成
・研究課題の解決の実現とまとめ

【知識・技能】
課題解決に向けて、体系的・系統的に理解を
深め、技術を身につけている。
【思考・判断・表現】
課題の解決策を具体的に考え、調整しながら
研究活動ができる。
課題解決の過程をわかりやすくまとめてい
る。
視聴者が理解しやすい発表活動ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題解決力を向上させることや、研究成果を
視聴者に伝えることに意欲的、主体的に取り
組んでいる。

〇 〇 〇 25

研究の要旨集作成

定期考査 研究の中間報告会
○ ○

研究の計画

○ ○ ○ 6

研究活動の実践
・計画に従って研究活動
・中間報告の作成

○ ○ ○ 25

態
配当
時数

１

学

期

・研究課題を自ら設定し、課題解決
に向けて主体的・意欲的に取組む態
度を養う。
・研究課題の解決に向けて、計画を
立て実践し、実践活動を評価し、改
善策を考え再度計画実践できるため
の、思考力、判断力を育成する。
・課題解決の過程で習得した知識を
体系化・系統化し、技術を向上させ
る。
・研究成果を視聴者にわかりやすく
表現する力を育成する。

研究課題の設定 【知識・技能】
課題解決に向けて、体系的・系統的に理解を
深め、技術を身につけている。
【思考・判断・表現】
課題の解決策を具体的に考え、調整しながら
研究活動ができる。
課題解決の過程をわかりやすくまとめてい
る。
視聴者が理解しやすい発表活動ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題解決力を向上させることや、研究成果を
視聴者に伝えることに意欲的、主体的に取り
組んでいる。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

課題研究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生活産業の各分野について体系的・系統的に理
解するとともに、相互に関連付けられた技術を
身に付けるようにする。

生活産業に関する課題を発見し、生活産業を担
う職業人として解決策を探究し、科学的な根拠
に基づいて創造的に解決する力を養う。

課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、
生活産業の発展や社会貢献に主体的かつ協働的
に取り組む態度を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、生活の質の向上と社会の発展に主体的かつ
協働的に取り組む態度を養う。

（1組：坂本） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

生活産業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

家庭 課題研究
家庭 課題研究 3



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

〇 〇 8

定期考査 筆記試験
実技試験

〇 〇

2

〇 4

献立を作成するための留意点を理
解し、望ましい献立作成ができる
能力を身につける。

・献立作成 【知識・技能】栄養バランスや味の調和がとれた弁当献立
を立て、調理ができる。
【思考・判断・表現】年齢、性別に合わせて、栄養バラン
スを考慮した弁当献立を考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】弁当献立作成に意欲的で
ある。

〇 〇 〇 4

3

学

期

さまざまな食品について、特徴と
その調理性、加工について理解し
た上で、調理に活かせる。

・食品の特徴 【知識・技能】調理の基本知識・技能を身につけている。
【思考・判断・表現】調理器具の活用や調理について、そ
の場その場で理論に基づいて思考し、適切に判断し活用し
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】調理技能の向上に意欲的
である。

〇 〇

調理器具の目的や活用法、調理の
方法を理解し、実際の調理に活か
せる。

・調理実習 【知識・技能】調理の基本知識・技能を身につけている。
【思考・判断・表現】調理器具の活用や調理について、そ
の場その場で理論に基づいて思考し、適切に判断し活用し
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】調理技能の向上に意欲的
である。

〇

定期考査 筆記試験
実技試験 ○ ○ 2

調理器具の目的や活用法、調理の
方法を理解し、実際の調理に活か
せる。

・調理実習 【知識・技能】調理の基本知識・技能を身につけている。
【思考・判断・表現】調理器具の活用や調理について、そ
の場その場で理論に基づいて思考し、適切に判断し活用し
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】調理技能の向上に意欲的
である。

〇 〇 〇

4

調理器具の目的や活用法、調理の
方法を理解し、実際の調理に活か
せる。

・調理操作 【知識・技能】調理の基本知識・技能を身につけている。
【思考・判断・表現】調理器具の活用や調理について、そ
の場その場で理論に基づいて思考し、適切に判断し活用し
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】調理技能の向上に意欲的
である。

〇 〇 〇 4

16

12

定期考査 筆記試験
実技試験 ○ ○ 2

・食品の調理性をふまえた、適切
な調理ができるようになる。
・食品衛生と安全に十分配慮し
て、食品を適切に扱うことができ
るようなる。
・各料理に合わせた盛りつけや、
目的に合った食卓を整えることが
できる。

・調理実習 【知識・技能】食品の調理性をふまえた適切な調理技能を
身につけている。各料理に合わせた盛りつけができる。
【思考・判断・表現】食品の調理性や食品衛生を考えなが
ら適宜判断し、調理しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】調理実習に意欲的に取り
組んでいる。

○ ○ ○

各栄養素の種類と栄養的な意義に
ついて理解する。
さまざまな食品について、特徴と
その調理性、加工について理解し
た上で、調理に活かせる。

・栄養素・食品の特徴 【知識・技能】五大栄養素の働きと、各食品に含まれる栄
養素を理解している。食品の特徴と調理性を理解してい
る。
【思考・判断・表現】食品の調理性を実際の調理における
現象と合わせて思考し、レポートに正しく表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】食品の調理性の理解と活
用に意欲的に取り組んでいる。 ○ ○ ○

２

学

期

さまざまな食品について、特徴と
その調理性、加工について理解し
た上で、調理に活かせる。

・食品の特徴 【知識・技能】食品の特徴と調理性を理解している。
【思考・判断・表現】食品の調理性を実際の調理における
現象と合わせて思考し、レポートに正しく表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】食品の調理性の理解と活
用に意欲的に取り組んでいる。

〇 〇 〇

態 配当
時数

１

学

期

食事の意義と役割、食を取り巻く
現状について、日常生活と関連づ
けて理解する。

・健康と食生活 【知識・技能】食事の意義と役割、食を取り巻く現状につ
いて、各種データを読み取り理解している。
【思考・判断・表現】各種データを分析思考し、その内容
を表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】食を取り巻く現状に関心
を深め、問題意識を持っている。

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

4

調理及び調理器具の目的や活用
法、調理の方法を理解し、実際の
調理に活かせる。

・調理操作 【知識・技能】調理の基本知識・技能を身につけている。
【思考・判断・表現】調理器具の活用や調理について、そ
の場その場で理論に基づいて思考し、適切に判断し活用し
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】調理技能の向上に意欲的
である。

○ ○ ○ 6

フードデザイン

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

栄養、食品、献立、調理、テーブルコーディ
ネートなどについて体系的・系統的に理解
し、関連する技術を身につける。

食生活全般に関する課題を発見することができる。
栄養、食品、調理等を体系的にとらえた上で、充実
した食生活を総合的にデザインし、表現できる。

栄養、食品、献立、調理、テーブルコーディ
ネートなどについて関心をもち、主体的・協
働的・積極的に取り組む態度を養う。

フードデザイン／教育図書

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理解を深め，家族・
家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるよう
にする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根
拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を主体的に創造
しようとする実践的な態度を養う。

（２組：大村） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

家庭 フードデザイン

家庭 フードデザイン 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70

○ ○ 5

定期考査 ・筆記試験 〇 〇
1

6

・子どもの福祉に関心を持ち，児童
福祉の理念や法律と制度について理
解する。
・児童憲章や児童の権利に関する条
約を通して児童福祉の基本的な考え
方を理解し，子どもの幸せとは何か
を考える。

５章　子どもの福祉
２節　子どもの福祉
　１児童福祉
　２子どもをとりまく課題と対策
　３子どもが育つ社会環境

・児童福祉の基本的な考え方について理解
し，子どもの幸福について自分の意見や考え
をまとめることができる。

○ ○ ○ 6

３

学

期

・子ども観は国や地域，時代によっ
て変化していることを理解する。
・時代の変化と共に子どもが権利の
主体として尊重する考え方が世界で
共有されつつあることを理解する。

５章　子どもの福祉
１節　子ども観
　１ 子ども観の変遷
　２ 権利の主体としての子どもへ

・子ども観の変遷や，権利の主体として尊重
されつつある状況を理解している。

○ ○

・子どもを地域や社会で支える子育
て支援の具体的な場や制度について
理解する。また，子育て支援の今後
の課題と展望について考察する。

５章　子どもの福祉
３節　子育て支援
　１子育て支援からパートナー
シップへ
　２社会的養護
　３地域の子育て支援

・児童虐待の現状と対策について自分の考え
を述べている。

・子育ての現状をふまえて，これからの子育
て支援を考えている。

○

4

定期考査 ・筆記試験
○ ○ 1

・子どもの健康管理や事故防止につ
いて，健康状態の観察のポイントや
原因などを理解する。
・子どもの事故防止や安全な環境整
備にはどのような配慮や準備が必要
か理解する。

３章　子どもの生活
３節　健康管理と事故防止
　１子どもの健康管理
　２事故の防止と応急処置

・子どもの健康状態を見るときのポイントや
病気の特徴，予防接種について理解してい
る。
・子どもにおこりやすい事故を予測し，その
対策を考えることができる。

○ ○

３章　子どもの生活
２節　生活習慣の形成
　１子どもの生活習慣
　２基本的生活習慣
　３社会的生活習

・子どもが生活習慣を身につけるための援助
の方法について思考を深めている。

○ ○ 6

・子どもが心身の健康を保つための
保育の技術を身につける。
・乳幼児期の栄養や食事の特徴を実
習を通して理解する。
・子どもの衣生活について，身体特
徴をふまえ，安全で快適に生活する
ために何が必要か選択できる。

３章　子どもの生活
１節　子どもの生活と養護
　１ 生活と健康
　２ 栄養と食事
　３ 衣生活

・子どもの生活に関心を持ち，主体的に子ど
もの生活を理解しようとしている。
・子どもの食生活や衣生活について子どもの
健康的な生活を支える保育の基礎的な技術を
身につけている。

○ ○ ○

４章　子どもの文化
２節　子どもの遊びと表現活動
　１遊びと発達
　２遊びと表現活動

・遊びを通じて子どもが豊かに発達すること
について理解している。
・子どもの発達や特性をふまえた上で，子ど
もの遊具等の作成に取り組み，子どもの遊び
や表現活動に関連する技術を身につけてい
る。

〇 ○ 6

1

２

学

期

絵本や遊び，歌などの児童文化財や
児童館などの子どもの文化を支える
場が，子どもの健やかな発達とどの
ような関わりを持つか，その意義に
ついて理解する。

４章　子どもの文化
１節　子どもの文化の意義と支え
る場
１　子どもの文化
２　子どもの文化を支える場

子どもの文化の意義を理解し，それらの役割
や今後の課題について考察することができ
る。

○ 〇 2

・子どもの遊びと遊具や表現活動の
意義や重要性などを，遊具を作るな
どの活動を通じて理解する。
・遊びにおける保育者からの働きか
けを考え，遊びの援助ができるよう
にする。

定期考査 ・筆記試験
○ ○

7

・基本的生活習慣と社会的生活習慣
の意義と重要性を理解し，子どもの
発達に即した適切な生活習慣とその
援助について考察する。

7

・誕生～乳児期・幼児期の発達の過
程を，それぞれの月齢・年齢ごとの
発達に沿った子どもの姿を通して理
解する。

２章　子どもの発達
特集　月齢，年齢別の発育・発達

・それぞれの月齢・年齢ごとの身体的・生理
的特徴に関心を持ち，保育に関連づけて考察
することができる。

○ 〇 3

・心の発達の土台として大切な愛着
関係の形成過程について学び，親子
関係の形成と人間関係のひろがりに
ついて考える。

２章　子どもの発達
３節　子どもの心の発達
１ 社会・情緒的な発達
２ 知的発達
３ 言葉の発達

・子どもの心の発達の特徴と発達の経過につ
いて理解している。
・人間関係の発達については乳児期の愛着の
発達が重要であり，安全基地を土台として人
間関係が広がっていくことを理解している ○ 〇

・保育者にはどのような資質が求め
られるか，またそれを身につけるに
はどのようにしたらよいかなど，保
育者観についての考察を深める。

１章　子どもの保育
２節　保育の方法
　１ 保育者の役割とは
　２ 一人ひとりに合わせた指導

発達時期の特性を考慮した保育の工夫が必要
であることを理解している。

○ 〇 ○

2

・乳幼児期の身体的特徴と生理的特
徴をとらえ，新生児期～乳幼児期へ
と続く人の発達の過程を理解する。

２章　子どもの発達
２節　子どものからだの発達
１　発育・発達の評価
２　身体的特徴
３　生理的特徴

・誕生から幼児期までの子どもの身体発育，
運動機能，認知機能などそれぞれの発達の特
性について理解している。

○ 〇 7

・乳幼児期は人の発育・発達におい
て大切な時期であり，共通性や個別
性といった特性があることを理解す
る。

２章　子どもの発達
１節　子どもの発達の特性
　１ 発達と保育
　２ 発達の共通性と個別性

・胎児の生育環境である母体に対する関心と
課題意識を高めている。乳幼児の身体的特徴
と生理的特徴及びその変化に関する知識を身
につけている。

○ 〇

態 配当
時数

１

学

期

・保育の意義と重要性について，幼
稚園教育要領や保育所保育指針を取
り上げながら扱い，保育が人間形成
にどのようにかかわるかを考える。

１章　子どもの保育
１節　保育の意義
　１保育とは
　２ 保育の意義

・保育者の役割を理解し，その資質や能力を
身につけるにはどのような点に気をつけてい
けばよいかなど，考察ができる。

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

2

・家庭での保育の現状や，幼児教
育・保育の場（幼稚園や保育所，認
定こども園など）の保育環境の特徴
や役割を理解する。

１章　子どもの保育
３節　保育の環境
　１ 家庭での保育
　２ 幼児教育・保育の場
　３　子どもが育つ環境の変化と
課題

・子どもを取り巻く環境が子どもの発達に大
きな影響を与えることを理解し，発達段階に
おける発達課題に応じて，接し方・援助の仕
方・適切な保育環境整備について述べてい
る。 ○ 〇 ○ 2

保育基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

保育の意義や方法、子供の発達や生活の特徴及
び子供の福祉と文化などについて体系的・系統
的に理解するとともに、関連する技術を身に付
けるようにする。

子供を取り巻く課題を発見し、保育を担う職業
人として合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

子供の健やかな発達を目指して自ら学び、保育
に主体的にかつ協働的に取り組む態度を養う。

保育基礎／実教出版

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

生活産業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、生活の質の向上と社会の発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

（　2組：大村　　）（　3組：大村　　）

家庭 保育基礎

家庭 保育基礎 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：（１～３組：大村、田中、沢田）

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

1

合計

35

4

動画の中間発表をし改善点を洗い出
す

・動画を完成させ発表会を行う。
・学年で動画を見て、より良くするにはど
うしたらよいか協議する。
・よりよい動画にするために、追加撮影・
編集を行う。

・全体で協議をし、改善点を洗い出すことが
できたか。
・改善点を直し、動画を完成させることがで
きたか。 ○ ○ 4

3

学

期

インタビュー映像の編集を行う ・映像編集の方法を学ぶ
・チームで役割分担をし、インタビュー映
像を編集する。
・動画をよりよくするために追加で撮影を
行う。

・編集技術を身につけることができたか。
・チームで協力して主体的に取り組むことが
できたか。
・大島の「人」が輝くような動画を作成する
ことができたか。

○ ○

最終発表と映像制作のふりかえり ・完成した動画を学校全体に向けて発表す
る。
・映像制作を振り返り、身につけた技術や
考え方をまとめる。
・人間と社会の取り組みが、今後の生活で
どのように生きるか考える。

・満足のいく作品を作ることができたか。
・人間と社会の取り組みについて振り返り、
これからの生活に役立てるにはどうしたらよ
いか、考察することができたか。 ○ ○

7

3

2

学

期

映像作成の技術を通して、自己を表
現する手法を身につける

・映画監督の仕事を学ぶ。
・映像制作の手法と技術を学ぶ。
・撮影機材や編集ソフトを準備する

・映像作成によって自己を表現する方法を理
解することができたか。

○ ○ 6

地域の「人」をテーマに対象者の取
材を行う

進路について考える 講演会を聞き、自らの進路について考える
きっかけを作る。

・グローバル化が進展する社会において、自
らの進路について考えることができたか。

○ ○

グループワークを通して自己表現を
する

玉川大学の学生さんと共に、パフォーミン
グ＆アーツプログラムを体験する

・他者と協働しながら自己表現、自己開示を
することができたか。

○ ○

・映像の撮り方、インタビューの内容など
を考える。
・大島町で活躍する方々のインタビュー映
像を撮影する。

・他者や地域の方と協働し、インタビュー映
像を撮ることができたか。
・主体的に取り組むことができたか。

○ ○

地域社会を築いている方々からのお話を聞
き、自分たちができることについて考える

・地域社会を築くために大切なことについて
自分の考えを持てたか。

○ 2

配当
時数

１

学

期

環境の保全を図る活動を通して、他
者との協同の精神を学ぶ

「海辺の花園プロジェクト」として、ハマ
カンゾウの木を植える

・他者と協力してプロジェクトを成功させる
ことができたか。
・大島の環境問題について理解し、環境の保
全を図る活動に主体的に取り組めたか。

○ ○ 4

地域社会を築いている方々の話を聞
き、郷土への関心を深める

2

環境の保全を図る活動を行う さくらProjectとして、大島高校に桜の苗木
を植える。

・体験活動に主体的に取り組むことができた
か。

○ ○ 2

問題の発見・解決の方法を理解し、協同的に取
り組むために必要な技能を身に付けることがで
きる。

様々な事象を社会とその結びつきの視点から捉え、新た
な意味を見出す力を身に付けることができる。

郷土を敬愛し地域に貢献しようとすることがで
きる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価基準 知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人間と社会）　

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】問題の発見・解決の方法を理解し、協同的に取り組むために必要な技能を身に付けることができる。

人間と社会 人間と社会
人間と社会 人間と社会 1

様々な事象を社会とその結びつきの視点から捉え、新たな意味を見出す力を身に付けることができる。

郷土を敬愛し地域に貢献しようとすることができる。

人間と社会


